
本
学
山
岸
文
庫
に
は
、
『
傳
聞
和
歌
口
決
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
と
題
す
る
写
本
（
同
文
庫
分
類
番
号
一
五
六
、
享
保
年
間
害
写
）
を
蔵

す
る
。
裏
表
紙
に
「
昭
和
九
年
十
一
月
上
院
岸
廼
舎
」
と
署
名
が
あ
り
、
山
岸
氏
が
昭
和
九
年
に
購
っ
た
本
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の

写
本
を
翻
刻
し
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

調
査
報
告
三
十
五

山
岸
文
庫
本
『
傳
聞
和
歌
口
決
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
は
、
縦
一
三
・
六
糎
、
横
一
九
・
二
糎
の
袋
綴
横
本
一
冊
。
麻
の
葉
繋
ぎ
文
を
銀

で
押
し
た
料
紙
（
楮
紙
）
に
か
き
つ
ば
た
の
図
柄
を
描
い
た
表
紙
を
有
し
、
左
端
に
畢
糖
騨
畷
諏
雌
和
歌
」
と
貼
外
題
（
輪
繋
ぎ
七
宝
文
料
紙
）
が

あ
る
。
表
紙
右
下
、
遊
紙
表
右
下
、
一
丁
表
（
以
下
丁
付
は
墨
付
に
よ
る
）
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
る
。
保
存
状
態
は
き
わ
め
て

良
く
、
虫
損
も
少
な
い
。
一
丁
表
に
元
啓
、
広
沢
長
孝
、
満
存
の
三
人
に
よ
る
和
歌
三
首
と
覚
え
書
き
一
項
が
書
き
留
め
ら
れ
、
二
丁
表
か
ら

本
文
が
始
ま
る
。
墨
付
八
十
五
丁
、
『
傳
聞
和
歌
口
決
』
は
一
頁
一
五
行
書
、
一
行
は
大
略
一
五
字
程
度
、
『
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
は
一
頁

１
１
聿
自
圭
皿

山
岸
文
庫
蔵
『
傳
聞
和
歌
口
決
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』

解
題
・
翻
刻

奥
田

片
岡

伸

江勲
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の
傳
聞
和
歌
口
決

『
傳
聞
和
歌
口
決
』
唾

書
き
記
し
た
書
で
あ
る
。

論
の
内
容
は
、
歌
題
や
歌
材
、
歌
語
の
意
味
、
詠
歌
方
法
や
詠
歌
の
心
構
え
、
会
席
作
法
等
で
あ
る
。
三
光
院
三
条
西
実
枝
、
後
十
輪
院
中

院
通
村
、
後
水
尾
院
、
烏
丸
資
慶
、
後
渓
雲
院
、
三
条
西
実
教
な
ど
故
人
の
説
、
武
者
小
路
実
陰
、
烏
丸
光
栄
ら
当
代
歌
人
の
説
を
順
に
書
き

留
め
、
所
為
に
自
ら
の
見
解
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
の
歌
人
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
伝
統
的
な
二
条
派
の
歌
学
の
知
識
集
成
の
書
で

あ
る
。
た
だ
、
細
か
い
事
項
の
一
つ
書
き
が
多
い
中
で
、
二
丁
表
か
ら
一
四
丁
裏
等
に
は
「
万
治
御
点
」
（
万
治
二
年
五
月
一
日
～
寛
文
二

年
四
月
七
日
）
が
終
わ
る
頃
の
当
座
御
会
に
於
け
る
後
水
尾
院
の
和
歌
添
削
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
和
歌
の
実
作
を
掲
げ
、
具
体

的
に
ど
こ
が
悪
い
か
を
詳
細
に
記
す
元
啓
の
地
道
な
勉
学
方
法
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
、
一
首
全
体
の
言
葉
続
き
の
な
だ
ら
か
な
整
合

性
を
求
め
て
大
胆
に
改
作
す
る
院
の
姿
勢
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
本
論
の
部
分
は
、
享
保
十
六
年
五
月
下
旬
、
元
啓
が
遼
月
精
舎
に
て
執
筆
と
の
奥
書
を
有
す
る
が
、
追
加
と
し
て
（
ほ
ぼ
同
時
期

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
署
名
の
承
付
さ
れ
た
数
項
の
抜
き
書
き
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
細
川
幽
斎
の
『
聞
害
全
集
』
よ
り
「
歌
に
必

ず
切
る
所
有
る
事
」
と
切
り
所
の
わ
か
り
に
く
い
遁
遙
院
詠
に
つ
い
て
の
元
啓
の
覚
え
書
き
、
「
東
野
州
間
害
』
か
ら
正
徹
の
「
乱
世
の
声
」

と
酷
評
さ
れ
た
「
ぬ
し
し
ら
ぬ
入
え
の
ゆ
ふ
へ
人
な
く
て
蓑
と
棹
と
そ
舟
に
の
こ
れ
る
」
の
歌
と
元
啓
の
意
見
、
吉
備
津
宮
の
神
詠
「
玉
た
れ

い
○ 一

三
行
書
、
一
行
は
ほ
ぼ
一
三
字
で
あ
る
。
二
三
丁
が
書
き
損
じ
の
た
め
次
丁
へ
と
ん
で
い
る
外
は
、
め
だ
つ
乱
丁
、
落
丁
は
な
い
。

Ⅱ
本
文
解
題は

、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
筆
者
元
啓
が
学
び
聞
い
た
和
歌
に
つ
い
て
の
知
識
、
学
識
を
、
備
忘
の
た
め
一
つ
書
き
で

・
山
岸
本
で
は
、
追
加
も
含
め
二
丁
表
か
ら
二
八
丁
裏
ま
で
を
占
め
て
い
る
。
管
見
に
入
る
限
り
、
他
に
伝
本
は
な

－8 6 －



山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻三十五

『
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
は
、
二
九
丁
表
か
ら
始
ま
る
「
五
十
首
和
歌
天
正
五
年
於
親
王
御
方
御
出
題
回
別
」
以
下
、
最
終
丁
ま
で
に
及
ぶ
五
つ
の
歌
集

を
総
称
す
る
名
称
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
歌
集
が
三
条
西
実
枝
の
合
点
、
批
評
、
注
を
有
す
る
た
め
、
便
宜
的
に
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
末
尾
奥
書
（
八
四
丁
裏
及
び
八
五
丁
表
）
に
は
「
右
者
諸
歌
集
よ
り
抜
害
旱
諸
歌
集
奥
書
日
右
之
諸
吾
集
者
以
飛
鳥
井
干
時
宰
相
雅

章
卿
本
書
爲
之
旱
尤
可
為
證
本
者
也
正
保
三
年
仲
夏
害
之
享
保
士
一
年
薦
月
七
日
書
嶌
終
時
中
庵
元
啓
公
迪
（
花
押
）
」
と
書
く
。
正

保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
某
人
が
飛
鳥
井
雅
章
所
蔵
本
よ
り
写
し
た
「
諸
寄
集
」
を
、
さ
ら
に
元
啓
が
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
抜
き
言
き

し
た
わ
け
で
あ
る
。
『
国
害
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
祖
本
と
思
わ
れ
る
「
三
光
院
殿
添
削
和
歌
」
正
保
三
年
書
写
本
が
高
知
県
立
図
書

館
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
戦
災
で
焼
失
し
今
は
な
い
。
他
に
は
、
高
城
功
夫
氏
が
、
元
啓
書
写
本
を
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
七
月
に
小

（
注
１
）

沢
黄
章
（
蘆
庵
）
が
さ
ら
に
抜
き
書
き
し
た
本
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

以
下
、
順
を
追
っ
て
、
各
歌
集
の
説
明
を
試
ゑ
る
。

①
最
初
に
あ
る
「
五
十
首
和
歌
天
正
五
年
於
親
王
御
方
御
出
題
同
前
」
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
誠
仁
親
王
家
で
開
催
さ
れ
た
五
十
首
和
歌
よ
り
の

抄
出
で
あ
る
。
三
光
院
三
条
西
実
枝
に
よ
る
合
点
、
注
が
つ
い
た
五
十
首
和
歌
自
体
は
、
続
群
書
類
従
巻
第
四
百
に
既
に
入
っ
て
い
る
。
本
抄

出
は
、
各
題
よ
り
万
遍
な
く
数
首
を
選
ぶ
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
る
が
、
中
で
も
特
に
合
点
、
注
の
あ
る
和
歌
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
り
、
三
光

の
み
す
の
あ
み
め
の
糸
ま
て
も
な
を
き
そ
道
の
末
は
行
け
り
」
と
を
抜
き
出
し
て
い
る
。
追
加
も
元
啓
の
勉
学
の
源
泉
を
示
し
て
い
る
が
、
正

徹
に
つ
い
て
「
吾
は
實
を
た
て
上
よ
む
へ
き
に
こ
そ
」
、
「
正
徹
の
風
体
一
時
堪
能
の
名
あ
り
と
も
後
世
手
本
と
は
な
る
ま
し
き
」
と
糾
断
す

る
点
、
忠
実
な
二
条
派
の
心
情
が
露
呈
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

筆
者
時
中
庵
元
啓
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
『
奉
納
和
歌
心
の
種
』
『
和
歌
筒
留
哉
留
伝
』
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
二
条
派
歌
学
を

信
奉
し
、
松
永
貞
徳
の
孫
、
広
沢
（
望
月
）
長
孝
と
交
際
が
あ
っ
た
。

②
三
光
院
殿
添
削
和
歌

『
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』

を
総
称
す
る
名
称
で
あ
る
。
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院
の
著
作
か
ら
歌
学
を
学
ぶ
意
図
で
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
枝
に
よ
る
批
評
は
、
同
類
和
歌
の
指
摘
、
俗
語
や
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
い
廻

し
へ
の
警
告
、
現
実
の
有
様
に
そ
ぐ
わ
な
い
情
景
の
訂
正
等
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
抄
出
で
は
途
中
題
が
欠
落
し
て
い
る
部
分
（
「
春
夕
月
」

が
な
い
）
が
一
箇
所
存
在
す
る
。
和
歌
の
作
者
は
、
竹
（
誠
仁
親
王
）
、
道
（
聖
護
院
准
后
道
澄
）
、
基
（
持
明
院
従
三
位
藤
原
基
孝
）
、
源
中

納
言
（
庭
田
重
通
）
、
中
山
宰
相
中
将
（
藤
原
親
綱
）
、
中
院
宰
相
中
将
（
源
通
勝
）
、
雅
（
飛
鳥
井
雅
敦
）
、
積
（
積
善
院
惟
房
卿
息
権
僧

正
尊
雅
）
、
長
（
竹
内
長
治
）
、
為
（
冷
泉
為
満
）
、
永
（
高
倉
永
孝
）
、
元
（
五
辻
元
仲
）
で
あ
る
。

②
二
番
目
の
書
は
無
題
。
四
九
丁
裏
よ
り
五
七
丁
裏
に
わ
た
る
。
奥
書
に
「
擬
刻
辰
翁
批
語
者
六
十
九
首
實
枝
上
天
正
五
年
六
月
二
十

（
マ
マ
）

二
三
日
之
頃
御
題
被
出
之
七
月
七
八
日
之
比
各
詠
進
清
書
親
王
行
方
同
十
一
日
被
仰
合
鮎
事
同
十
三
日
合
鮎
返
納
同
月
十
七
日
申
出
同
十
九
日

一
日
所
写
校
合
旱
」
と
あ
り
、
天
正
五
年
六
月
に
出
さ
れ
た
三
十
首
題
で
七
月
七
、
八
日
に
詠
進
し
た
和
歌
。
十
三
日
に
実
枝
が
合
点
し
返
納

し
た
が
、
再
度
借
り
受
け
写
し
た
。
全
九
十
四
首
。
和
歌
の
作
者
は
、
正
親
町
天
皇
、
誠
仁
親
王
、
中
納
言
四
辻
公
遠
、
左
衛
門
督
山
科
言

経
、
源
三
位
五
辻
為
仲
の
五
名
。
誠
仁
親
王
家
五
十
首
の
場
合
同
様
、
実
枝
に
よ
る
朱
注
が
付
さ
れ
る
。

③
続
い
て
五
八
丁
表
よ
り
六
九
丁
表
ま
で
は
「
宝
筐
院
殿
百
首
」
と
称
さ
れ
る
百
首
歌
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
宝
筐
院
殿
百
首
御
詠
康
安
二

八
二
十
六
日
被
下
之
同
二
十
九
日
加
愚
鮎
令
返
進
」
と
あ
り
、
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
八
月
の
宝
筐
院
殿
足
利
義
詮
の
詠
で
、
頓
阿
の
加
点

が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
に
つ
い
て
は
、
高
城
功
夫
氏
論
文
に
詳
し
い
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
氏
が
頓
阿
の
書
き
込
み
か
と
さ
れ
た
三
ヶ

所
の
書
き
入
れ
注
の
う
ち
、
柳
露
と
題
さ
れ
た
和
歌
「
浅
み
と
り
糸
よ
り
か
く
る
春
雨
に
を
ぎ
そ
ふ
露
の
玉
の
を
柳
」
に
付
さ
れ
た
「
但
玉
緒

柳
先
達
被
申
旨
候
歎
」
が
蘆
庵
本
に
新
し
く
付
け
加
え
ら
れ
た
小
沢
蘆
庵
自
身
の
覚
え
書
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
蘆
庵
本
は

「
名
所
松
浦
風
は
ふ
き
ょ
は
れ
と
も
住
吉
の
松
に
そ
浪
の
を
と
は
の
こ
れ
る
」
に
付
い
た
合
点
を
害
き
落
と
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

④
次
に
「
詠
三
十
首
和
歌
公
條
」
と
題
さ
れ
た
三
十
首
和
歌
が
、
七
○
丁
表
か
ら
七
三
丁
表
に
写
さ
れ
て
い
る
。
全
て
地
名
を
頭
に
冠
し
た

結
題
で
、
公
條
の
家
集
と
し
て
は
最
大
規
模
で
あ
る
内
閣
文
庫
本
『
西
三
條
称
名
院
集
』
、
伊
藤
敬
氏
所
蔵
「
公
条
家
集
』
『
称
名
院
家
集
』
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（
注
２
）

に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
の
詠
の
由
で
あ
る
。

⑤
最
後
に
七
四
丁
表
か
ら
八
五
丁
表
に
、
永
正
四
年
六
月
廿
五
日
冷
泉
政
為
出
題
の
宮
中
月
次
歌
が
あ
る
。
歌
題
は
「
春
立
つ
日
」
か
ら
始
ま

り
、
ほ
ぼ
四
季
、
恋
、
雑
と
進
む
が
、
「
と
な
り
」
「
う
た
か
た
」
「
つ
と
」
「
あ
ゐ
」
「
か
た
こ
ひ
」
等
珍
し
い
題
が
散
見
さ
れ
る
。
全
百

首
、
百
題
を
、
三
条
西
実
隆
、
同
公
條
、
伏
見
宮
邦
高
親
王
、
冷
泉
政
為
、
同
為
広
、
中
御
門
宣
胤
、
同
宣
秀
、
三
条
実
香
、
同
実
望
、
甘
露

寺
元
長
、
山
科
言
継
ら
が
詠
ん
で
い
る
。

一一一一一一

、、、、､、

高
城
功
夫
「
足
利
義
詮
と
『
詠
百
首
和
歌
』
ｌ
〈
付
〉
義
詮
『
詠
百
首
和
歌
』
翻
刻
ｌ
」
（
『
文
学
論
藻
』
第
五
十
九
号
、
昭
和
六
○
・
二
）

（
注
２
）
伊
藤
敬
「
公
条
家
集
に
つ
い
て
」
（
『
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
２
号
、
昭
和
四
二
・
三
）

（
注
１
）
高
城
氏
は
、
ご
所
蔵
の
『
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
の
解
題
、
及
び
「
宝
筐
院
殿
百
首
」
に
的
を
し
ぼ
っ
た
翻
刻
、
考
察
を
左
記
の
論

文
で
さ
れ
た
。

翻
刻
に
当
っ
て
は
、
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
に
依
っ
た
。

丁
は
墨
付
を
以
て
数
え
、
丁
移
り
は
」
の
記
号
で
示
し
、
表
裏
は
オ
又
は
ウ
と
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
。

朱
注
は
和
歌
の
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
す
べ
て
そ
の
和
歌
の
次
に
（
朱
注
）
と
し
て
記
し
た
。

『
、
、
セ
ヶ
チ
、
訂
正
の
類
は
原
則
と
し
て
訂
正
し
た
形
で
翻
字
し
、
何
を
訂
し
た
か
は
、
注
に
ま
と
め
て
記
し
た
。

肩
点
は
墨
書
が
殆
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
朱
書
は
特
に
区
別
し
な
か
っ
た
。

翻
刻
に
際
し
、
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
学
生
吉
野
朋
美
氏
の
協
力
を
得
た
。

Ⅲ
凡
例
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『
傳
聞
和
歌
口
決
三
光
院
殿
添
削
和
歌
』
翻
刻

送
害
恋
元
啓

文
字
消
て
か
く
跡
う
す
き
玉
章
も
た
へ
ぬ
涙
の
か
上
る
と
を
し
れ

広
沢
長
孝

紀
の
海
の
波
に
つ
上
か
い
広
沢
も
月
の
み
な
ゑ
に
山
の
端
も
な
し

花
有
遅
速
満
存

日
に
む
か
ふ
麓
は
ち
り
て
山
か
け
は
や
入
咲
そ
む
る
お
そ
さ
く
ら
か
な

怨
恋
恨
恋
同
し
心
也
」
（
１
オ
）

伝
聞
和
歌
口
決

一
三
光
院
殿
御
説

此
さ
と
も
ゆ
ふ
た
ち
し
げ
り
浅
ち
ふ
に
露
の
す
か
ら
い
草
の
は
も
な
し

ま
こ
と
置
た
る
露
を
よ
め
り
餘
所
の
夕
立
を
染
か
け
て
夕
立
の
せ
ぬ
所
に
き
く
あ
ま
り
に
露
の
ふ
か
き
を

見
て
こ
の
ざ
と
も
夕
立
し
た
る
か
と
う
た
か
ふ
心
也
夕
立
の
あ
と
に
は
露
の
な
き
物
な
り
雫
を
い
ふ
も
の

也一
同
船
と
出
た
る
題
に
か
ち
枕
と
は
か
り
読
て
く
る
し
か
ら
す
数
首
あ
り
水
路
花
と
出
た
る
題
舟
を
ょ
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一
同
歌
に
未
勘
国
の
名
所
同
し
く
は
不
可
讃
と
そ

一
同
句
を
隔
て
匂
ひ
と
香
と
読
事
不
苦
と
也
証
歌
あ
り
左
之
歌
啓
考
出
之

新
古
今心

あ
ら
は
と
は
ま
し
物
を
梅
か
上
の
誰
里
よ
り
か
匂
ひ
き
つ
ら
ん
俊
頼

為
家
集野

も
山
も
先
咲
梅
の
花
の
香
に
さ
な
か
ら
匂
ふ
四
方
の
春
か
せ

宝
治
百
首

咲
つ
Ｌ
く
あ
ま
た
梢
の
梅
か
香
を
ひ
と
つ
に
な
し
て
匂
ふ
は
る
風
公
明
」
（
２
ウ
）

永
徳
御
百
首

い
つ
の
世
の
た
か
袖
の
香
に
橘
の
に
ほ
は
上
い
か
に
猶
し
の
は
ま
し
兼
綱

姶
玉
莱藤

は
か
ま
草
の
枕
に
匂
ふ
な
り
た
か
ぬ
き
を
け
る
色
香
な
る
ら
ん

新
千
戦咲

に
ほ
ふ
菊
の
ま
か
き
の
夕
風
に
花
の
香
や
と
す
袖
の
白
露
伏
見
院

啓
案
大
方
は
句
を
隔
た
り
然
と
も
後
西
院
の
御
製
に

唐
盧
橘

見
し
夢
の
梅
か
具
と
め
て
夏
も
又
お
な
し
軒
は
に
に
ほ
ふ
立
花

法
皇
の
勅
に
香
と
匂
ひ
と
自
然
に
は
有
へ
け
れ
と
も
多
く
は
な
か
る
へ
し
と
そ

啓
案
す
ぐ
れ
た
る
歌
な
ら
は
句
を
へ
た
て
入
香
と
匂
ひ
と
よ
み
て
も
苦
し
か
る
ま
し
き
を
や
等
閑
な
ら
ん

吾
に
は
餘
た
る
」
（
３
オ
）
可
然
欽

ま
て
は
か
な
は
さ
る
な
り

一
歌
の
五
文
字
に
題
を
よ
む
事
」
（
２
オ
）
殊
外
き
ら
ふ
事
な
り
自
然
よ
む
時
は
す
ゑ
の
句
大
事
也

（
窪
）

一
同
僖
恋
の
心
は
逢
不
會
恋
な
り
久
恋
は
不
逢
恋
也
悔
恋
は
後
悔
な
り
わ
る
く
よ
め
は
恋
の
本
意
ち
か

一
同

鼻
血

レ
ー
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一
同
雨
そ
上
く
と
は
水
を
そ
里
く
こ
と
く
雨
の
目
に
桑
ゆ
る
を
い
ふ
遠
山
な
と
に
は
雨
そ
上
く
と
は
よ

む
へ
か
ら
す
雨
お
つ
る
と
は
遠
き
に
も
い
ふ
へ
し
ふ
り
く
る
事
也

一
同
古
今
真
名
序
に
詑
其
根
ヲ
於
心
地
發
其
花
於
詞
林
者
也
是
よ
み
方
の
口
伝
也

一
同
過
去
の
し
文
字
上
下
の
句
に
有
事
不
苦
自
然
歌
合
の
時
な
と
は
可
嫌
也

一
或
人
白
梅
の
題
に
雪
に
読
入
た
れ
は
三
光
院
殿
御
覧
し
て
是
は
白
梅
は
か
り
に
不
限
花
に
て
も
卯
花
に

て
も
雪
に
ま
か
ふ
へ
け
れ
は
か
や
う
に
色
ノ
＼
か
へ
物
の
あ
る
や
う
に
よ
む
ま
し
き
と
」
（
３
ゥ
）
い
さ

め
給
ひ
し
也
か
ふ
り
も
ふ
ら
ぬ
や
う
に
こ
れ
は
白
梅
と
間
ゆ
る
や
う
に
読
へ
し
と
也

一
聖
護
院
宮
道
澄
法
親
王
の
御
詠
に

す
上
桑
つ
る
水
の
水
上
さ
え
ま
さ
り
今
朝
は
氷
そ
む
す
ひ
か
へ
ぬ
る

三
光
院
殿
御
注
に
五
文
字
は
一
首
の
巻
頭
清
撰
た
る
へ
く
候
是
は
あ
ま
り
優
美
な
ら
す
と
あ
り

同
親
王
の
御
詠
に

年
毎
の
花
に
や
は
あ
ら
ぬ
咲
と
い
へ
は
ま
た
ゑ
ぬ
は
か
り
そ
ふ
色
香
か
な
（
注
１
）

此
評
に
同
仰
一
宇
を
も
て
一
句
を
損
し
一
句
を
も
て
一
首
を
損
す
る
と
申
は
此
類
也
と
注
せ
ら
る
」
（
４
オ
）

一
く
も
れ
る
夜
は
露
の
を
か
い
由
な
り
持
明
院
中
納
言
基
孝
卿
夜
虫
と
い
ふ
題
に
て

ふ
く
る
夜
に
た
れ
を
待
て
か
降
雨
の
露
の
ま
に
ｊ
、
な
く
虫
の
声

三
光
院
殿
評
に
露
は
を
く
も
葉
の
ふ
る
も
晴
天
の
時
に
限
る
も
の
な
り
く
も
れ
る
夜
は
露
の
を
く
事
な
し

是
に
て
分
別
あ
る
へ
ぎ
ょ
し
注
し
付
ら
る
些
也

一
同
祈
恋
に
杜
の
し
め
純
と
は
か
り
に
て
は
祈
恋
に
な
ら
す
為
家
卿
の
歌
に
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永
き
日
の
森
の
し
め
縄
く
り
返
し
あ
か
す
か
た
ら
ふ
郭
公
か
な

杜
の
し
め
縄
と
云
は
森
の
境
目
な
と
」
（
４
ウ
）
に
し
め
を
は
る
ゆ
へ
あ
な
か
ち
神
分
に
限
る
へ
か
ら
す

一
そ
Ｌ
き
か
け
て
と
云
詞
幽
斎
翁
御
詠

わ
か
れ
こ
し
今
朝
の
涙
を
そ
上
き
か
け
て
な
ら
す
硯
の
水
茎
の
あ
と

同
公
そ
よ
ぎ
か
け
て
如
此
の
詞
風
雅
集
の
頃
の
躰
か
不
庶
幾
由
注
し
給
ふ

一
同
品
経
の
歌
の
よ
み
や
う
仏
法
を
我
身
の
う
へ
の
や
う
に
ょ
む
は
悪
き
也
よ
る
つ
に
た
と
へ
よ
む
也

一
夏
河
に
散
は
て
し
桜
の
山
の
ふ
も
と
川
底
の
玉
藻
に
花
そ
の
こ
れ
る
突
澄
公
玉
も
の
花
は
夏
な
り

一
同
雪
月
花
所
に
望
て
は
何
た
る
事
も
読
な
り
例
に
は
成
ま
し
き
也
」
（
５
オ
）

雪
月
花
万
の
物
証
歌
な
く
て
は
読
間
敷
也

一
同
読
方
口
傳
案
す
る
時
は
人
丸
貫
之
に
肩
を
な
ら
ふ
る
と
お
も
ひ
て
案
す
へ
し
読
出
し
て
か
ら
は
弦

児
を
も
恐
る
具
な
り

一
さ
を
な
く
る
ま
と
云
事
機
を
織
時
お
さ
を
あ
な
た
こ
な
た
へ
な
ぐ
る
事
也
鶯
の
俊
を
な
ぐ
る
と
云
は
早

く
枝
移
り
す
る
事
也
詩
に
多
し
又
或
人
の
歌
に
夏
月
易
明

夏
の
夜
は
月
の
象
ふ
れ
も
漕
や
ら
す
さ
を
な
く
る
ま
に
明
る
し
の
入
め

か
く
よ
み
て
遁
遙
院
殿
へ
象
せ
申
た
り
」
（
５
ウ
）
し
に
舟
の
さ
ほ
の
様
に
皆
人
お
も
ふ
也
紛
れ
た
る
事

と
て
難
し
給
ひ
し
と
同
公
の
御
説
也

一
同
新
樹
の
歌
に
常
盤
木
の
わ
か
は
の
ち
る
と
読
た
れ
は
落
葉
は
面
白
し
さ
れ
と
も
若
葉
を
出
し
て
下

Ｌ
」
易
」
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葉
よ
り
常
盤
木
は
ち
る
も
の
也
と
云
々

一
同
霞
と
霧
と
お
な
し
様
に
心
得
ぬ
る
也
そ
と
の
間
も
へ
た
つ
る
は
霧
也
霞
は
そ
の
ま
上
に
て
お
ぼ
ろ

に
へ
た
つ
る
も
の
也
少
心
か
は
る
へ
し
能
々
心
を
付
へ
し
霧
樹
ヲ
行
ケ
ハ
相
引
子
美
行
は
い
よ
ノ
、
と
お

く
な
る
の
心
也

一
七
夕
と
云
題
に
星
合
の
空
天
川
鵲
の
橋
三
色
を
一
首
に
読
事
中
ノ
ー
惣
し
」
（
６
オ
）
天
川
に
て
も
鵲

の
橋
に
て
も
七
夕
の
歌
に
な
る
也
能
々
分
別
可
有
也
同
公
御
説

一
同
只
見
密
器
如
不
見
深
杭
題
に
す
か
り
ぬ
れ
は
さ
き
へ
心
か
ゆ
き
て
是
も
と
を
わ
す
る
上
も
の
也

一
後
十
輪
院
殿
御
説
立
春
と
云
題
に
て
は
元
日
の
事
を
読
也
初
春
早
春
の
題
に
て
は
正
月
十
日
頃
ま
て

の
心
よ
し
又
元
日
を
よ
む
も
よ
し
早
春
は
元
日
か
ら
二
日
三
日
初
春
は
五
日
六
日
を
云
也
立
春
の
歌
は
早

春
に
は
あ
ふ
也
早
春
は
立
春
に
は
あ
は
す

一
同
水
郷
は
水
辺
川
辺
な
と
の
里
の
体
を
可
読
宇
治
淀
志
賀
な
と
よ
め
は
を
の
つ
か
ら
水
郷
に
な
る
也

水
郷
」
（
６
ウ
）
里
の
沙
汰
な
し

一
同
暁
帰
雁
に
暁
と
出
し
て
又
夢
帰
る
ね
覚
な
と
読
事
曲
な
し
夢
帰
る
も
暁
の
事
也
ね
覚
も
又
同
し
又

雁
の
上
に
て
今
一
声
な
と
は
如
何
夜
の
一
声
な
と
は
尤
欽
又
暁
に
さ
夜
は
可
然
事
飲

一
同
朝
と
云
題
に
は
朝
朗
朝
曙
明
過
て
明
暗
な
と
可
然
也

一
同
海
上
に
浦
と
は
か
り
よ
ゑ
磯
な
と
上
読
と
も
海
と
云
字
を
読
た
る
か
能
也

一
同
関
月
月
の
詮
を
い
は
ね
と
も
関
に
月
を
よ
み
入
れ
は
関
月
面
白
き
也

一
同
賤
な
と
の
淋
し
き
と
読
ぬ
も
の
也
こ
ち
か
ら
お
も
ひ
や
り
て
は
よ
む
な
り
」
（
７
オ
）
其
身
に
な
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌」解題・翻刻

一
同
武
士
の
身
に
て
い
ざ
む
心
の
な
と
皇
よ
ま
い
も
の
也
そ
の
身
の
上
の
事
な
れ
は
也
又
公
家
な
と
は

道
の
成
か
た
き
由
を
読
也

な
と

一
同
袖
の
湊
に
唐
船
ょ
す
る
。
よ
む
事
久
し
く
浮
沈
し
た
る
恋
の
上
に
て
は
可
読
袖
の
み
な
と
袖
の
く

つ
る
な
と
も
蕾
恋
久
年
を
ふ
る
恋
な
と
に
は
よ
く
か
な
ふ
へ
し
當
座
の
恋
に
は
如
何
似
合
さ
る
よ
し
也

一
同
閑
中
に
し
つ
か
な
る
と
よ
む
ま
し
き
也
し
つ
か
な
る
心
を
用
て
い
か
に
も
感
の
あ
る
や
う
に
よ
む

也 り
て
は
い
か
坐

一
同
題
に
本
と
す
る
事
を
読
す
添
物
の
躰
に
な
る
や
う
に
よ
む
事
傍
題
と
て
歌
に
な
ら
す
雲
雀
と
云
題

に
雲
霞
花
の
匂
ふ
風
な
と
は
不
苦
霞
と
い
ふ
題
に
雲
雀
な
と
不
可
詠
さ
れ
と
堪
能
の
人
は
可
読
欽

一
同
野
径
の
題
は
野
の
道
也
但
東
路
木
曽
路
な
と
の
や
う
な
る
大
路
に
は
あ
ら
す
径
と
云
は
そ
と
し
た

草

る
野
を
わ
く
る
躰
・
を
わ
く
る
躰
の
道
を
よ
む
へ
し

堯
恵
云
礪
旅
ノ
間
こ
く
万
里
ノ
道
モ
有
ヘ
ヶ
レ
疋
径
ノ
字
ノ
時
〈
道
ノ
面
影
〈
カ
リ
｝
一
テ
可
詠
ト
云
々
」
（
８
オ
）

一
同
序
歌
は
む
つ
か
し
き
物
に
て
無
心
所
着
と
云
物
に
な
る
也
昔
は
多
し
今
も
捨
へ
き
に
は
あ
ら
す
唯

は
有
ま
し
ぎ
也

一
同
題
を
探
り
て
は
能
々
題
を
工
夫
し
て
題
の
心
を
我
心
に
か
ま
へ
て
案
す
へ
し

一
同
初
時
雨
と
云
題
に
時
雨
不
可
詠
時
節
ち
か
ひ
也
初
雁
に
初
秋
悪
し
暮
秋
も
悪
し
帰
雁
に
は
暮
春
尤

一ゾ、一

同し同

寒
気
躰
に
さ
む
き
と
よ
み
閑
」
（
７
ウ
）
気
躰
に
す
こ
き
と
は
曲
な
し
但
し
そ
れ
も
妙
な
ら
ば
外
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一
同
字
あ
ま
り
秀
歌
に
は
難
な
し
さ
な
く
無
用
な
り

一
同
逢
不
会
恋
絶
恋
と
ち
ら
へ
も
也

一
同
人
の
し
ら
ぬ
事
を
よ
む
悪
し
下
手
な
る
事
也

一
ア
ヲ
ル
卜

一
同
唯
歌
は
以
レ
直
為
二
根
本
一
也
す
な
ほ
に
て
面
白
き
事
な
き
也
今
時
の
」
（
９
オ
）
わ
か
き
衆
は
人

の
歌
の
枝
葉
に
お
も
し
ろ
き
事
有
を
み
て
根
本
の
す
な
ほ
な
る
所
を
し
ら
す
し
て
枝
葉
は
か
り
を
牙
と
覚

へ
て
学
ふ
に
よ
り
て
根
本
の
理
を
う
し
な
ひ
野
へ
の
く
す
か
つ
ら
の
や
う
に
あ
ら
ぬ
所
に
は
ひ
ま
と
は
る

よ
也
努
ノ
ー
根
本
の
正
直
を
離
れ
ぬ
や
う
に
可
心
得
事
な
り
と
そ

一
同
惣
而
歌
は
趣
向
あ
れ
は
一
首
し
ゆ
ひ
し
か
ぬ
る
も
の
也
趣
向
も
な
き
は
一
首
先
首
尾
す
る
も
の
也

一
首
首
尾
す
れ
と
も
句
に
ち
か
ら
な
く
ぬ
る
く
な
る
也
又
趣
向
あ
れ
は
句
か
あ
し
く
こ
は
く
な
る
也
其
句

の
力
ぬ
る
く
な
る
を
は
力
を
い
れ
て
ぬ
る
く
な
ら
ぬ
や
う
に
心
を
」
（
９
ウ
）
入
る
其
境
肝
心
な
り
と
そ

啓
案
六
百
番
歌
合
顕
昭
隆
信
寄
商
人
恋
俊
成
卿
判
云
大
方
は
歌
の
道
心
を
い
ひ
と
ら
ん
と
す
る
吾

の
ね
也

也
鶯
は
い
か
に
も
初
春
可
読
年
内
に
て
も
立
春
あ
れ
は
声
を
出
す
ゆ
へ
な
り
又
草
木
に
も
時
節
あ
り
又
月

に
も
宵
の
間
の
月
満
月
有
明
な
と
時
節
を
能
ど
心
得
て
読
へ
し
又
降
物
に
も
露
初
霜
時
雨
霞
雨
雲
な
ど
い
」
（
８
ウ
）

つ
れ
も
時
節
を
不
可
達
也

一
同
俗
な
る
詞
よ
く
思
慮
あ
る
へ
き
也
是
肝
要
な
り

一
同
月
の
題
に
有
明
よ
む
事
悪
し
夕
月
夜
は
せ
め
て
な
り

一
同
か
り
か
ね
と
い
ひ
て
声
と
い
へ
り
一
首
の
内
に
古
歌
に
は
あ
れ
と
も
近
来
は
不
詠
也
雁
か
ね
は
雁
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は
詞
と
し
ら
す
詞
を
思
ふ
牙
は
心
た
し
か
な
ら
す
す
か
た
を
し
れ
る
吾
は
常
に
題
を
そ
ら
す
さ
た
ま
れ
る

な
ら
ひ
な
り
と
そ

又
風
雅
集
序
に
云
品
た
か
坐
ら
ん
と
す
れ
は
其
心
た
ら
す
詞
こ
ま
や
か
な
れ
は
其
様
い
や
し
艶
な
る
は
た

は
れ
や
す
く
つ
よ
き
は
な
つ
か
し
か
ら
す
と
云
々

一
同
歌
を
詠
し
て
五
七
五
セ
ミ
を
置
か
へ
ノ
ー
返
觜
吟
し
詞
の
似
合
し
き
様
に
置
な
を
す
へ
し
吟
聲
舌

に
か
上
る
詞
は
な
を
す
へ
し
詞
調
り
候
て
」
（
叩
オ
）
五
十
度
も
百
度
も
早
く
遅
く
吟
し
て
見
る
へ
し
是

第
一
の
伝
授
な
り
歌
は
い
か
に
も
打
む
き
て
理
の
能
聞
え
す
る
Ｊ
、
と
か
と
な
く
詞
を
尋
常
に
可
読
初
心

の
と
き
ひ
と
か
と
読
と
て
無
用
の
事
を
心
に
い
れ
て
詞
を
た
く
む
事
ゆ
め
ノ
、
有
へ
か
ら
す

一
同
公
の
歌
に
野
虫

お
な
し
野
上
尾
花
か
袖
や
ま
ね
く
ら
ん
人
ま
つ
虫
に
心
あ
は
せ
て

此
詠
あ
し
き
由
に
て
お
な
し
野
坐
尾
花
か
袖
や
松
虫
に
心
あ
は
せ
て
人
ま
ね
く
ら
ん
如
此
改
ら
る
上
也

利
口
過
為
廣
卿
な
と
の
風
に
て
あ
し
き
由
也

一
同
詞
を
も
と
め
て
心
を
つ
く
る
は
下
品
也
」
（
、
ウ
）
心
に
よ
せ
て
詞
を
か
さ
り
求
む
へ
し

一
同
百
首
の
奇
に
お
な
し
物
二
首
心
か
は
れ
は
読
な
り
三
首
は
よ
ま
す

一
同
女
郎
花
と
よ
ゑ
て
一
首
の
う
ち
に
花
と
又
よ
む
く
る
し
か
ら
さ
る
也

一
同
関
は
名
を
さ
し
て
よ
む
習
也

一
後
水
尾
法
皇
勅

夢
逢
恋
資
慶
卿
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覚
に
け
り
さ
ら
は
五
十
の
夢
な
ら
て
あ
は
れ
逢
象
し
程
の
は
か
な
さ

勅
に
先
寄
は
珍
重
也
さ
れ
と
も
二
三
の
句
さ
ら
は
五
十
の
夢
な
ら
て
と
云
語
路
は
四
五
の
句
の
あ
ば
れ
逢

み
し
程
の
は
か
な
さ
と
お
な
し
様
也
如
此
語
路
の
同
し
様
に
な
ら
ふ
を
歌
に
よ
る
し
か
ら
さ
る
」
（
ｕ
オ
）

事
に
す
る
也
下
句
あ
ひ
見
し
程
の
命
は
か
な
き
と
あ
れ
は
語
路
か
は
り
て
よ
き
よ
し
籾
後
日
に
御
添
削
あ

逢
と
桑
は
せ
め
て
五
十
の
そ
れ
な
ら
て
何
中
ｊ
、
の
夢
そ
は
か
な
き

一
同
勅
に
同
字
に
は
を
等
の
字
さ
は
る
と
障
ら
ざ
る
事
三
の
句
の
下
弐
に
の
字
有
て
四
の
句
に
に
の
字
あ

る
事
也
軽
重
あ
れ
は
ざ
は
ら
す
い
つ
れ
も
お
も
く
い
つ
れ
も
軽
け
れ
は
さ
は
る
也
軽
重
あ
れ
は
不
碍
由
勅

之
旨
伯
三
位
通
茂
卿
へ
被
仰
早
と
そ

一
同
寛
文
二
年
二
月
十
二
日
御
當
座
御
会

野
花
弘
資
卿
餘
分
也

（
マ
マ
）

尋
き
て
思
ふ
も
幾
世
い
く
春
を
」
（
皿
ウ
）
ふ
る
野
上
の
花
の
ふ
か
ぬ
色
香
に

此
と
ま
り
留
り
申
様
に
も
存
い
ま
た
留
り
に
く
き
様
に
も
存
候
依
而
窺
申
勅
（
注
２
）
は
。
を
。
さ
ら
也

惣
し
て
を
は
と
云
所
は
に
か
ょ
き
也
乍
去
所
に
よ
り
て
に
は
と
云
所
を
は
と
云
所
も
有
也
五
月
雨
に
は
と

云
所
を
五
月
雨
は
と
す
る
様
の
所
有
也
と
そ

一
同
二
月
十
七
日
御
當
座

海
邊
月
資
慶
卿

見
ぬ
月
も
ね
ぬ
よ
の
床
の
浦
人
や
浪
の
よ
る
ノ
ー
も
し
ほ
く
む
ら
ん
（
注
３
）

り
-戸
1－
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ね
ぬ
夜
の
床
と
二
の
句
御
添
削
あ
る
に
よ
り
て
四
の
句
浪
の
よ
る
ノ
、
と
御
直
し
な
り
本
の
侭
に
て
す
む

月
に
ね
ら
」
（
哩
オ
）
れ
ぬ
と
あ
れ
は
浪
の
よ
る
さ
へ
に
て
も
能
な
り
二
の
句
に
ね
ら
れ
ぬ
は
せ
は
し
き

也
四
の
句
に
浪
の
よ
る
ｊ
＼
と
の
ひ
た
る
か
よ
き
也
ね
ら
れ
ぬ
床
は
の
ひ
た
る
句
也
其
時
は
浪
の
よ
る
さ

へ
と
四
の
句
つ
ま
り
て
も
く
る
し
か
ら
す
の
由
勅
也
右
又
御
添
削
あ
り
て
月
ゆ
へ
に
ね
す
し
も
あ
ら
ぬ

床
の
浦
の
あ
ま
も
よ
る
ｊ
、
も
し
ほ
く
む
ら
ん
如
此
可
然
也
月
見
ぬ
床
の
浦
よ
り
は
句
や
は
ら
か
に
て
可

然
由
也
勅
也
後
に
又
勅
に
云
月
ゆ
へ
に
と
は
か
り
に
て
は
不
足
也
月
故
は
に
て
に
は
の
心
に
間
ゆ
る
也
月

ゆ
へ
に
と
は
不
足
な
り
と
の
よ
し
勅
な
り

一
同
勅
雨
降
す
さ
む
と
ふ
り
す
さ
む
と
は
や
む
事
雨
す
さ
む
と
は
降
事
と
」
（
⑫
ウ
）
い
へ
と
も
吾
に

て
は
た
些
降
す
さ
む
と
い
へ
は
降
事
也
侵
と
云
字
心
に
法
外
の
心
也

一
同
四
月
十
二
日
新
院
御
会
の
時
法
皇
勅
さ
す
か
と
云
詞
は
三
重
に
か
入
る
詞
也
さ
う
あ
る
へ
き
事
の

さ
う
な
く
て
又
さ
う
あ
る
こ
と
を
云
な
り
と
そ

一
同
勅
御
添
削
難
忘
恋
後
西
院
御
製

い
か
な
れ
ば
う
き
お
も
か
げ
の
と
ま
る
ら
ん
見
し
は
見
し
に
も
あ
ら
ぬ
ち
ぎ
り
に
（
注
４
）

い
か
な
れ
は
何
と
同
心
の
事
に
て
は
な
け
れ
と
も
此
や
う
な
る
字
二
つ
は
置
い
事
な
り

一
同
勅
六
月
祓
通
茂
卿

象
そ
き
し
て
河
せ
に
流
す
桜
麻
の
お
し
ま
ぬ
夏
も
終
に
く
れ
ぬ
る
」
（
蝿
オ
）

お
し
む
に
も
暮
た
る
は
順
也
お
し
ま
ぬ
夏
も
く
れ
た
る
は
逆
也
価
聞
に
く
し
ね
ち
れ
た
る
也
夜
の
な
か
き

と
云
所
へ
明
や
う
な
と
つ
か
へ
は
ね
ち
れ
た
る
也
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積
れ
な
を
お
し
ま
ん
草
の
ひ
と
花
も
あ
ら
は
こ
そ
あ
ら
め
今
朝
の
初
雪

と
被
遊
候
而
御
読
合
候
へ
は
御
製
出
来
申
候
乍
去
難
ン
有
ル
の
由
也
三
句
よ
り
四
句
へ
如
此
か
け
た
る
は

嫌
ひ
申
事
の
由
被
申
候
に
よ
り
て
御
一
代
の
間
終
に
三
句
よ
り
四
句
へ
仰
か
け
ら
れ
た
る
御
製
あ
そ
は
さ

れ
さ
る
の
よ
し
勅
也

田
家
花
源
大
納
言
通
純

い
つ
か
く
て
春
に
心
を
つ
く
る
と
も
象
へ
ぬ
門
田
に
咲
花
は
お
し

右
歌
も
三
の
句
へ
つ
く
る
と
も
承
へ
ぬ
と
つ
上
ぎ
た
れ
は
悪
し
く
可
有
御
座
哉
の
よ
し
源
大
納
言
被
窺
候

所
是
は
不
苦
」
（
狸
オ
）
の
由
勅
也
埋
木
に
な
し
て
と
あ
る
と
つ
く
る
と
も
桑
へ
ぬ
と
あ
る
は
か
は
り
た

る
様
に
間
ゆ
る
か
連
觜
可
吟
味
也

一
資
慶
卿
日
（
注
６
）
句
の
吟
味
の
ひ
た
る
句
は
か
り
つ
上
け
た
る
は
詠
し
ほ
な
く
長
く
な
り
せ
は
し
き

御
製
初
雪

一
同
御
添
削
垣
根
橦
日
野
前
大
納
言

～
あ
さ
か
ほ
の
し
ほ
る
入
も
お
し
日
影
ま
つ
垣
ほ
の
露
に
あ
た
く
ら
へ
し
て
（
注
５
）

き
ゆ
る
い
か
具
又
橦
な
ら
ば
垣
ね
よ
り
垣
ほ
可
然
候
欽

一
同
勅
新
院
御
所
御
當
座

古
渓
花
通
茂
卿

～
咲
花
も
さ
な
か
ら
谷
の
埋
木
に
な
し
て
と
は
れ
ぬ
春
や
ふ
り
ぬ
る

右
の
吾
に
付
て
勅
此
五
十
年
以
前
に
て
御
若
年
廿
七
八
斗
時
被
遊
候
」
（
昭
ウ
）
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句
の
つ
坐
き
た
る
は
吾
く
た
け
て
せ
は
し
尤
可
有
吟
味
鍛
錬
也

新
院
御
會
に
七
條
羽
林
の
詠

法
皇
の
御
沙
汰
に
山
家
烏
と
云
題
に
て

～
庵
ち
か
み
松
ふ
く
あ
ら
し
烏
の
こ
ゑ
都
に
か
は
る
山
の
お
く
か
な

右
を
松
吹
嵐
烏
の
こ
ゑ
と
あ
ら
は
都
に
も
似
ぬ
と
四
の
句
あ
る
へ
し
又
四
の
句
都
に
か
は
る
と
あ
ら
は
二

三
の
句
松
の
あ
ら
し
も
烏
の
音
も
と
あ
る
へ
し
と
也
」
（
皿
ウ
）

一
雅
喬
王
語
日
法
皇
勅
に
歌
の
面
か
け
に
て
よ
む
と
云
有
本
寄
の
心
を
取
た
る
に
て
も
な
く
又
詞
を
も

と
ら
す
心
を
い
す
象
た
る
に
て
も
な
く
お
も
か
け
に
て
よ
む
は
不
苦
の
よ
し

一
弘
資
卿
云
歌
を
案
す
る
に
初
一
念
の
上
に
て
案
す
る
は
わ
る
し
初
一
念
を
捨
て
案
し
か
ふ
れ
は
よ
き
趣

一
昂
藍
肝

向
有
物
也

一
同
地
下
の
歌
に
は
多
く
意
念
よ
り
読
ゆ
へ
道
に
不
叶
惣
し
て
歌
は
情
よ
り
よ
み
出
す
か
道
の
正
体
也

此
次
而
に
」
（
鴫
オ
）

法
皇
御
徒
移
の
時

池
水
久
澄
後
西
院
御
製

幾
千
代
そ
絶
ぬ
な
か
れ
を
せ
き
入
て
行
末
遠
く
す
め
る
池
水

同
題
同
時

飛
鳥
井
雅
直

の
也

一
同

一
後
渓
雲
院
殿
説
奇
を
案
す
る
に
黒
き
物
を
黄
に
か
ふ
る
ま
て
案
し
て
読
へ
し
案
す
れ
は
又
趣
向
有
も
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行
末
の
絶
ぬ
な
か
れ
を
せ
き
入
て
い
く
千
代
遠
く
す
め
る
池
水

法
皇
勅
に
同
事
な
か
ら
雅
直
寄
意
念
の
上
に
て
是
に
て
能
と
思
ひ
て
置
故
歌
お
と
れ
り
意
念
と
は
初
一
念

也
此
初
一
念
を
は
な
れ
て
能
曽
沈
思
す
へ
し
と
也
此
趣
毎
月
抄
見
合
す
へ
し

一
同
歌
を
案
す
る
稽
古
と
て
打
宅
雲
泉
へ
被
仰
つ
る
御
歌

秋
旅
通
茂
公
」
（
妬
ウ
）

－
１
片
敷
も
あ
か
ぬ
花
野
１
か
り
枕
月
に
や
秋
の
旅
ね
忘
れ
ん

二
片
敷
も
露
の
花
の
入
か
り
枕
月
に
や
秋
の
旅
ね
忘
れ
ん

三
１
月
に
し
く
露
の
花
野
上
か
り
枕
夢
こ
そ
ま
た
ね
旅
ね
忘
れ
ん

清
撰

四
月
に
し
く
花
野
些
露
の
か
り
枕
夢
こ
そ
ま
た
ね
旅
ね
忘
れ
ん

一
同
詞
の
あ
つ
か
ひ
お
も
か
ら
い
や
う
に
か
る
く
つ
ミ
く
へ
し
た
と
へ
は
定
家
卿

故
郷
を
出
し
に
ま
さ
る
涙
か
な
嵐
の
ま
く
ら
夢
に
わ
か
れ
て

嵐
の
枕
な
と
云
様
の
事
也
松
井
幸
隆
寄
に

１
打
そ
よ
ぐ
お
と
に
も
夢
は
覚
ぬ
へ
し
」
（
妬
オ
）
さ
坐
の
枕
に
嵐
ふ
く
な
り

篠
の
枕
に
と
い
へ
る
か
一
首
の
内
に
て
詞
お
も
し
小
笹
の
枕
と
す
れ
は
軽
き
也
と
御
直
し
な
り

一
同
関
月
定
基
卿

１
晴
て
見
は
ざ
そ
な
清
見
か
関
の
戸
の
（
注
７
）
月
に
は
ゆ
る
せ
夜
半
の
秋
霧

此
嵜
関
な
ら
ん
と
に
て
は
下
句
に
つ
上
き
か
た
し
と
て
御
添
削
也
此
味
ひ
肝
要
な
り
其
上
関
な
ら
ん
は
い

ひ
つ
め
て
わ
る
し
ざ
そ
な
清
見
と
い
ひ
て
よ
く
聞
え
た
り
と
そ
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一
同
二
條
家
の
な
ら
ひ
五
尺
の
菖
蒲
に
水
を
そ
上
き
た
る
様
に
よ
め
と
を
し
ふ
る
そ
れ
は
心
す
ぐ
に
や

す
ら
か
に
句
作
」
（
妬
ウ
）
の
ひ
や
か
に
奇
麗
に
涼
し
く
よ
む
事
な
り
詠
歌
大
概
の
躰
或
俊
成
家
隆
為
家

頓
阿
な
と
句
つ
上
き
の
様
を
心
に
か
く
へ
し
松
井
幸
隆
吾
に

～
い
つ
れ
を
か
先
折
と
ら
ん
朝
露
に
色
ノ
ー
に
ほ
ふ
ま
せ
の
な
て
し
こ

此
ま
せ
の
な
て
し
こ
つ
具
ぎ
わ
ろ
し
ま
せ
の
内
ま
せ
ゆ
ふ
な
と
上
は
ょ
む
へ
し
と
そ

一
同
て
に
を
は
に
て
お
ほ
く
く
さ
り
つ
奥
く
れ
は
歌
お
も
し
是
大
秘
事
也

一
同
貫
之
歌

～
さ
く
ら
花
咲
に
け
ら
し
も
足
曳
の
山
の
か
ひ
よ
り
み
ゆ
る
し
ら
雲

又
俊
頼
歌
」
（
Ⅳ
オ
）

１
山
さ
く
ら
咲
そ
め
し
よ
り
久
か
た
の
雲
井
に
象
ゆ
る
滝
の
し
ら
糸

俊
頼
寄
は
た
く
み
な
る
所
有
て
お
も
し
る
し
さ
る
程
に
此
嵜
説
営
多
し
貫
之
奇
は
聞
え
た
る
通
に
て
し
か

も
晴
の
歌
の
躰
也
た
く
み
に
面
白
き
程
か
俊
頼
の
吾
の
位
お
と
り
た
る
と
也

一
同
御
弟
野
宮
定
基
卿
寄
に

～
秋
そ
と
は
露
を
く
袖
に
し
る
物
を
我
の
象
し
る
と
荻
の
音
す
る

此
第
三
句
後
撰
時
代
の
詞
に
て
悪
し
四
の
句
も
何
と
や
ら
ん
お
も
く
れ
て
わ
る
し
と
也

一
同
歌
を
吟
す
る
に
文
字
移
り
の
所
は
ば
つ
き
と
句
を
き
ら
ぬ
や
う
に
吟
す
る
か
習
也
」
（
Ⅳ
ウ
）

一
同
萬
葉
後
撰
は
用
捨
の
詞
多
し
拾
遺
は
用
捨
す
ぐ
な
し
古
今
は
い
つ
れ
の
詞
も
大
方
用
ゆ
へ
し

一
同
哀
傷
の
歌
は
哀
傷
に
は
本
歌
に
と
る
へ
し
其
外
に
は
悪
し
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一
中
１
、
の
詞
は
還
て
也
と
御
説

一
同
は
し
た
も
の
と
は
上
礪
に
も
あ
ら
す
下
礪
に
も
あ
ら
す
中
半
の
も
の
と
い
ふ
心
也
と
そ

一
同
詠
草
短
尺
懐
紙
な
と
に
悌
凧
衞
な
と
書
類
の
文
字
書
へ
か
ら
す
と
也
」
（
喝
オ
）

一
同
寄
海
恋
通
茂
卿

～
う
と
く
の
み
人
は
心
を
お
く
の
海
に
よ
せ
ん
か
た
な
き
浪
の
す
て
舟

此
御
寄
下
句
御
吟
味
の
上
く
あ
ひ
あ
し
き
と
て
よ
せ
て
は
た
上
に
か
へ
る
浪
か
な
か
や
う
に
御
直
し
意
味

も
深
く
上
下
と
く
と
首
尾
し
た
る
と
仰
也

一
同
我
は
廿
六
七
歳
の
比
ま
て
三
條
西
実
教
に
付
て
勤
む
自
分
不
器
用
に
て
有
し
故
殊
之
外
骨
を
折
し

也
さ
る
ほ
と
に
下
手
の
吾
を
み
て
も
吾
は
よ
ゑ
か
た
き
物
な
る
に
是
程
に
は
奇
特
と
思
ひ
て
添
削
す
る
也

下
手
の
師
に
は
我
こ
と
く
な
る
か
よ
き
な
り
院
に
は
天
性
御
堪
能
な
れ
は
御
勤
は
な
け
れ
」
（
肥
ウ
）
と

も
御
秀
吾
ま
上
多
し
さ
る
程
に
人
の
牙
を
御
覧
せ
ら
れ
て
も
叡
慮
に
叶
ひ
か
た
し
下
手
の
師
に
は
中
ノ
ー

あ
し
き
也
と
そ
又
後
水
尾
院
の
御
製
と
院
の
御
歌
と
は
ょ
ほ
と
の
間
の
あ
る
也
後
水
尾
帝
は
天
性
御
堪
能

の
う
へ
に
通
村
に
御
稽
古
御
修
行
有
し
也

一
実
業
卿
説
正
花
は
一
輪
咲
て
も
面
白
し
作
り
花
は
何
ほ
と
大
き
に
卓
山
に
て
も
面
白
か
ら
ぬ
こ
と
く

吾
の
詞
も
花
を
も
う
け
て
詠
た
る
は
面
白
か
ら
ぬ
事
也
地
下
の
者
の
吾
の
い
き
か
た
な
り
と
そ

一
同
堂
上
地
下
の
歌
邪
正
よ
く
わ
か
る
こ
と
有
左
の
歌
を
も
て
能
々
」
（
四
オ
）
工
夫
す
へ
し

一
同

て
と
↑
信

光
と
影
と
一
首
の
内
に
よ
む
也
源
氏
に
月
は
有
明
に
て
光
お
さ
ま
れ
る
物
か
ら
影
さ
や
か
に
糸
え
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一
同
毎
月
抄
を
能
翫
味
す
へ
し
と
そ

一
同
ふ
の
ぬ
一
首
に
二
所
有
て
も
不
苦
也

早
ぬ
は
ふ
た
つ
有
を
嫌
ふ
也
」
（
四
ウ
）

一
同
同
字
句
を
へ
た
て
す
し
て
は
不
苦

一
同
和
吾
の
会
席
へ
何
に
て
も
出
さ
ぬ
作
法
也
尤
書
物
な
と
も
持
ぬ
也
公
宴
に
若
き
衆
は
御
次
へ
立
て

抄
物
な
と
見
給
ふ
と
也
詠
草
の
下
害
も
反
古
の
様
に
害
ち
ら
す
事
は
狼
籍
な
り
と
そ
又
云
か
さ
ね
硯
は
中

古
以
来
よ
り
用
ひ
来
る
也
古
は
硯
一
面
を
席
中
に
用
ひ
た
る
と
な
り
そ
れ
ゆ
へ
硯
一
面
を
我
前
に
ひ
さ
し

く
と
む
る
事
を
恥
に
し
た
る
也

一
実
陰
卿
似
雲
法
師
へ
仰
ら
る
上
は
ふ
り
の
か
は
る
と
い
ふ
は
風
情
の
か
は
る
也
」
（
即
オ
）

風
情
の
か
は
る
と
い
ふ
事
し
る
も
の
す
ぐ
な
き
由
度
々
仰
也
ふ
り
か
は
り
て
め
つ
ら
し
く
な
る
は
歌
の
心

あ
た
ら
し
く
な
る
よ
し
也
似
雲
発
句
申
上
ら
れ
候
時
ふ
り
の
仰
有

能
し
る
、
一
也

夏
野
遁
遙
院

１
露
か
は
く
夏
の
呉
草
の
う
ら
か
れ
て
あ
つ
き
日
か
け
や
秋
の
は
っ
霜

同
題
に
て
長
孝
廣
沢
隠
士

１
面
か
け
は
霜
の
か
れ
は
に
し
ほ
る
也
て
る
日
や
寒
き
野
辺
の
夏
草

右
て
る
日
や
寒
き
と
い
へ
る
俳
諮
也
其
上
一
首
の
趣
粗
也
正
道
に
し
て
か
け
る
事
な
り
（
注
８
）
か
た
き

故
此
い
き
か
た
也
遁
遙
院
の
は
正
道
よ
り
か
け
り
て
其
趣
精
也
同
し
題
に
て
お
な
し
趣
向
な
れ
は
是
に
て
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１
枯
野
に
は
霜
の
花
さ
く
草
も
な
し

か
や
う
に
ふ
り
を
か
へ
る
事
也
と
也
又
こ
の
発
句
に
て
色
ｊ
、
ふ
り
か
は
る
へ
き
由
１
百
種
も
霜
の
花
さ

く
枯
野
か
な
と
い
へ
は
ふ
る
め
か
し
き
也
此
分
に
し
て
を
く
故
也
ひ
た
物
案
し
か
ふ
る
事
也
歌
も
其
こ
と

く
ふ
り
を
案
し
ｊ
～
て
か
ふ
る
也
」
（
釦
ウ
）

一
同
御
説
趣
向
は
案
し
て
よ
し
句
は
唱
へ
て
行
内
に
宜
き
事
出
く
る
也
一
句
ｊ
、
の
向
一
首
の
む
き
次

に
詞
の
む
き
有
事
也

一
同
と
ふ
し
て
も
て
に
を
は
な
き
牙
は
歌
か
ら
悪
し
く
味
は
い
悪
し
き
也
つ
上
き
に
て
語
路
悪
く
間
ゆ

る
也
句
移
り
又
字
移
り
心
に
か
く
へ
し
と
そ

一
同
歌
の
あ
し
ぎ
を
は
そ
が
／
、
す
る
と
度
坐
仰
也
愛
宕
大
善
院
恵
通
の
歌
上
句
は
御
失
念
の
由
何
と

や
ら
し
て
は
ら
ふ
情
ぎ
川
原
に
と
あ
り
た
る
也
此
は
ら
ふ
清
き
あ
し
き
也
は
ら
ふ
嵐
の
か
た
は
ま
た
し
も

也
是
か
字
移
り
の
悪
し
ぎ
由
也
句
移
り
よ
き
と
云
は
中
御
門
宣
誠
の
歌
」
（
型
オ
）

郭
公
一
聾

１
い
つ
し
か
と
ま
た
れ
し
よ
り
も
郭
公
心
つ
く
し
の
夜
半
の
一
こ
ゑ

一
同
え
な
ら
ぬ
と
云
詞
う
き
草
の
お
ほ
く
云
詞
也
え
な
ら
ぬ
所
有
な
り
と
そ

一
似
雲
或
時
実
陰
卿
へ
申
上
ら
れ
け
る
は
此
こ
ろ
い
か
に
仕
候
間
も
歌
よ
め
不
申
趣
向
も
詞
も
つ
上
き

か
ね
申
候
い
か
上
仕
た
る
こ
と
に
候
哉
と
申
さ
る
仰
に
な
る
ほ
と
左
様
の
享
有
も
の
也
其
時
は
歌
を
よ
む

４
１
百
草
も
霜
の
花
さ
く
枯
野
か
な

是
を
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へ
か
ら
す
一
月
も
二
月
も
打
捨
置
て
其
内
に
古
集
と
も
の
よ
き
を
ひ
た
物
見
て
吾
を
よ
ま
ん
と
思
ふ
心
を

は
な
れ
て
古
奇
に
心
を
そ
む
れ
は
自
然
と
奇
よ
ま
る
共
物
也
と
の
仰
似
雲
予
に
物
」
（
副
ウ
）
か
た
り
也

一
同
新
後
撰
見
て
よ
し

一
公
野
卿
は
續
拾
遺
た
け
高
く
よ
ろ
し
き
物
也
平
生
見
た
る
能
由
牙
大
は
に
な
る
手
本
な
り
と
そ

一
同
御
説
１
意
～
風
情
～
詞

意
は
趣
向
也
先
第
一
に
趣
向
を
詮
議
し
て
籾
風
情
を
お
も
ひ
め
く
ら
し
上
を
下
へ
下
を
上
へ
し
て
な
を
し

ｊ
、
色
上
と
風
情
を
思
ふ
へ
し
此
ふ
た
つ
を
消
し
て
後
言
は
の
吟
味
也
此
吟
味
を
吾
こ
と
に
わ
す
る
へ
か

ら
す
大
切
に
す
へ
し
と
そ

（
マ
マ
）

一
光
栄
卿
の
た
ま
ふ
初
五
文
字
に
中
／
、
と
置
事
此
方
と
も
今
ゑ
お
か
ぬ
な
り
い
か
に
せ
ん
は
ま
た
も
を

く
へ
き
」
（
”
オ
）

と
な
り
此
つ
ぎ
に
心
な
き
と
云
事
実
陰
卿
心
あ
る
和
寄
の
う
ら
人
と
近
比
の
吾
に
あ
り
是
は
下
に
心
な
き

と
云
事
也
其
歌

～
心
あ
る
和
嵜
の
う
ら
人
い
か
上
見
む
入
江
は
春
の
浪
か
す
む
と
も

此
説
享
保
十
一
の
と
し
也

一
同
政
豊
松
井
一
学
嵜
御
点
の
節

落
葉
政
豊

１
木
の
も
と
に
つ
も
る
と
み
る
も
誘
ひ
つ
奥
行
ゑ
さ
た
め
ぬ
風
の
紅
葉
坐

つ
具
中
に
候
言
つ
共
は
か
る
し
是
も
誘
は
れ
て
と
間
ゆ
る
と
仰
也
と
ま
り
は
大
事
に
す
る
そ
と
也
」
（
”
ウ
）
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一
同
落
葉
同
人
詠

（
朱
）
あ
た
に

～
惜
め
と
も
わ
れ
と
ち
り
行
く
も
み
ち
葉
を
い
か
て
葉
守
の
神
も
と
上
め
い
（
注
叩
）

も
桑
ち
葉
と
葉
守
と
同
字
の
窺
申
右
の
こ
と
く
御
直
し
の
上
不
苦
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
と
云

様
と
同
き
也
間
に
い
か
に
と
入
て
も
く
る
し
か
ら
す
と
也

一
同
歳
暮
同
人
詠

一
と
せ
の
な
こ
り
と
惜
む
け
ふ
の
日
も
山
の
は
ち
か
く
暮
て
行
そ
ら

此
寄
躰
を
う
こ
く
趣
向
と
也
春
秋
の
わ
か
れ
に
は
い
は
る
Ｌ
故
な
り

一
同
山
雪
同
人
詠

花
の
色
月
の
光
も
お
も
か
け
に
た
つ
み
よ
し
の
上
山
の
し
ら
雪

雪
の
題
に
花
の
名
所
を
い
へ
は
花
か
詮
に
な
る
也
雪
月
花
の
趣
向
は
い
は
る
上
事
也

右
一
策
為
備
遣
忘
筆
採
干
遼
月
精
舎

享
保
十
六
年
五
月
上
旬元

啓
」
（
型
ウ
）

一
同
落
葉
同
人
詠

（
朱
）
あ
た
に

～
惜
め
と
も
わ
れ
と
ち
り
行
も
ゑ
ち
は
を
い
か
て
葉
も
り
の
神
も
と
入
め
い
（
注
９
）

も
ゑ
ち
葉
と
同
字
」
（
率
オ
）

（
詔
ウ
白
紙
）

追
加
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○

～
消
わ
ひ
ぬ
う
つ
ろ
ふ
人
の
秋
の
色
に
身
を
こ
か
ら
し
の
森
の
下
露

第
二
の
句
に
て
切
た
る
寄

○

～
夢
に
て
も
み
ゆ
ら
ん
物
か
歎
つ
上
う
ち
ぬ
る
よ
ひ
の
袖
の
け
し
き
は

第
五
ま
て
の
事
か
や
う
の
事
也
第
五
に
て
切
る
と
云
は
吹
な
か
す
哉
な
と
の
詠
様
な
る
へ
し
可
様
の
事
能

々
習
ひ
し
ら
る
へ
き
也

啓
案
に
右
両
首
は
き
れ
所
」
（
配
オ
）
は
き
ノ
、
と
間
ゆ
る
也
切
所
き
こ
え
か
た
き
（
注
皿
）
有
遁
遙

院
の
御
嵜
に
尋
花

た
の
め
と
や
な
さ
け
な
け
な
る
山
寺
は
花
に
あ
や
し
き
し
る
へ
な
か
ら
も

右
の
歌
頼
め
と
や
な
さ
け
な
げ
な
る
こ
上
に
て
切
て
間
へ
き
と
な
さ
け
な
け
な
る
山
寺
と
つ
入
け
て
き
る

は
聞
え
か
た
か
ら
ん
其
上
ざ
や
う
に
間
て
は
道
理
こ
ま
や
か
な
る
へ
か
ら
す
案
に
右
の
歌
の
心
山
寺
は
花

の
案
内
を
能
し
り
て
あ
や
し
き
ほ
と
の
し
る
へ
な
れ
と
も
此
方
よ
り
花
の
在
所
を
ね
ん
こ
ろ
に
尋
ぬ
う
ち

は
（
注
廻
）
山
寺
か
方
よ
り
は
お
し
へ
ま
し
き
と
て
軟
な
さ
け
な
き
」
（
妬
ウ
）
教
ふ
り
を
し
て
居
る
は

此
方
よ
り
花
の
在
所
を
と
は
せ
ん
と
て
情
な
け
に
す
る
に
て
の
心
な
る
へ
し
第
二
の
句
に
て
切
て
山
寺
よ

り
間
は
し
む
れ
は
間
よ
き
な
る
へ
し
是
を
詞
の
つ
坐
き
か
ら
に
し
た
か
は
て
第
三
の
山
寺
ま
て
へ
つ
上
げ

て
は
聞
え
か
た
か
ら
ん
飲

一
東
野
州
へ
堯
孝
物
語
り

一
細
川

る
些
歌

細
川
玄
旨
翁
の
説
に
云
寄
に
き
る
入
所
か
一
所
有
へ
し
二
所
に
て
き
る
入
は
わ
る
き
な
り
第
一
に
て
き
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所
な
り
と
そ

１
白
妙
の
夕
附
烏
も
う
つ
も
れ
て
わ
く
る
梢
の
雪
に
な
く
な
り

是
は
頓
阿
寄
也
風
雅
集
御
自
撰
の
時
此
嵜
を
御
直
て
雪
や
鳴
ら
ん
と
し
て
此
集
に
い
れ
ら
る
へ
き
由
仰
下

さ
る
御
返
事
に
申
様
左
様
に
直
し
て
此
寄
」
（
調
オ
）
を
入
ら
る
へ
き
に
ひ
候
は
上
ひ
ら
に
御
免
あ
る
へ

き
由
か
た
く
申
上
て
別
の
嵜
入
て
是
は
い
れ
す
道
は
如
此
と
物
か
た
り
有
げ
に
も
雪
や
鳴
ら
ん
は
實
な
き

一
徹
書
記
の
奇
に

～
ぬ
し
し
ら
ぬ
入
え
の
ゆ
ふ
へ
人
な
く
て
蓑
と
棹
と
そ
舟
に
の
こ
れ
る

畠
山
仙
空
の
象
更
に
う
ら
や
ま
し
く
も
な
き
寄
也
ぬ
し
ま
て
の
け
し
き
有
け
る
と
そ
是
等
や
乱
世
の
聲
に

も
侍
へ
き
是
は
私
の
存
所
也
あ
や
ま
り
に
や
い
か
上
と
云
々

一
家
隆
卿
の
息
祐
隆
き
ひ
つ
宮
に
」
（
調
ウ
）
参
詣
し
て
百
首
有
り
し
に
神
子
に
詫
し
て
御
返
歌
あ
り

１
玉
た
れ
の
み
す
の
あ
み
め
の
糸
ま
て
も
な
を
き
そ
道
の
末
は
行
け
り
（
注
昭
）

吉
備
津
宮
の
御
作
也
此
道
は
申
て
も
心
に
ま
か
す
へ
き
に
し
も
あ
ら
す
と
そ
是
野
州
の
説
な
り

啓
謹
て
懇
を
顧
す
故
に
こ
れ
を
申
正
徹
の
ぬ
し
し
ら
ぬ
入
え
の
夕
人
な
く
て
の
寄
仙
空
の
な
け
か
れ
た

る
尤
な
る
へ
し
都
て
奇
は
實
を
た
て
皇
よ
む
へ
き
に
こ
そ
正
徹
の
嵜
も
お
も
し
ろ
か
ら
ん
と
た
く
ゑ
て

よ
め
る
故
な
る
へ
し
古
今
の
序
に
心
に
」
（
”
オ
）
お
も
ふ
こ
と
を
み
る
物
き
く
物
に
つ
け
て
い
上
出

せ
る
と
云
事
奇
の
士
代
眼
目
な
る
へ
し
歌
は
淳
朴
篤
実
の
心
な
く
て
は
是
神
も
納
受
な
か
る
へ
し
文
花

の
過
分
せ
は
實
は
う
す
か
る
へ
し
さ
り
と
て
花
に
は
黄
玉
葉
に
は
青
玉
又
富
士
の
山
お
な
し
す
か
た
に

み
ゆ
る
哉
あ
な
た
お
も
て
も
こ
な
た
お
も
て
も
に
て
も
あ
る
ま
し
き
也
文
花
は
か
り
に
て
も
人
感
し
か
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早
春

い
つ
の
間
に
春
は
き
ぬ
ら
ん
白
雪
も
ま
た
ふ
る
と
し
の
み
よ
し
の
聖
山

（
朱
注
）
新
続
古
今
巻
頭
類
ｌ
候
哉

出
る
日
も
の
と
か
に
な
り
ぬ
雪
の
山
き
え
ま
あ
ら
は
す
春
や
き
ぬ
ら
ん

（
朱
注
）
つ
く
ら
れ
た
る
雪
の
山
な
ら
ば
き
え
間
の
間
の
字
不
審
に
候

た
し
真
実
の
心
こ
ま
や
か
に
し
て
文
花
と
も
に
詞
り
た
る
歌
は
人
感
す
へ
し
人
感
し
て
後
天
地
鬼
神

も
」
（
”
ウ
）
感
す
へ
し
そ
の
故
は
万
葉
の
時
代
の
天
地
今
の
世
の
天
地
も
か
は
る
事
な
し
さ
れ
は
と

て
万
葉
時
代
の
こ
は
ｊ
、
し
き
風
躰
に
當
時
よ
み
た
ら
ん
に
た
れ
有
て
感
す
る
人
も
あ
る
ま
し
天
地
鬼

神
の
み
万
葉
の
風
躰
を
感
す
へ
し
や
は
柿
本
の
神
詠
山
避
の
聖
跡
は
万
葉
の
頃
千
歳
の
今
も
風
体
は
今

古
に
通
せ
り
と
見
え
た
り
実
有
て
言
詞
と
上
の
は
は
今
の
吾
と
い
ふ
と
も
古
に
も
か
よ
ひ
末
の
世
に
も

お
ょ
ふ
へ
し
正
徹
の
風
体
一
時
堪
能
の
名
あ
り
と
も
後
世
手
本
と
は
な
る
ま
し
き
」
（
詔
オ
）
事
と
曽

て
此
道
し
ら
ぬ
身
に
さ
へ
思
ひ
や
ら
れ
侍
る
に
そ

迩
月
精
舎元

啓
」
（
羽
ウ
）

三
光
院
殿
添
削
和
歌

五
十
首
和
歌
天
正
五
年
於
親
王
御
方
御
出
題
同
前

春
十
首

匡
亙
廼
個

永
孝
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夏
冬
も
か
く
れ
て
や
と
れ
千
尋
あ
る
竹
の
そ
の
ふ
の
春
の
う
ぐ
ひ
す
雅
敦

（
朱
注
）
近
歌
に
同
類
あ
る
や
う
に
存
候

～
竹
の
そ
の
ふ
に
な
れ
て
も
き
か
ん
一
ふ
し
に
千
世
を
も
ち
ぎ
れ
鶯
の
声
竹
無
品
誠
ｌ
親
王

～
な
れ
も
た
Ｌ
か
し
こ
き
跡
や
し
た
ふ
ら
ん
」
（
羽
オ
）
竹
の
林
に
き
ぬ
る
う
ぐ
ひ
す
親
綱

～
鴬
の
ね
ぐ
ら
の
竹
は
春
の
色
も
あ
り
と
や
こ
上
に
あ
さ
な
ｊ
、
な
く
聖
護
院
准
后
道
澄

江
上
霞

～
小
船
こ
ぐ
入
江
の
水
の
煙
さ
へ
春
は
か
す
象
に
た
ち
か
は
る
ら
ん
高
綱

ほ
の
か
に
も
霞
に
こ
め
て
み
し
ま
江
や
夕
の
浪
に
う
つ
る
と
も
ふ
れ
永
孝

（
朱
注
）
京
極
中
納
言
み
る
め
な
ぎ
さ
同
類

～
難
波
か
た
入
江
の
浪
の
ゑ
つ
塩
に
く
も
る
と
み
し
や
か
す
象
成
ら
ん
竹

難
波
江
や
空
は
霞
の
た
ち
こ
め
て
み
ぬ
夕
浪
の
音
を
き
く
か
な
基

（
朱
注
）
雲
は
霞
の
立
こ
め
た
る
よ
し
は
波
の
見
え
さ
ら
ん
こ
と
い
か
ふ

な
に
は
江
や
夕
日
の
浪
に
風
た
え
て
霞
そ
わ
た
る
芦
の
む
ら
立
道

（
朱
注
）
芦
の
む
ら
立
を
霞
の
渡
へ
き
こ
と
不
得
本
意
霧
な
ら
は
か
や
う
に
も
申
へ
く
候
」
（
調
ゥ
）

も
え
出
る
芦
分
小
船
さ
は
ら
れ
と
霞
を
た
と
る
難
波
江
の
春
通
勝

（
朱
注
）
萌
出
る
頃
の
芦
に
舟
の
わ
く
へ
き
こ
と
は
り
な
し

雪
中
梅

竹
鶯
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降
つ
も
る
雪
の
う
ち
に
も
匂
ひ
来
て
風
の
し
ら
す
る
梅
の
は
っ
花

（
朱
注
）
第
四
の
句
同
類
候
哉

の
雫
敦

色
に
し
も
ま
か
ふ
の
柔
か
は
梅
か
え
の
雪
や
雫
も
香
に
匂
ふ
ら
ん

も

わ
か

か
つ
ぎ
ゆ
る
た
え
ま
に
花
の
色
み
え
て
雪
に
咲
つ
く
軒
の
梅
か
え

～
あ
は
雪
も
き
え
残
る
色
の
そ
の
ま
上
に
匂
ひ
く
は
坐
る
梅
の
し
た
か
せ

～
ふ
る
ほ
と
は
雪
と
も
糸
し
か
つ
も
り
て
の
枝
は
糸
な
か
ら
に
ほ
ふ
梅
か
坐

つ
も
り
あ
へ
ぬ
木
の
間
の
雪
を
吹
立
て
」
（
鋤
オ
）
梅
か
入
し
め
る
袖
の
朝
か
せ

（
朱
注
）
雪
に
梅
の
に
ほ
ひ
は
残
す
ま
し
く
候

～
咲
枝
の
雪
に
色
こ
そ
埋
む
と
も
香
や
ば
か
く
る
呉
梅
の
下
か
せ

け
ぬ
か
う
へ
に
又
降
そ
ふ
も
咲
梅
の
香
を
は
埋
ぬ
春
の
雪
か
な

（
朱
注
）
埋
残
鐘
一
声
の
句
法
候
哉

～
風
わ
た
る
岸
の
下
水
そ
こ
ひ
な
き
渕
さ
へ
さ
は
く
青
柳
の
か
け

春
の
色
を
欲

～
わ
れ
も
又
わ
す
る
上
草
の
種
な
ら
て
岸
に
生
て
ふ
青
柳
の
か
け

１
か
け
ひ
た
す
水
の
み
と
り
は
枝
を
そ
め
浪
を
そ
め
た
る
岸
の
青
柳

象
え
て

～
陰
ふ
か
く
岸
に
生
て
ふ
青
柳
の
枝
は
ざ
そ
は
い
浪
の
う
き
草

１
春
は
た
些
か
す
む
朝
気
と
い
ひ
置
し
人
や
み
き
り
し
月
の
夕
か
け

暮
る
よ
り
霞
む
光
の
色
そ
ひ
て
糸
ゆ
る
高
ね
や
月
に
な
る
ら
ん

（
朱
注
）
埋

岸
柳

尊
雅

基雅竹通永
」
（
釦
ウ
）

道一
元 元雅竹通道

仲
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～
故
郷
の
心
も
し
ら
て
行
か
り
や
う
ば
の
空
な
る
音
を
も
鳴
ら
ん

（
朱
注
）
惣
別
源
氏
物
語
の
吾
は
本
寄
の
こ
と
く
に
候

今
は
と
て
秋
こ
し
雁
の
か
へ
り
行
と
こ
よ
の
里
は
春
な
か
る
ら
し

（
朱
注
）
雁
は
春
を
嫌
よ
し
に
候
歌

（
朱
注
）
こ
し
の
五
文
字
よ
り
下
の
句
い
ひ
か
け
た
る
は
好
ま
ぬ
躰
に
候
下
の
句
を
引
は
な
ち
て
吹
口
何

事
や
ら
ん
と
き
こ
え
候

待
え
て
も
霞
の
ひ
ま
の
夕
月
夜
あ
り
と
は
か
り
の
な
か
め
な
ら
ま
し
竹

（
朱
注
）
此
嵜
は
有
明
に
て
も
夕
月
夜
と
は
詞
に
あ
ら
は
し
て
も
夕
と
覚
し
き
会
釈
と
聞
え
す
候
此
義
は

題
こ
と
に
渡
る
な
へ
て
結
句
も
た
か
ふ
様
に
哉

と
り
と
め
ぬ
影
そ
あ
や
し
ぎ
行
月
の
夕
は
か
す
む
ひ
ま
は
あ
れ
と
も
永

（
朱
注
）
霞
の
ひ
ま
あ
ら
は
と
り
と
め
ぬ
月
の
不
審
あ
る
へ
き
に
あ
ら
す

～
は
ら
ふ
に
も
終
に
か
す
み
て
こ
と
は
り
の
春
に
ま
け
ぬ
る
月
の
ゆ
ふ
風
親

～
暮
や
ら
て
う
す
ぎ
光
と
み
る
月
に
夕
や
か
す
む
と
か
も
か
く
れ
ん
通

～
半
空
も
お
も
ひ
や
ら
る
上
夕
か
な
か
ね
て
う
つ
め
る
山
の
は
の
月
尊
」
（
瓠
オ
）

山
の
は
は
暮
あ
へ
い
ま
に
出
て
た
に
霞
を
出
ぬ
月
そ
わ
り
な
き
雅

老
の
波
こ
え
ぬ
物
か
ら
春
と
い
へ
は
夕
は
な
に
と
お
ほ
る
よ
の
月
為

（
朱
注
）
お
ほ
ろ
月
に
は
可
然
を
か
や
う
に
い
ひ
か
へ
て
は
を
と
り
に
聞
え
候

（
朱
注
）
お

帰
雁

聖 通
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う
つ
し
植
し
花
も
南
の
枝
よ
り
や
先
春
を
し
る
色
を
み
す
ら
ん
（
注
皿
）

（
朱
注
）
南
枝
の
さ
た
梅
と
覚
え
候
古
今
の
花
の
香
を
の
吾
は
梅
を
申
候

な
へ
て
咲
比
と
て
世
に
も
あ
か
れ
し
を
ま
し
て
と
む
か
ふ
初
さ
く
ら
哉
中

（
朱
注
）
花
の
字
あ
ま
り
候

～
う
へ
置
し
一
木
か
う
へ
の
春
や
と
ぎ
花
も
お
く
れ
ぬ
色
を
み
す
ら
ん
源
元
仲

（
朱
注
）
一
宇
を
以
て
一
句
を
損
し
一
句
を
以
て
一
首
を
損
す
る
と
申
は
此
題
に
て
候
欽

１
年
毎
の
花
に
や
は
あ
ら
ぬ
咲
と
い
へ
は
ま
た
み
ぬ
は
か
り
な
と
め
つ
ら
し
き
聖
護
院
准
后

吉
野
山
こ
の
め
も
春
と
み
し
ま
に
そ
ほ
と
な
く
花
も
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り
為

（
朱
注
）
下
句
同
類

～
冬
に
先
心
そ
に
ほ
ふ
咲
初
し
こ
す
ゑ
は
花
の
一
木
は
か
り
も
右
衛
門
督

～
咲
初
し
一
木
な
か
ら
も
象
し
人
の
」
（
犯
オ
）
こ
と
は
の
花
や
四
方
に
象
つ
ら
ん
竹

～
わ
き
て
ゑ
る
色
香
も
ふ
か
し
あ
る
か
中
に
春
し
り
そ
む
る
花
の
一
木
永

花
埋
路

ｉ
ふ
み
分
て
と
は
い
も
つ
ら
し
と
ふ
人
に
は
ら
ふ
も
お
し
き
花
の
白
雪
竹

１
行
空
に
契
や
ふ
か
き
と
ふ
雁
の
帰
る
雲
路
に
は
ね
を
か
は
し
て

あ
ま
人
の
ひ
く
玉
琴
の
こ
と
ち
て
ふ
み
え
て
か
す
ゑ
に
か
へ
る
雁
か
ね

（
朱
注
）
天
人
は
あ
ま
人
を
よ
み
候
や
ら
ん
於
寄
は
ま
た
不
分
明
候
」
（
副
ウ
）

（
朱
注
）
天

初
花

持雅
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あ
と
や
絶
な
ん
欲

い
と
入
猶
ふ
か
き
よ
し
野
の
通
ひ
路
を
ち
り
し
く
花
に
ま
よ
ふ
山
ふ
承
積

も
る
人
も
ゆ
き
あ
へ
い
ま
て
散
つ
も
る
花
を
山
路
の
せ
き
寺
に
し
て
永

～
象
よ
し
野
や
奥
ま
て
道
も
絶
や
せ
ん
花
を
尽
し
て
山
か
せ
そ
ふ
く
中
山
宰
相
中
将

山
欲

～
道
と
を
き
春
の
し
を
り
の
う
つ
も
れ
て
帰
る
さ
た
と
る
花
の
し
ら
雪
源
元
仲
」
（
犯
ウ
）

今
は
と
や
な
れ
も
し
た
ふ
や
か
へ
る
さ
の
道
ふ
り
か
く
す
花
の
し
ら
雪
兵

（
朱
注
）
為
家
卿
は
草
木
を
花
の
こ
と
詠
し
候
こ
と
を
さ
へ
難
を
加
へ
候
け
る
な
れ
は
花
を
申
へ
き
は
よ

ろ
し
か
ら
す
候
欽

～
ふ
ゑ
分
て
と
ひ
こ
ぬ
人
の
心
こ
そ
お
も
へ
は
ふ
か
き
花
の
白
雪
聖
護
院
准
后

～
ち
る
か
ら
に
人
も
と
ひ
こ
ぬ
通
ひ
路
は
い
か
な
る
跡
か
花
に
い
と
は
ん
中
院
宰
相
中
将

～
子
を
お
も
ふ
道
は
雑
子
に
お
と
ら
し
と
す
を
は
な
れ
て
も
鳴
ひ
は
り
哉

１
春
の
野
の
し
け
き
往
来
に
半
天
を
床
と
さ
た
め
て
な
く
雲
雀
か
な

朝
夕
に
お
な
し
雲
井
を
と
ひ
あ
か
る
野
へ
の
ひ
は
り
の
床
そ
か
く
れ
ぬ

（
朱
注
）
第
三
の
句
俗
語
候
飲

か
き
り
な
く
あ
か
る
と
み
れ
は
白
雲
に
」
（
詔
オ
）
は
ね
う
ち
か
は
す
夕
ひ
は
り
哉

（
朱
注
）
羽
う
ち
か
は
す
は
雲
雀
に
不
相
応
鵬
鷆
の
差
別
候
へ
き
欲

～
今
よ
り
の
人
な
ら
す
へ
き
宿
な
ら
し
涼
し
く
し
け
る
柏
木
の
か
け

雲
雀

新
樹

中
院
宰
相
中
将

竹 中
山
宰
相
中
将

右
衛
門
督

積
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こ
鼎
ろ
欲

～
常
盤
木
の
色
と
は
何
を
わ
か
み
と
り
お
な
し
梢
に
し
け
る
夏
か
な

１
夏
き
て
は
う
す
き
快
の
一
重
山
何
と
青
葉
の
か
け
し
け
る
ら
ん

ひ
と
つ
歌

～
花
咲
は
か
た
は
ら
に
見
し
深
山
木
も
な
へ
て
若
葉
の
ふ
か
き
色
か
な

～
咲
の
こ
る
桜
か
枝
の
春
の
色
に
な
ら
ふ
紅
葉
を
若
葉
に
そ
染
る

～
常
盤
木
も
な
を
し
け
る
ら
ん
夏
山
の
葉
分
の
風
の
も
る
ひ
ま
そ
な
き

ゆ
か
り
欲

～
一
本
を
風
の
さ
そ
へ
る
庭
の
面
の
草
は
ら
な
か
ら
に
ほ
ふ
た
ち
は
な

橘
の
か
ほ
る
軒
は
に
か
け
ふ
け
て
ま
つ
も
む
か
し
の
友
と
や
は
み
ん

を
お
と
る
か
す
ら
ん

～
た
か
袖
を
し
る
人
に
し
て
橘
の
花
は
む
か
し
も
な
を
匂
ふ
ら
ん

道
も
今
昔
に
か
へ
る
う
れ
し
さ
を
花
た
ち
ば
な
の
香
に
余
る
ら
ん

（
朱
注
）
か
け
ふ
む
さ
た
な
く
て
み
ち
と
云
事
橘
に
よ
り
来
候
す
候
欽

１
郭
公
い
つ
は
あ
り
と
も
わ
す
る
な
ょ
ょ
ひ
の
む
ら
雨
月
の
あ
か
つ
き

１
つ
れ
な
き
も
入
に
く
か
ら
ぬ
郭
公
ま
た
こ
り
す
ま
の
心
つ
く
さ
ん

１
忍
ひ
れ
は
木
の
間
も
し
ら
ぬ
雲
路
に
も
心
つ
く
し
の
ほ
と
土
き
す
か
な

（
朱
注
）
め
つ
ら
し
き
木
の
間
の
郭
公
は
面
白
候

山
彦
に
な
れ
も
こ
た
へ
て
一
声
の
後
も
ま
た
な
く
ほ
と
上
き
す
哉

盧
橘

郭
公

夏
草

同竹右
衛
門
督

永
孝
朝
臣

長
治
朝
臣
」
（
詔
ウ
）

聖
護
院
准
后

中
院
宰
相
中
将

偕
凹永

孝
朝
臣

中永竹積
孝L

謹
一
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～
あ
れ
や
す
き
物
と
は
し
れ
と
八
重
葎
あ
ま
り
な
る
ま
て
し
け
る
庭
哉
永
孝

い
て
い
ら
欲

～
と
ひ
よ
ら
む
道
も
や
い
つ
く
生
そ
ふ
を
そ
の
ま
坐
か
こ
ふ
庭
の
夏
草
源
中
納
言

～
萩
薄
し
け
る
か
う
へ
の
露
ち
り
て
夏
野
に
象
す
る
秋
風
そ
ふ
く
右
衛
門
督

八
重
葎
し
け
り
は
て
入
も
草
の
戸
の
心
に
と
ち
ぬ
跡
や
残
ら
ん
通

（
朱
注
）
八
重
葎
の
し
け
る
は
雑
に
用
来
候

茂
り
あ
ふ
夏
野
の
草
の
露
わ
け
て
」
（
認
ゥ
）
吹
も
さ
な
か
ら
秋
風
の
こ
ゑ
源

（
朱
注
）
夏
草
に
風
の
こ
ゑ
は
不
審
に
候

中
に
咲
も
有
け
る
花
を
分
い
り
て
見
よ
と
や
し
け
る
野
へ
の
夏
草
中

（
朱
注
）
風
雅
集
の
五
文
字
の
躰
に
候

～
玉
ほ
こ
の
道
一
筋
は
ば
ら
は
ね
と
し
け
る
と
も
な
き
野
へ
の
夏
草
竹

（
マ
マ
）

～
春
に
こ
そ
ひ
と
つ
色
に
は
も
ゆ
る
と
も
夏
千
種
に
わ
く
花
も
か
な
職

夏
ふ
か
く
な
り
ま
さ
る
ら
ん
庭
も
せ
の
か
ぎ
ほ
も
承
え
ぬ
露
の
草
む
ら
長

（
朱
注
）
野
も
せ
庭
も
せ
は
挟
の
字
に
て
せ
は
き
と
云
義
也

夏
月
涼

氷
室
守
此
山
本
の
月
か
け
や
夏
を
も
し
ら
ぬ
ひ
か
り
承
す
ら
ん
竹

（
朱
注
）
山
本
と
は
候
へ
と
も
氷
室
は
木
深
き
上
に
又
か
こ
い
そ
へ
た
る
山
な
れ
は
月
見
ん
為
は
ね
か
ふ

ま
し
き
境
地
に
候
哉

な
か
む
れ
は
影
も
涼
し
き
夕
月
の
明
る
ほ
と
な
き
み
し
か
よ
の
空
長
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（
朱
注
）
此
五
文
字
近
代
容
易
に
不
用
」
（
妬
オ
）

～
夏
の
夜
も
涼
し
か
り
け
り
天
の
河
水
よ
り
い
つ
る
月
に
や
あ
る
ら
ん

～
む
す
ふ
手
に
（
注
巧
）
涼
し
き
影
は
山
の
井
の
あ
か
て
や
い
と
入
短
夜
の
月

手
に
な
ら
す
扇
の
風
に
心
よ
り
涼
し
く
す
め
る
夏
の
夜
の
月

（
朱
注
）
扇
の
風
は
炎
熱
を
奪
候
は
些
月
に
は
涼
意
の
な
ぎ
な
る
へ
し

～
端
居
し
て
更
行
ま
奥
に
を
く
霜
の
し
ろ
ぎ
を
み
れ
は
象
し
か
夜
の
月

野
夕
立

～
さ
そ
ひ
行
風
よ
り
雲
の
浮
鴫
や
富
士
の
す
そ
野
に
過
る
夕
立

春
日
野
は
ふ
る
と
も
ぬ
れ
し
夕
立
の
雲
は
象
か
さ
の
山
に
は
れ
て
も

（
朱
注
）
御
笠
は
時
雨
も
同
し
事
な
る
へ
し

～
や
と
り
か
る
野
中
の
松
の
一
木
に
も
」
（
妬
ウ
）
そ
の
か
み
し
る
し
夕
立
の
空
（
注
睡
）

（
朱
注
）
秦
尉
の
事
に
や
分
明
な
ら
ね
と
数
一
百
首
の
内
故
事
稀
な
る
故
に
墨
付
候

空
さ
ゆ
る
あ
ら
れ
な
ら
す
も
音
す
る
や
夕
立
ぎ
ほ
ふ
野
ち
の
篠
原

（
朱
注
）
夕
立
に
篠
の
葉
の
さ
や
く
へ
き
事
は
い
か
些
候
へ
き

家
も
あ
ら
は
野
守
も
出
て
し
る
へ
せ
よ
俄
に
き
ほ
ふ
夕
立
の
そ
ら

（
朱
注
）
野
守
の
し
る
へ
夕
立
に
は
不
似
合
候
哉

１
大
江
山
遠
し
と
み
え
し
程
も
な
く
い
く
野
の
す
ゑ
に
か
坐
る
夕
立

外
山
よ
り
嶺
こ
す
雲
の
ぎ
ほ
ひ
き
て
音
の
み
は
る
上
野
へ
の
夕
立

口
三

耳
ヨ中

院
為右

衛
門
督

匡
互 源

中
納
言

聖竹中
院
宰
相
中
将

積 中
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（
朱
注
）
義
理
不
分
明
候

水
辺
蛍

１
思
ひ
あ
り
と
涙
の
川
を
尋
て
や
よ
る
は
ほ
た
る
の
う
き
て
も
ゆ
ら
ん

暮
ぬ
間
は
水
草
か
く
れ
こ
も
り
江
の
ほ
た
る
は
よ
る
そ
ひ
か
り
そ
ひ
行

（
朱
注
）
蛍
の
夜
光
そ
ふ
は
勿
論
草
か
く
れ
は
夜
ま
た
す
と
も
光
ゑ
ゆ
へ
く
候
」

～
浮
草
に
や
と
り
も
あ
へ
す
又
さ
そ
ふ
水
の
ま
に
ノ
ー
と
ふ
ほ
た
る
哉

き
え
や
ら
ぬ
お
も
ひ
な
ら
ま
し
水
に
入
な
ぷ
に
う
か
ひ
て
も
ゆ
る
蛍
は

（
朱
注
）
蛍
の
水
に
入
と
は
申
か
た
く
候
欽

蚊
遣
た
く
か
け
か
と
み
れ
は
難
波
江
や
芦
の
し
の
や
に
蛍
と
ふ
ら
ん

（
朱
注
）
上
句
見
定
め
て
下
の
句
に
う
た
か
ひ
を
の
こ
し
た
る
は
如
何

１
待
え
て
も
一
夜
の
程
や
た
な
は
た
の
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
物
思
ふ
ら
ん

た
な
は
た
の
名
残
よ
さ
そ
な
あ
ふ
と
て
も
ま
た
初
秋
の
桑
し
か
夜
の
空

（
朱
注
）
続
古
今
集
匡
房
卿
同
類
候

～
銀
河
な
か
れ
て
は
や
き
月
も
日
も
中
に
は
る
け
き
ほ
し
合
の
空

た
な
は
た
の
う
き
年
月
の
へ
た
て
を
も
」
（
調
ウ
）
あ
ふ
一
夜
に
や
う
ら
み
は
る
け
ん

（
朱
注
）
年
の
へ
た
て
七
夕
の
契
に
有
へ
か
ら
す
況
や
月
の
へ
た
て
不
及
沙
汰

（
朱
注
）
上

七
夕

Ａ
Ｉ
待
え
て
も
一

聞
荻

へ

36

竹 中主兵中
将院

竹中
将

中
将

套
恒
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～
物
お
も
ふ
身
は
な
ら
は
し
の
夕
よ
り
尾
花
か
袖
も
露
そ
あ
ま
れ
る
積

乱
あ
ひ
て
な
ひ
く
尾
花
は
末
は
と
も
」
（
説
オ
）
下
葉
わ
か
れ
ぬ
庭
の
朝
露
永

（
朱
注
）
薄
に
末
は
と
詠
し
候
哉

白
露
に
な
ひ
く
尾
花
の
打
み
た
れ
思
は
い
か
た
に
浪
や
た
つ
ら
ん
長

（
朱
注
）
浪
は
一
句
の
意
趣
各
別
に
成
候
歌

１
秋
に
た
へ
ぬ
夕
も
さ
そ
な
つ
上
む
と
も
あ
ま
る
尾
花
か
袖
の
上
の
露
右
衛
門
督

（
朱
注
）
五
文
字
あ
ま
り
て
も
此
等
は
深
く
耳
に
立
ま
て
は
聞
え
す
候
欽
但
秋
と
な
く
て
も
た
え
さ
ら
ん

と
を
き
て
は
い
か
呉
候
へ
き

置
と
な
ら
は
尾
花
か
袖
に
あ
ま
る
と
も
乱
れ
な
は
て
そ
野
へ
の
夕
露
源

（
朱
注
）
未
来
記
ふ
り
に
て
候

植
を
き
し
一
村
す
坐
ぎ
色
ノ
ー
の
花
に
を
と
ら
ぬ
露
や
し
げ
ら
ん
聖

～
心
な
き
あ
ま
の
た
も
と
も
い
か
は
か
り
秋
風
し
ほ
る
い
せ
の
浜
荻

覚
に
け
り
夢
の
内
に
も
荻
の
は
の
そ
ょ
と
間
つ
る
音
は
の
こ
り
て

（
朱
注
）
風
躰
よ
る
し
か
ら
す
候

見
し
は
み
な
残
ら
ぬ
夢
の
浮
は
し
に
ひ
と
り
夜
わ
た
る
荻
の
上
か
せ

（
朱
注
）
五
文
字
こ
と
か
は
り
弁
か
た
く
候

～
夕
暮
と
何
か
は
い
ひ
し
ね
覚
す
る
枕
に
も
又
荻
の
上
か
せ

薄
露

通 中
将

右
衛
門
督

積
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入
日
さ
す
稲
葉
の
雲
の
た
え
ま
よ
り
か
つ
ふ
き
出
す
秋
の
夕
風
聖

（
朱
注
）
四
の
句
風
雅
な
ら
す
」
（
師
ウ
）

～
春
秋
の
花
も
お
も
は
い
山
か
つ
は
稲
葉
色
こ
ぎ
盛
を
や
み
る
右
衛
門
督

～
か
る
ま
生
に
も
ら
ぬ
田
面
も
お
の
つ
か
ら
小
鹿
の
声
の
と
を
さ
か
り
ゆ
く
中
将

秋
更
て
ひ
ろ
ふ
お
ち
ほ
と
打
む
れ
て
な
れ
も
田
つ
ら
の
さ
を
し
か
の
声
元

（
朱
注
）
さ
を
し
か
も
お
ち
ほ
ひ
ろ
ふ
や
う
に
間
な
さ
れ
候

雨
夜
虫

～
夜
は
も
や
入
更
行
秋
の
き
り
ｊ
、
す
身
に
し
む
雨
と
ね
に
や
鳴
ら
ん
長

秋
の
雨
の
な
か
き
夜
す
か
ら
袖
に
又
涙
ふ
り
そ
ふ
す
上
む
し
の
声
通

（
朱
注
）
何
ゆ
へ
の
涙
と
も
聞
え
す
候

ふ
く
る
夜
に
た
れ
を
待
て
か
降
雨
の
露
の
ま
に
ｊ
、
な
く
虫
の
声
持

（
朱
注
）
露
は
置
も
葉
の
ほ
る
も
晴
天
の
時
に
か
き
る
も
の
也
く
も
る
夜
は
露
の
を
く
事
な
し
是
に
て
分

（
朱
注
）

１
レ
妾
亨
を

心
な
く
か
る
て
も
さ
す
か
惜
か
ら
ん
霜
を
く
比
の
秋
の
わ
さ
田
は
竹

（
朱
注
）
人
丸
の
霜
は
を
く
と
も
と
い
へ
る
は
有
増
こ
と
也
わ
さ
田
の
頃
霜
の
を
く
こ
と
か
つ
て
あ
る
ま

別
有
へ
し

（
朱
注
）
本

秋
田 本

歌
は
二
句
の
上
三
四
字
是
を
ゆ
る
す
と
は
申
候
へ
共
位
あ
る
詞
を
は
お
か
し
か
た
く
候
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そ
こ
と
な
く
枕
に
近
き
虫
の
ね
も
」
（
犯
オ
）
ね
と
こ
ろ
ま
と
ふ
夜
半
の
村
雨
積

（
朱
注
）
枕
に
近
く
は
そ
こ
と
な
き
道
理
な
し
虫
の
ね
と
こ
ろ
も
う
ち
ま
か
せ
た
る
に
や

月
契
秋

い
つ
と
て
も
か
け
や
は
つ
坐
む
空
の
月
い
か
に
契
り
て
秋
を
分
ら
ん
聖

（
朱
注
）
影
を
つ
上
む
と
い
ふ
事
象
上
な
れ
す
候

～
あ
は
れ
身
の
秋
い
く
め
く
り
月
に
な
れ
月
も
な
れ
て
か
ち
き
り
き
ぬ
ら
ん
右
衛
門
督

（
マ
マ
）

１
月
よ
ち
き
り
た
か
ふ
な
秋
と
い
へ
は
一
よ
も
千
夜
の
ひ
か
り
そ
ふ
と
て
竹

～
神
代
よ
り
か
く
す
め
る
を
や
月
も
秋
秋
も
月
と
そ
契
り
置
け
ん
積

す
ゑ
の
ほ
る
月
の
か
つ
ら
の
追
風
に
秋
も
か
は
ら
ぬ
光
そ
ふ
ら
し
永

（
朱
注
）
そ
の
理
た
し
か
な
ら
す

滝
月
」
（
詔
ウ
）

～
落
滝
つ
清
き
な
か
れ
を
求
き
て
月
の
御
舟
の
影
う
か
ふ
ら
ん
中
将

照
月
に
さ
ら
す
と
や
み
ん
布
引
の
よ
る
ひ
る
わ
か
ぬ
滝
の
白
糸
長

（
朱
注
）
月
の
題
に
昼
の
さ
た
い
か
上

白
妙
の
月
か
け
な
か
ら
水
わ
け
て
山
の
滝
つ
せ
ゑ
ゆ
る
ひ
と
す
ち
積

（
朱
注
）
一
す
ち
な
と
と
め
候
事
連
歌
に
は
さ
も
や
候
ら
ん

つ
ら
ぬ
き
て
月
さ
へ
落
る
光
か
な
浪
の
し
ら
玉
滝
の
し
ら
糸
聖

（
朱
注
）
日
を
つ
ら
ぬ
く
と
あ
れ
は
月
を
も
い
ふ
へ
ぎ
と
を
さ
く
ら
れ
け
る
に
や
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～
か
け
は
今
音
羽
の
滝
に
な
か
れ
き
て
関
の
こ
な
た
に
月
か
た
ふ
き
ぬ
中
将

諸
と
も
に
な
か
れ
も
や
ら
て
月
影
は
み
を
さ
か
の
ほ
る
滝
の
象
な
か
み
竹

（
朱
注
）
此
句
法
例
文
の
や
う
な
れ
と
用
来
候
上
は
答
な
く
候

檮
衣
」
（
調
オ
）

～
遠
近
に
う
つ
音
す
也
か
ら
衣
た
か
挟
よ
り
夜
寒
そ
ふ
ら
ん
聖

吹
落
て
今
は
た
寒
し
山
里
は
き
ぬ
た
に
か
ょ
ふ
嶺
の
松
か
せ
元

（
朱
注
）
上
句
有
へ
く
候
哉
下
句
す
て
か
た
く
候

声
軟

哀
と
は
誰
き
か
さ
ら
ん
幽
か
な
る
草
の
庵
に
衣
う
つ
お
と
中

（
朱
注
）
連
歌
に
候
は
音
宜
候
歌
の
時
う
つ
音
と
留
候
事
い
や
し
く
候
と
祖
父
誠
申
き

１
待
わ
ふ
る
人
の
為
な
る
か
ら
衣
う
つ
夜
は
秋
の
風
そ
身
に
し
む
中
将

（
朱
注
）
征
夷
の
為
の
砧
と
お
ほ
し
く
候

菊
久
馥

１
露
に
ひ
ら
け
霜
に
う
つ
り
て
白
菊
の
秋
を
つ
く
し
て
花
そ
に
ほ
へ
る
元

～
散
う
せ
ぬ
か
け
に
千
と
せ
も
に
ほ
は
な
ん
松
を
た
め
し
の
庭
の
し
ら
菊
右
衛
門
督

～
咲
し
よ
り
う
つ
る
ふ
ま
て
に
色
桑
せ
て
」
（
調
ウ
）
紅
に
ほ
ふ
し
ら
菊
の
は
な
為
満

花
軟
秋
欲

～
霜
八
度
置
て
の
後
も
老
せ
ぬ
や
に
ほ
ひ
に
あ
ま
る
ま
せ
の
白
菊

百
草
は
か
れ
に
し
跡
に
（
注
Ⅳ
）
咲
残
る
匂
ひ
い
く
よ
そ
庭
の
し
ら
菊

（
朱
注
）
百
花
の
枯
し
跡
を
申
さ
は
幾
世
の
詞
不
相
応
に
ほ
ひ
の
不
尽
候
を
久
し
き
心
不
分
明
候
哉
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４
１
定
な
ぎ
名
に
は
立
て
も
村
時
雨
時
を
た
か
へ
ぬ
冬
の
空
か
な

黄
葉
嘩
悸
津
硫
唯
榊
嘩
蠅
壷
謹
唾
塞
酎
唾
識
僻
牽
率
い
黙
認
莚
壷
癖
唖
郵
に
省
有
へ
き
に
あ
ら
す

露
霜
に
い
く
し
ほ
染
て
朝
な
ｊ
、
色
猶
そ
ふ
る
峯
の
も
ぶ
ち
葉
為

（
朱
注
）
猶
色
そ
ふ
と
有
へ
き
を
顛
例
の
て
に
を
は
い
ま
し
め
有
事
に
や
詞
の
字
を
く
は
へ
て
下
に
用
る

事
連
綿
也
色
も
猶
色
は
猶
霜
も
ま
た
ひ
ぬ
の
類
是
也

～
露
時
雨
ふ
り
か
は
り
て
も
柞
原
下
染
な
か
ら
色
や
く
ち
ま
し
積

梢
ま
て
い
た
り
い
た
ら
ぬ
露
霜
を
は
Ｌ
そ
に
分
て
紅
葉
し
に
け
り
元

（
朱
注
）
（
「
紅
葉
し
に
け
り
」
に
）
此
詞
近
代
用
捨
の
よ
し
申
欽
」
（
“
オ
）

（
虫
損
）
程
欽

１
千
入
に
も
か
へ
て
そ
お
も
ふ
紅
葉
□
の
梢
に
う
す
き
色
し
ち
ら
ね
は
右
衛
門
督

冬
の
く
る
ま
き
の
葉
か
つ
ら
秋
風
に
ち
り
お
く
れ
し
や
又
誘
ふ
ら
ん
聖

（
朱
注
）
ま
さ
き
の
か
つ
ら
に
さ
る
へ
く
は
申
か
へ
て
も
さ
せ
る
め
つ
ら
し
け
な
く
候
欽

～
山
の
は
も
冬
こ
も
り
し
て
い
つ
し
か
に
秋
み
し
雲
の
色
も
の
こ
ら
す
竹

あ
た
上
か
に
春
日
わ
す
る
具
面
か
け
の
空
に
か
ょ
ひ
て
た
つ
神
無
月
元

（
朱
注
）
神
無
月
立
と
い
ふ
事
無
才
覚
候

昨
日
ま
て
稲
葉
そ
よ
め
く
秋
風
も
今
朝
は
嵐
の
冬
そ
き
に
け
る
長

（
朱
注
）
そ
よ
め
く
と
い
ふ
詞
き
入
よ
る
し
か
ら
す
候

（
朱
注
）
そ

時
雨

初
冬

竹
」
（
伽
ウ
）
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～
風
さ
そ
ふ
時
雨
に
そ
よ
ぐ
竹
の
は
も
幾
た
ひ
窓
の
は
れ
く
も
る
ら
ん

～
木
か
ら
し
の
音
す
る
松
の
下
か
け
は
し
く
れ
し
跡
も
又
時
雨
け
り

（
朱
注
）
（
「
跡
も
又
」
に
）
感
生
志
候

雲
風
の
遠
山
の
は
を
象
る
か
内
に
宿
に
音
き
く
時
雨
降
也

（
朱
注
）
く
た
け
た
る
歌
さ
ま
に
て
候

此
比
は
木
々
の
紅
葉
も
ち
り
果
て
松
を
時
雨
の
お
り
ノ
、
そ
と
ふ

（
朱
注
）
第
四
句
慈
円
和
尚
秀
歌
候

松
高
桑
霜
に
お
も
ひ
し
ゑ
と
り
猶
し
く
る
些
後
の
色
に
み
す
ら
ん

（
朱
注
）
半
臂
の
句
例
の
通
屈
な
き
詞
つ
か
ひ
に
候

～
枯
残
る
色
も
さ
む
け
し
雪
霜
に
も
れ
し
こ
か
け
の
草
の
ひ
と
む
ら

（
虫
損
）

１
露
な
か
ら
わ
け
し
千
種
は
跡
も
、
Ｕ
色
は
ひ
と
つ
の
野
へ
の
冬
か
れ

１
枯
の
こ
る
色
と
桑
る
ノ
、
を
く
霜
に
し
ほ
れ
果
た
る
ぷ
ち
の
し
の
は
ら

～
か
れ
残
る
色
も
は
か
な
き
浅
茅
生
に
あ
ま
り
て
結
ふ
霜
の
寒
け
さ

～
み
し
秋
の
露
の
花
野
坐
面
か
け
は
残
る
と
も
な
き
霜
の
下
草

氷
初
結ね

の
欽

宵
の
間
は
岩
う
つ
浪
の
音
立
て
明
か
た
氷
る
谷
川
の
水

（
朱
注
）
谷
川
に
岩
う
つ
浪
は
こ
と
ノ
ー
し
く
聞
え
候
哉

（
朱
注
）
半

寒
草

為 竹
」
（
狐
オ
）

右
衛
門
督

永
孝

中
将

源
中
納
言

積 耳ロ
ヨ三 右

衛
門
督

永
孝

フE
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す
塁
み
つ
る
水
の
水
上
さ
へ
ま
さ
り
今
朝
は
氷
そ
む
す
ひ
か
へ
ぬ
る
聖

（
朱
注
）
五
文
字
は
一
首
の
巻
頭
清
撰
た
る
へ
く
候
是
は
あ
ま
り
に
優
美
な
ら
す
候

行
水
の
落
は
に
よ
と
む
谷
川
の
」
（
虹
ウ
）
そ
の
ま
上
こ
ほ
る
峯
の
朝
か
せ
元

Ｏ

（
朱
注
）
峯
の
朝
風
剰
句
二
候

さ
り
し
欲

～
今
朝
よ
り
や
氷
と
つ
ら
ん
た
え
す
行
山
の
か
け
ひ
の
水
も
ら
ぬ
ま
て
竹

て
欲

～
春
（
注
肥
）
ま
た
。
と
け
ゆ
く
池
の
名
残
か
と
み
き
は
は
か
り
の
か
っ
こ
ほ
り
ぬ
る
（
注
四
）
中
将

さ
ゆ
る
夜
は
た
Ｌ
お
の
つ
か
ら
象
る
人
も
な
く
て
そ
月
は
嶺
に
か
た
ふ
く

（
朱
注
）
結
句
よ
る
し
か
ら
す
候

～
く
ま
な
ぎ
を
冬
は
く
ま
な
る
影
な
れ
や
餘
淋
し
き
木
枯
の
月

け
欲

～
お
く
は
先
は
ら
ふ
に
き
え
て
衣
手
の
露
と
は
月
の
色
そ
の
こ
れ
る

春
秋
の
日
数
積
り
て
花
紅
葉
お
も
か
は
り
行
月
の
こ
か
ら
し

（
朱
注
）
一
首
の
建
立
た
し
か
な
ら
す
候
哉
時
第
四
句
行
の
字
不
審
候
」
（
妃
オ
）

鐘
の
声
暁
か
け
て
有
明
の
ひ
か
り
さ
へ
行
月
の
下
ふ
し

（
朱
注
）
寒
夜
の
月
の
下
ふ
し
こ
と
は
り
な
く
て
は
難
詠
候
欽

木
母
の
は
は
ぷ
な
ち
り
は
て
上
さ
ゆ
る
よ
の
空
に
く
ま
な
き
月
の
か
け
哉

（
朱
注
）
下
句
同
類

冬
の
ゑ
そ
月
は
く
ま
な
き
花
紅
葉
は
ら
い
尽
せ
し
木
枯
の
も
り

へ

注
冬18
月、-ノ

積源中中
将将

竹 為 元

1，行
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朝
ぼ
ら
け
猶
ふ
り
つ
桑
て
け
ぬ
か
上
の
雪
は
軒
は
の
山
も
富
士
の
ね
永

（
朱
注
）
造
作
な
る
し
た
て
に
て
候

葛
城
や
た
か
ま
の
峯
は
い
か
な
ら
ん
晴
間
も
み
え
す
積
る
し
ら
雪
長

（
朱
注
）
千
山
巧
墾
の
中
に
高
間
の
峯
を
雪
の
す
く
れ
て
深
き
所
に
定
め
ん
は
心
せ
は
く
や
候
へ
き
題
の

心
深
と
積
と
差
異
あ
る
へ
く
候

～
う
す
雪
の
夕
は
人
も
ま
た
れ
し
を
思
ひ
た
え
た
る
あ
さ
ほ
ら
け
か
な
聖
護
院

Ａ
あ
れ
か
へ
る
枝
よ
り
雪
は
積
り
け
ん
（
岨
ウ
）
松
に
は
の
こ
る
木
か
く
れ
も
な
し
積
善
院

（
朱
注
）
濃
な
る
躰
に
候

～
松
か
え
は
を
の
れ
こ
ぼ
れ
て
木
か
け
た
に
山
と
し
つ
も
る
庭
の
し
ら
雪
竹

底
に
承
る
海
松
な
れ
や
枝
も
葉
に
承
か
く
れ
は
つ
る
雪
の
白
な
桑
（
注
加
）
中
将

は
あ
さ
し
欲

～
い
く
へ
と
も
さ
ら
に
い
は
ね
に
つ
も
り
こ
し
木
の
こ
は
を
埋
む
け
さ
の
し
ら
雪
右
衛
門
督

も
ま
れ

～
は
し
た
か
の
烏
に
あ
ふ
せ
の
春
ま
つ
や
（
注
別
）
か
た
の
に
ち
か
き
あ
ま
の
川
な
み

お
ほ
つ
か
な
鐘
の
音
と
を
き
は
し
蔭
の
狩
は
の
お
の
些
雪
の
夕
く
れ

（
朱
注
）
鐘
の
ね
作
例
候
哉

寄
月
恋
」
（
“
オ
）

（
朱
注
）
花

積
雪

鷹
狩 花

紅
葉
を
木
枯
の
森
に
詠
し
候
哉
不
然
は
如
何

持中
将
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思
ふ
そ
よ
空
行
月
の
め
く
り
あ
は
む
か
き
り
は
雲
の
は
た
て
な
り
と
も
為

（
朱
注
）
雲
の
は
た
て
は
夕
日
の
い
さ
よ
ふ
空
を
申
け
る
に
や
時
分
の
相
違
不
審
な
き
に
あ
ら
す
但
家
ど

の
説
ま
ち
ｊ
、
な
れ
は
一
愚
の
管
見
其
恐
あ
る
か

い
か
に
せ
ん
つ
ら
さ
そ
ま
さ
る
三
日
月
の
見
え
て
入
さ
の
山
し
い
そ
け
は
積

（
朱
注
）
い
と
ま
な
き
月
の
い
る
さ
と
聞
え
候

面
か
け
の
そ
を
た
に
し
た
ふ
な
か
め
哉
物
い
ひ
か
は
す
月
に
は
あ
ら
れ
と
聖

（
朱
注
）
第
四
句
近
き
世
の
秀
逸
お
か
し
か
た
き
詞
に
候

Ｉ
き
い
／
～
の
そ
の
面
か
け
は
と
坐
ま
ら
て
涙
に
の
こ
る
あ
り
明
の
月
長
治

寄
雲
恋

～
し
ら
れ
し
な
我
名
は
ま
た
ぎ
立
雲
の
消
か
へ
り
つ
坐
も
の
お
も
ふ
と
も
竹

し
た
ひ
て
も
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
横
雲
の
嶺
に
わ
か
る
些
暁
の
そ
ら
持

（
朱
注
）
京
極
黄
門
秀
歌
候

夕
よ
り
立
い
る
か
た
の
や
ま
す
の
象
」
（
蛤
ウ
）
ま
た
れ
て
つ
ら
き
横
雲
の
そ
ら
兵

（
朱
注
）
足
引
の
や
ま
す
心
に
か
上
り
て
も
と
俊
頼
詠
し
候
随
分
骨
候
へ
は
不
可
然
候
哉

明
ほ
の
や
嶺
に
わ
か
る
呉
横
雲
の
消
て
物
お
も
ふ
わ
か
身
な
り
け
り
為

（
朱
注
）
峯
に
わ
か
る
上
子
細
右
に
申
候
證
吾
本
嵜
の
差
別
此
道
の
肝
心
に
候

寄
山
恋

ふ
か
ぎ
そ
の
心
の
奥
の
忍
ふ
山
し
の
ひ
て
か
よ
ふ
道
と
し
も
か
な
為
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候
飲

し
れ
こ
は
欲

～
と
へ
か
し
な
き
か
す
か
ほ
な
る
耳
な
し
の
山
を
た
め
し
の
心
つ
よ
さ
も
竹

奥
ふ
か
く
分
こ
そ
い
ら
め
恋
の
山
帰
ら
ん
道
は
よ
し
た
と
る
と
も
源

（
朱
注
）
恋
の
山
に
分
入
ん
に
は
奥
迄
と
こ
そ
と
思
ふ
へ
き
を
か
へ
ら
ん
は
心
の
深
く
し
ま
い
に
や
有
け

も
れ
て
は
や
う
き
名
は
か
り
そ
立
田
山
よ
は
の
契
り
は
ま
た
し
ら
い
ま
に

（
朱
注
）
ま
た
し
ら
ぬ
契
は
本
寄
の
心
雲
泥
作
意
難
測
者
乎

も
ら
さ
し
と
忍
ふ
の
山
に
入
し
身
も
色
に
は
つ
ゐ
に
出
ぬ
物
か
は

（
朱
注
）
忍
ふ
山
の
麓
近
代
の
作
意
な
れ
は
本
嵜
に
と
り
用
へ
か
ら
す

寄
河
恋

～
お
も
ひ
川
お
も
ひ
に
し
つ
む
身
は
終
に
す
ゑ
は
あ
ふ
せ
の
有
世
な
り
と
も

身
の
上
に
お
も
ひ
な
し
て
よ
い
も
せ
川
な
か
れ
て
た
え
ぬ
末
の
契
り
を

（
朱
注
）
一
二
句
を
ろ
か
に
て
恋
の
本
意
を
失
な
ひ
候

１
色
み
え
は
千
入
と
お
も
ひ
そ
め
川
に
た
つ
あ
た
浪
は
い
ふ
か
ひ
も
な
し

寄
門
恋

（
朱
注
）
本
吾
大
意
は
か
り
に
て
作
意
の
意
趣
あ
ら
は
れ
す
候
鶏
鵺
の
反
意
の
類
也

思
ふ
中
へ
た
つ
る
関
の
な
か
り
せ
は
た
坐
あ
ふ
さ
か
の
山
す
み
や
せ
ん
為

（
朱
注
）
山
す
象
恋
の
奇
に
は
優
美
な
ら
す
候
哉
か
さ
し
を
と
い
へ
る
も
心
は
同
し
け
れ
と
も
や
さ
し
く

ん

中
」
（
“
オ
）

積永 竹
七
‐
專
斗

ｒ
ト
，
ｑ
オ
Ｉ
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１
人
し
れ
ぬ
契
は
い
か
て
恨
桑
ま
し
我
か
ょ
ひ
ち
の
門
さ
せ
り
と
も
竹

１
門
よ
り
も
え
も
入
や
ら
て
忍
ふ
れ
は
道
に
し
あ
ら
ぬ
道
も
と
む
也
聖
護
院
」
（
“
ウ
）

う
き
に
の
み
立
て
見
居
て
み
槙
の
戸
を
お
し
明
か
た
の
袖
し
ほ
る
な
り
為

（
朱
注
）
従
門
帰
恋
を
真
木
の
戸
と
詠
し
候
其
作
例
候
哉
但
そ
れ
は
自
然
の
事
な
る
へ
し
寄
戸
恋
の
ま
ぎ

れ
あ
れ
は
門
は
か
と
可
然
よ
し
申
候

寄
床
恋

１
契
を
き
て
（
注
理
）
衣
か
た
し
ぎ
ま
て
と
い
は
坐
ふ
す
ゐ
の
床
も
枕
か
ら
ま
し
准
后

（
朱
注
）
く
へ
き
ょ
ひ
の
必
定
な
ら
は
ふ
す
ゐ
の
床
は
か
り
か
た
か
る
へ
し

～
き
い
ノ
、
を
又
こ
ん
ま
て
と
頼
む
ま
に
ち
り
に
む
も
る
呉
床
の
さ
む
し
ろ
永
孝

う
ぷ
軟

身
も
し
つ
む
渕
と
や
な
ら
ん
独
ね
の
床
に
つ
き
せ
ぬ
涙
と
を
し
れ
長

（
朱
注
）
床
の
渕
打
不
任
候

寄
草
恋

露
に
な
ひ
く
そ
の
神
山
の
草
の
名
も
お
も
へ
ば
つ
ら
し
あ
ふ
ひ
な
ら
ね
と
為

（
朱
注
）
西
行
か
風
に
な
ひ
く
句
法
候
哉
五
文
字
を
餘
す
事
誠
に
好
ま
さ
る
よ
し
に
候

～
草
も
げ
に
秋
は
い
ろ
ｊ
、
の
花
こ
上
ろ
う
つ
る
ひ
や
す
き
」
（
妬
オ
）
中
そ
か
ひ
な
き
竹

名
欽
て
欲

～
誰
か
な
を
つ
け
初
ぬ
ら
ん
忘
れ
草
お
も
ふ
あ
た
り
は
ね
を
も
た
え
な
ん
長
治

ゆ
く
款

な
と
て
か
く
浅
き
え
に
し
そ
い
た
つ
ら
に
忘
草
お
ふ
る
中
と
な
り
け
ん
永

（
朱
注
）
そ
と
い
ひ
て
け
ん
と
は
申
か
た
く
候
哉
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お
ほ
つ
か
な
た
か
名
残
よ
と
を
き
初
て
深
く
な
り
行
道
芝
の
露
元

（
朱
注
）
草
に
別
名
を
詠
す
る
事
本
意
な
ら
す
候
況
や
道
芝
な
と
は
題
に
相
應
候
は
い
哉

～
茂
り
行
人
の
心
の
わ
す
れ
草
わ
れ
に
は
わ
く
る
ね
さ
し
も
や
な
き
右
衛
門
督

寄
木
恋

よ
し
や
さ
は
朽
も
は
て
Ｌ
よ
哀
と
も
し
ら
れ
ぬ
身
こ
そ
谷
の
埋
木
聖

（
朱
注
）
述
懐
の
吾
に
ま
か
ふ
へ
く
候
歌

人
心
ひ
か
て
も
つ
ゐ
に
埋
木
の
谷
に
く
ち
ぬ
る
身
の
契
り
哉
積

（
朱
注
）
て
に
を
は
参
差
候
哉

よ
の
人
に
つ
異
む
心
は
埋
木
の
」
（
妬
ウ
）
い
つ
か
こ
と
は
の
花
も
さ
か
な
ん

（
朱
注
）
な
ん
と
候
へ
は
て
に
を
は
た
か
ひ
候

～
人
心
よ
そ
に
ひ
か
れ
て
い
た
つ
ら
に
我
や
杣
木
の
あ
と
の
山
も
り
中
将

程
〃
／
、
の
情
は
か
け
ょ
谷
か
け
の
埋
木
た
に
も
花
さ
け
る
ょ
に
竹

（
朱
注
）
む
も
れ
木
の
花
本
説
候
け
る
や
ら
ん

寄
車
恋

け
ふ
の
み
の
お
も
ひ
そ
ま
さ
る
見
す
も
あ
ら
す
桑
も
せ
ぬ
人
の
小
車
の
内
竹

（
朱
注
）
結
句
連
嵜
め
ぎ
候

１
恋
す
て
ふ
お
も
ひ
の
家
に
し
つ
む
桑
も
よ
し
や
車
の
わ
れ
か
ら
に
し
て
積

～
小
夜
更
て
音
も
と
上
ろ
く
小
車
に
忍
ふ
る
道
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん
右
衛
門
督
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め
く
り
あ
ふ
も
一
よ
は
つ
ら
し
小
車
の
錦
の
紐
の
と
け
も
果
す
は
通

（
朱
注
）
錦
の
小
車
は
後
を
申
候
哉
然
は
車
の
正
体
に
あ
ら
す
候
作
例
は
定
て
あ
り
も
や
候
ら
ん
さ
れ

と
本
意
な
ら
す
候
軟
」
（
妬
オ
）

寄
鏡
恋

～
む
か
ふ
こ
と
う
ら
な
く
な
れ
る
物
な
ら
は
人
に
か
上
象
を
か
け
て
見
ま
し
や
積

そ
か
た
ら
ふ

忘
れ
て
は
鏡
を
見
て
も
歎
き
あ
ま
り
我
か
け
に
さ
へ
打
か
た
り
つ
上
聖

（
朱
注
）
つ
上
と
留
る
詞
は
唯
の
字
に
て
な
か
ら
と
云
義
也
然
は
い
ひ
残
し
て
舟
一
宇
の
餘
情
此
一
宇

に
こ
も
る
こ
れ
に
よ
り
て
大
旨
の
秀
逸
に
は
ゆ
る
し
用
事
な
し
深
ク
掛
酌
可
有
欽

面
影
の
残
る
を
そ
れ
と
拳
る
た
ひ
に
あ
ら
ぬ
お
も
ひ
の
ま
す
か
上
み
哉
源

（
朱
注
）
鏡
の
内
に
か
け
の
残
ら
ん
事
信
し
か
た
く
源
氏
物
語
に
も
か
け
た
に
と
ま
る
物
な
ら
は
と
い

～
う
き
か
け
の
む
か
へ
は
く
も
る
涙
よ
り
鏡
も
わ
れ
を
い
と
ふ
と
や
象
ん
中
将

暁
寝
覚

ね
と
歌

こ
し
か
た
も
思
ひ
出
れ
は
暁
の
夢
お
と
ろ
か
す
鐘
の
声
ノ
、
長

（
朱
注
）
こ
し
方
を
お
も
ふ
は
夢
の
後
な
る
へ
し
万
端
参
差
に
似
た
り
作
者
の
哀
楽
は
か
り
か
た
け
れ
は
一

令
添
削
有
其
悼

鳥
か
ね
に
お
と
ろ
か
さ
れ
て
中
絶
ぬ
」
（
妬
ウ
）
あ
と
は
ぎ
の
ふ
の
夢
の
う
き
橋
中

（
朱
注
）
上
の
句
お
も
ひ
所
あ
る
や
う
に
候

り

へ

可nn
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衣
手
は
露
け
か
り
け
り
お
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
夢
の
さ
む
る
枕
に

（
朱
注
）
二
句
猶
琢
磨
あ
る
へ
く
候
哉

～
鐘
の
音
を
暁
こ
と
に
間
な
れ
て
お
と
る
か
ぬ
さ
へ
夢
は
さ
め
け
り
（
注
詔
）

か
ね
て
よ
り
歌

１
夢
さ
そ
ふ
か
ね
の
み
た
け
の
お
の
つ
か
ら
そ
の
暁
に
す
む
こ
上
ろ
か
な

夢
も
さ
め
心
も
す
め
る
月
か
け
に
は
や
暁
の
空
も
し
ら
れ
し

（
朱
注
）
趣
向
分
明
な
ら
す
候

忘
れ
す
も
ね
ざ
め
せ
よ
と
や
鐘
の
聲
烏
も
八
声
の
あ
か
つ
ぎ
の
空

（
朱
注
）
暁
の
材
木
お
ほ
く
と
り
こ
み
候
て
嵜
の
詮
す
ぐ
な
く
候
哉

～
住
わ
ひ
て
尋
入
に
し
か
く
れ
家
も
猶
う
き
時
は
お
く
山
も
か
な
為
満

（
朱
注
）
い
つ
ち
行
ら
ん
と
い
へ
る
證
勢
と
覚
し
く
候
」
（
鞭
オ
）

山
ふ
か
桑
草
の
庵
は
冬
か
れ
て
宿
り
あ
ら
は
に
見
ゆ
る
竹
垣
持

（
朱
注
）
い
ほ
り
と
云
は
居
所
も
な
き
冬
か
れ
と
覚
し
く
て
よ
む
人
な
き
に
似
た
り
鎖
は
門
戸
な
れ
は
竹

垣
に
相
応
す
へ
く
候

～
お
の
つ
か
ら
岩
行
水
も
祠
に
て
柴
引
か
こ
ふ
山
の
し
た
か
け
准
后

住
な
れ
て
さ
ひ
し
さ
し
ら
ぬ
山
里
も
さ
す
か
夕
は
人
そ
ま
た
る
上
竹

（
朱
注
）
山
里
に
て
夕
は
友
の
帰
る
へ
き
時
分
に
候
を
待
へ
き
事
い
か
生
侯
へ
き
末
の
集
に
さ
ら
て
た
に

夕
は
物
の
か
な
し
き
に
と
ふ
人
か
へ
る
岩
の
か
け
道
其
證
拠
分
明
に
候

（
朱
注
）
暁

山
家

為持 中
将

右
衛
門
督

源
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こ
ぐ
や

～
と
も
し
火
の
明
石
の
浦
を
行
舟
の
な
み
に
く
も
ら
ぬ
ゆ
き
上
な
る
ら
ん
（
注
型
）
持
明
院
中
納
言

（
虫
損
）

（
朱
注
）
此
風
は
い
か
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
故
に
吹
候
や
ら
ん

浦
人
や
恨
な
か
ら
も
こ
き
出
て
あ
と
と
を
さ
か
る
お
き
の
友
舟
為

（
朱
注
）
此
恨
何
事
の
遺
恨
に
候
哉

明
石
か
た
鴫
か
く
れ
行
詠
め
ま
て
」
（
鞭
ウ
）
昔
に
か
へ
る
な
ゑ
の
う
へ
の
舟
兵

（
朱
注
）
浪
の
上
の
月
と
い
へ
る
に
は
か
は
り
て
舟
は
道
理
な
く
候
哉

し
な
欲

１
舟
人
に
身
を
。
あ
ひ
か
へ
・
は
あ
く
ま
て
に
漕
と
め
ま
し
を
し
ほ
か
ま
の
う
ら
准
后

お
の
つ
か
ら
慰
み
や
せ
ん
須
磨
の
月
に
も
な
る
Ｌ
海
人
の
釣
舟
竹

（
朱
注
）
す
ま
な
ら
す
と
も
な
ぐ
さ
み
は
い
つ
く
の
浦
に
も
あ
る
へ
く
候
如
此
通
用
の
義
庶
幾
せ
ま
し
き

よ
し
先
達
申
来
候

１
絶
ぬ
日
も
あ
り
と
み
え
つ
呉
田
子
の
浦
や
な
ぎ
た
る
浪
に
出
る
釣
舟
中
将

～
へ
た
て
こ
し
浪
の
さ
か
ひ
は
浦
の
名
も
（
注
記
）
し
ら
ぬ
こ
と
ば
を
か
は
す
舟
人
元
仲

旅
行

て
こ
の
欲

～
我
い
て
・
し
名
残
の
袖
も
か
上
ら
す
は
し
ほ
る
野
山
の
哀
し
ら
な
ん

ｉ
こ
し
か
た
の
便
返
さ
ぬ
こ
と
っ
て
の
筆
も
と
り
あ
へ
す
行
別
れ
ぬ
る

世
の
外
は
髪
そ
と
お
も
ひ
つ
く
は
山
は
山
の
お
く
に
む
す
ふ
か
り
庵

（
朱
注
）
つ
く
は
山
に
か
り
ほ
の
さ
た
証
歌
候
哉

（
朱
注
）
つ

浦
舩

私
に
中
山
欲

伊中
将

元
仲
」
（
蛤
オ
）
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～
う
き
世
そ
と
思
ひ
と
り
て
も
身
を
か
こ
ち
人
を
う
ら
む
る
我
そ
は
か
な
き
竹

（
朱
注
）
珍
重
ノ
ー
一
唱
三
難

い
ひ
か
は
す
友
も
な
け
れ
は
山
里
を
出
て
み
や
こ
に
住
や
か
へ
ま
し
持

（
朱
注
）
是
は
山
家
の
題
に
相
應
す
へ
く
候

お
し
な
へ
て
花
咲
比
は
佗
人
も
う
ぎ
を
わ
す
る
些
春
の
山
す
み
永

（
朱
注
）
是
も
山
家
と
お
ほ
し
く
候

今
年
あ
れ
は
又
こ
ん
年
も
頼
む
ま
に
」
（
媚
ウ
）
つ
も
る
月
日
の
身
を
そ
お
と
ろ
く
右
兵
衛
督

（
朱
注
）
朱
文
公
勧
学
の
文
眼
前
に
候

寄
松
祝

お
く
り
き
い
世
に
住
吉
の
松
の
は
の
ち
り
う
せ
ぬ
色
を
君
に
契
り
て
源

（
朱
注
）
五
文
字
何
を
送
り
け
る
に
か
お
ほ
つ
か
な
し

君
か
代
の
八
百
萬
代
は
高
砂
の
お
の
え
久
し
く
松
の
み
や
し
る
為

む
欽

都
出
て
い
く
か
も
あ
ら
れ
と
逢
人
に
こ
と
っ
て
や
ら
ぬ
便
も
そ
な
き

（
朱
注
）
や
ら
ぬ
の
義
理
凡
盧
不
及
候

故
郷
を
跡
に
す
る
か
の
旅
な
れ
は
ふ
し
て
も
夢
に
み
え
ぬ
な
り
け
り

（
朱
注
）
金
葉
時
代
風
躰
に
候

（
虫
損
×
虫
損
）

～
ま
た
（
注
調
）
し
ら
ぬ
行
ゑ
□
□
か
は
分
て
こ
し
跡
も
は
る
け
き
む
さ
し
の
奥
原

（
注
妬
）

述
懐

長右
兵
衛
督
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～
い
と
は
や
も
春
立
け
ら
し
な
に
し
お
ふ
花
の
都
の
け
さ
は
か
す
め
る

下
と
く
る
氷
の
ひ
ま
の
今
朝
み
え
て
春
う
ち
出
る
池
水
の
こ
ゑ

（
朱
注
）
浪
と
な
く
て
う
ち
い
つ
る
こ
と
は
り
分
明
な
ら
す
候
哉

惜
朶
こ
し
明
日
の
年
も
あ
ら
玉
の
春
の
う
つ
り
て
仰
ぐ
空
か
な

（
朱
注
）
立
春
た
し
か
な
ら
す
候

山
姫
の
秋
の
錦
を
先
た
ち
て
霞
の
衣
世
に
お
ほ
ふ
ら
ん

（
朱
注
）
尾
上
久
し
か
る
へ
き
事
不
審

お
さ
ま
れ
る
世
に
住
吉
の
松
か
え
を
君
か
象
か
き
に
移
し
て
や
み
ん
永

（
虫
損
）

（
朱
注
）
此
う
つ
す
は
久
し
き
た
め
し
を
移
す
の
道
理
な
る
へ
け
れ
は
治
定
す
へ
ぎ
所
に
て
□
を
や
の
字

よ
る
し
か
ら
す
候

生
そ
は
む
松
に
小
松
を
な
ら
へ
て
も
君
に
く
ら
ふ
る
千
世
の
な
か
ら
ん
通

（
朱
注
）
千
代
の
な
き
よ
し
俗
難
有
へ
く
候

散
う
せ
ぬ
こ
と
は
の
種
は
君
か
代
の
か
は
ら
ぬ
色
や
す
ゑ
の
松
山
積

（
朱
注
）
言
葉
の
た
れ
を
末
の
松
山
に
て
求
め
ん
事
は
い
か
坐
候
へ
き

罠
山
之
片
玉

實
枝
上
」
（
鞘
オ
）

（
朱
注
）

壺
屋

立
一
春

源 四御
製

四
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～
立
ま
し
る
（
注
”
）
一
本
ゆ
へ
に
草
も
木
も
枝
よ
り
出
ぬ
梅
か
Ｌ
そ
す
る
源
三
位

（
朱
注
）
枝
と
候
へ
は
草
に
相
應
せ
す
候

１
な
へ
て
世
に
咲
と
し
さ
け
る
花
よ
け
に
梅
に
お
よ
へ
る
匂
ひ
や
は
あ
る
四
辻
中
納
言

つ
ほ
む
よ
り
一
木
の
秋
の
紅
葉
を
も
か
つ
さ
く
梅
の
色
に
み
す
ら
ん
左

（
朱
注
）
つ
ぼ
む
と
云
詞
宜
か
ら
す
哉
つ
ぼ
め
る
な
と
申
ま
き
ら
は
し
て
は
と
か
む
る
ま
て
は
有
問
敷
候

へ
共
古
奇
に
は
ふ
く
め
る
ふ
く
め
る
な
と
詠
候
古
躰
な
か
ら
は
さ
や
う
に
は
今
も
詠
へ
く
候
又
梅
は
白
き

を
賞
候
紅
梅
は
題
に
む
か
は
さ
れ
は
帰
り
て
心
を
く
れ
の
や
う
に
申
習
候

（
朱
注
）
さ
ほ
姫
は
春
の
神
山
ひ
め
は
秋
の
ぬ
し
に
定
を
き
候
へ
と
同
し
造
化
の
神
と
は
申
な
か
ら
霞
の

衣
を
山
姫
に
奪
は
れ
候
事
は
い
か
上
候
へ
ぎ
哉

～
春
秋
の
か
は
る
野
山
の
な
か
め
を
も
こ
め
て
霞
の
色
に
立
ら
ん
左
衛
門
督

面
か
け
は
い
つ
承
し
夢
そ
明
ほ
の
奥
霞
に
き
え
て
海
山
も
な
し
源

（
朱
注
）
夢
の
沙
汰
不
得
其
意
候
」
（
⑬
ウ
）

～
草
木
ま
て
春
の
恵
み
の
色
そ
へ
て
か
す
む
な
ら
ひ
の
月
そ
わ
り
な
き

春
の
月
げ
に
う
れ
し
と
や
餘
る
ら
ん
つ
坐
む
霞
の
袖
せ
ま
く
し
て

（
朱
注
）
霞
の
袖
の
せ
は
か
ら
ん
こ
と
は
り
き
こ
え
す
候
」
（
釦
オ
）

小
泊
瀬
や
花
の
木
の
間
を
も
り
ぎ
つ
Ｌ
移
る
も
匂
ふ
袖
の
月
か
け

春
月

梅

左 誠
仁

四
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け
ふ
も
猶
分
入
山
の
道
か
へ
て
し
を
り
も
同
し
花
の
か
け
か
な

（
朱
注
）
去
年
の
し
ぼ
り
に
ひ
と
し
く
聞
候
不
可
然
候
歌

１
香
を
と
め
て
猶
し
た
へ
と
や
一
枝
に
奥
あ
る
花
の
色
を
み
す
ら
ん

～
あ
か
す
承
る
か
ぎ
り
は
花
の
雲
の
上
に
春
の
さ
か
り
は
い
く
世
ふ
る
と
も

（
朱
注
）
下
句
う
つ
る
も
く
も
る
に
相
似
候

む
る
の
か
け
は

～
た
か
う
へ
も
か
す
む
空
そ
と
夜
も
す
か
ら
春
を
い
さ
め
て
月
や
す
む
ら
ん

（
朱
注
）
月
の
す
む
と
は
理
な
く
て
は
春
に
申
か
た
く
候

～
村
雲
は
晴
て
も
空
の
か
ひ
や
な
き
霞
に
つ
る
上
月
の
ひ
か
り
は

お
そ
く
と
も
咲
つ
る
花
の
し
は
し
な
と
ち
る
に
も
ち
ら
ぬ
程
は
な
か
ら
ん

～
お
し
む
に
も
か
く
ち
り
果
て
お
も
ふ
を
は
お
も
は
む
花
の
こ
と
は
り
も
な
し

～
あ
た
に
ち
る
花
の
白
雪
木
の
本
に
つ
も
る
を
み
る
も
お
し
き
色
か
な

～
咲
そ
ひ
て
松
の
青
葉
も
む
ら
さ
き
の
色
こ
ぎ
時
と
か
上
る
藤
な
桑

１
池
廣
み
棹
さ
し
遊
ふ
舟
人
の
袖
の
色
香
に
か
坐
る
藤
な
み

（
朱
注
）
風
流
に
候

～
下
に
の
ゑ
は
ひ
ま
つ
は
れ
て
お
る
枝
の
う
へ
は
ゑ
さ
ほ
の
松
の
藤
な
桑

落
花

藤 見
花

御
製

源
三
位

源
三
位

御
製
」
（
印
ウ
）

左御
製

四
辻
中
納
言

誠
仁

御誠
製 仁

四
辻
」
（
副
オ
）
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（
マ
マ
）

～
あ
く
か
れ
し
初
ね
な
ら
て
も
時
烏
あ
た
に
い
つ
る
は
間
も
猶
け
ん

１
待
人
に
心
く
ら
へ
の
ほ
と
奥
き
す
お
も
ひ
ょ
は
ら
ん
ひ
と
聲
も
か
な

五
月
雨

花
散
し
跡
の
青
葉
の
紅
に
ま
た
染
か
へ
す
梅
の
雨
哉

１
行
か
ょ
ふ
芦
間
の
船
の
葉
か
く
れ
も
浪
の
底
に
や
五
月
雨
の
比

夏
引
の
手
引
の
糸
を
打
は
へ
て
猶
ほ
し
や
ら
ぬ
五
月
雨
の
こ
ろ

（
朱
注
）
上
句
同
類
候
哉

滝
ひ
入
く
庭
と
な
る
ま
て
五
月
雨
に
か
さ
な
る
水
の
こ
ゆ
る
い
は
培

（
朱
注
）
山
中
一
夜
雨
樹
桟
一
日
重
泉
候

～
春
の
色
を
木
々
に
残
し
て
藤
の
花
は
ひ
ま
つ
は
れ
よ
枝
こ
と
に
ゑ
ん

（
マ
マ
）

ｉ
涼
し
さ
は
外
に
求
め
し
閑
な
る
こ
上
ろ
の
水
に
か
か
ふ
秋
風
左
衛
門
督

１
咲
花
に
い
と
ひ
し
風
を
夏
衣
心
も
か
へ
て
待
ゆ
ふ
へ
か
な
源
三
位

（
未
注
）
宗
祇
法
師
の
発
句
に
花
も
か
な
嵐
や
と
は
ん
夏
の
庭
と
仕
候
心
は
ひ
と
つ
に
て
候
へ
と
も
と

（
マ
マ
）

か
め
申
に
ほ
か
は
す
候

～
せ
き
入
て
浅
き
流
れ
も
涼
し
さ
は
底
ゐ
し
ら
れ
ぬ
松
の
下
水
誠
仁

（
朱
注
）
山

納
涼

初
秋

郭
公

左四御
些辻製
へ

51

ウ
ン

源
三
位

四
辻

一
弘
↑
」

源
三
位
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

～
真
萩
原
袖
も
ひ
と
つ
の
露
の
色
を
花
の
外
に
は
い
か
上
は
ら
は
ん

１
春
こ
と
の
木
末
も
し
ら
し
色
入
に
露
も
う
つ
る
ふ
秋
の
花
野
は

１
野
へ
は
み
な
色
の
千
種
の
露
分
け
て
尾
花
蔦
花
み
た
れ
て
そ
さ
く

１
お
き
も
あ
へ
す
一
葉
か
う
へ
の
秋
の
露
い
つ
れ
か
先
に
散
は
し
め
け
ん

（
朱
注
）
殊
勝
に
候
」
（
躯
オ
）

い
つ
の
ま
に
露
を
き
初
て
朝
か
し
は
一
葉
か
う
へ
の
秋
を
み
す
ら
ん

（
朱
注
）
朝
か
し
は
説
あ
る
事
に
候
哉

散
そ
む
る
桐
の
一
葉
の
そ
よ
更
に
初
風
し
る
く
秋
や
き
ぬ
ら
ん

（
朱
注
）
桐
の
葉
に
そ
ょ
さ
ら
の
詞
そ
の
縁
な
く
候
欽

秋
風
は
松
に
音
せ
て
夕
暮
の
残
る
あ
つ
さ
に
端
居
を
そ
す
る

（
朱
注
）
む
す
ひ
句
よ
る
し
か
ら
す
候

の
飲

花
山
や
紅
葉
の
秋
を
象
る
人
も
お
な
し
ょ
に
ふ
る
鳫
は
き
に
け
り

（
朱
注
）
花
山
と
は
花
山
を
申
な
ら
は
し
候
哉

Ｉ
し
た
ふ
と
も
し
ら
て
や
行
し
恨
ま
て
は
る
上
霧
間
の
初
雁
の
声

月
に
は
ま
欲

～
立
か
へ
り
春
の
海
辺
を
行
鳫
も
朝
の
秋
や
す
象
よ
し
の
う
ら

（
朱
注
）
む

草
花

鹿 雁

御誠
仁

四
辻
」
（
砲
ウ
）

左 御 源
三
位

四源四 誠
辻仁
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～
た
の
め
置
し
妻
や
こ
も
れ
る
武
蔵
野
の
千
種
分
つ
呉
小
鹿
な
く
な
り

１
う
き
数
を
独
や
つ
く
す
棹
鹿
の
聲
の
内
よ
り
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

～
つ
れ
な
さ
は
何
と
岩
木
の
山
路
に
も
猶
つ
ま
恋
の
さ
を
し
か
の
声

山
月
」
（
記
オ
）

雲
霧
も
嵐
の
後
の
山
た
か
采
塵
よ
り
い
つ
る
秋
の
夜
の
月

（
朱
注
）
あ
ら
し
後
用
捨
候
へ
き
由

東
路
の
山
の
は
出
し
か
け
な
か
ら
唐
か
け
て
月
や
す
む
ら
ん

（
朱
注
）
山
月
に
も
ろ
こ
し
か
け
て
み
る
へ
き
事
お
ほ
つ
か
な
し

秋
に
さ
そ
か
つ
ら
や
お
り
し
仙
人
の
山
路
の
月
の
光
そ
ひ
け
り

（
朱
注
）
古
事
に
や
題
も
不
覚
悟
候

～
半
天
に
光
は
桑
へ
て
雲
霧
の
山
の
は
遠
く
月
そ
い
さ
ょ
ふ

を
き
欲

～
浦
と
を
く
か
た
ふ
く
月
を
や
と
し
捨
て
独
と
か
へ
る
秋
の
し
ら
な
み

～
関
寺
も
心
と
め
て
や
月
も
ゑ
ん
秋
風
す
め
る
須
磨
の
う
ら
浪

四
の
緒
の
浪
に
聞
え
し
い
に
し
へ
も
入
江
の
月
に
の
こ
る
面
か
け

（
朱
注
）
辱
陽
江
は
月
た
る
へ
く
候

～
旅
こ
ろ
も
う
ら
淋
し
く
も
い
く
よ
ま
て
思
ひ
あ
か
し
の
月
に
な
れ
ぬ
る

世
の
う
さ
も
先
忘
ら
れ
て
ぷ
る
程
に
し
は
し
な
ぐ
さ
む
須
磨
の
月
か
け

浦
月

↑
生源

三
位

御
製

左
」
（
詔
ウ
）

御
製

誠 左四
辻

誠誠四
仁辻

四
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

～
な
か
る
坐
を
冬
と
や
わ
か
む
立
田
川
ち
ら
い
も
う
か
ふ
山
の
も
染
ち
は

（
朱
注
）
立
田
川
の
勝
景
眼
前
に
候

～
染
ｊ
、
し
木
の
は
を
水
に
吹
た
め
て
氷
に
残
る
秋
の
谷
か
せ

（
朱
注
）
至
断
候

１
花
も
か
く
散
に
し
物
と
思
ひ
出
て
落
葉
に
の
こ
る
風
も
う
ら
め
し

む
す
ひ
し
欲

～
音
た
て
し
梢
に
よ
は
る
夜
嵐
の
け
さ
や
落
葉
の
下
に
吹
ら
ん

（
朱
注
）
斧
鑿
の
あ
と
な
く
候

～
梢
を
は
風
の
さ
そ
ひ
て
木
の
本
は
一
葉
こ
は
の
秋
か
と
そ
見
る

（
朱
注
）
木
の
も
と
に
梢
の
句
を
へ
た
て
入
く
る
し
か
る
ま
し
き
や

～
冬
き
い
と
秋
は
明
日
の
朝
日
か
け
移
り
か
は
れ
る
村
し
く
れ
か
な

～
一
と
を
り
こ
上
に
は
れ
行
程
た
に
も
よ
そ
の
雲
間
や
又
時
雨
ら
ん

～
う
ち
し
き
る
砧
に
夢
は
驚
き
て
月
も
身
に
し
む
夜
比
へ
に
け
り

～
か
け
白
き
真
砂
の
上
に
降
つ
み
て
雪
よ
り
外
は
わ
く
色
そ
な
き

～
た
へ
て
住
身
に
は
哀
や
深
か
ら
し
友
ま
つ
雪
に
宿
を
ま
か
せ
て

（
朱
注
）

雪 濤
衣

落
葉

時
雨

御
製

御
製

誠
仁
」
（
別
オ
）

源
三
位

四御
辻製

誠
仁

左
衛
門
督

四
辻
」
（
副
ウ
）

源
三
位
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か
な
ら
す
と
い
ひ
慰
め
し
末
の
露
更
ぬ
る
夜
半
の
袖
に
あ
ま
れ
る

（
朱
注
）
此
末
の
露
本
寄
に
心
た
か
ひ
候
い
か
上

１
世
に
な
ら
ふ
人
に
と
は
入
や
待
程
の
つ
ら
き
夕
は
あ
り
や
な
し
や
と

、
袖
の
上
は
忍
ふ
も
ち
す
り
分
し
野
些
露
と
こ
た
へ
て
涙
し
ら
せ
し

～
ょ
そ
め
に
は
あ
や
し
と
や
み
ん
幾
度
か
せ
き
返
す
袖
の
涙
な
か
ら
に

通
路
の
夜
半
も
明
行
烏
の
ね
に
ゆ
る
す
人
め
の
関
寺
も
か
な

（
朱
注
）
第
二
の
句
あ
る
へ
く
候

～
も
ら
さ
し
の
心
つ
よ
き
も
は
て
は
身
に
お
も
ひ
よ
は
ら
ん
袖
の
な
ゑ
た
か

不
逢
恋

槙
柱
立
そ
ふ
は
か
り
な
れ
ぬ
と
も
あ
は
す
は
何
の
月
日
な
ら
ま
し

（
朱
注
）
ま
き
は
し
ら
何
ゆ
へ
に
た
ち
そ
ひ
候
哉
不
得
其
意
候
」
（
弱
オ
）

～
あ
た
浪
に
糸
る
め
は
か
り
を
と
り
添
て
我
や
あ
は
て
の
浦
の
海
士
人

～
逢
ま
て
と
人
に
い
つ
か
は
有
明
の
月
は
つ
れ
な
き
空
に
か
こ
た
ん

り
け
れ

行
末
の
心
も
し
ら
て
頼
む
こ
そ
我
か
ら
つ
ら
き
契
り
な
ら
ま
し

（
朱
注
）
て

待
恋

契
恋

忍
恋て

に
は
不
審

源 御 源
三
位

御
製

四 四 源
三
位

誠左四
辻
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌」解題・翻刻

１
人
に
の
象
う
ぎ
に
も
あ
ら
す
は
て
は
又
身
を
し
る
か
た
に
そ
ふ
恨
か
な
御
製

さ
す
か
又
お
も
ひ
も
捨
ぬ
我
中
や
恨
む
る
外
の
こ
と
の
葉
そ
な
き
誠

（
朱
注
）
や
と
い
ひ
て
そ
と
は
申
か
た
く
候
哉

打
出
む
な
か
や
あ
ら
し
と
と
は
か
り
に
露
の
恨
朶
の
身
そ
き
へ
か
へ
る
四

（
朱
注
）
結
句
不
可
然
候

ゆ
く
り
な
く
し
は
し
形
見
に
恨
む
る
も
ゑ
に
し
た
え
す
は
情
な
ら
ま
し
左

（
朱
注
）
ゆ
く
り
な
く
不
意
の
義
お
も
は
す
な
る
事
申
候
哉
此
嵜
に
て
は
前
後
参
差
候
哉
」
（
弱
オ
）

卿
、
い
つ
の
世
の
た
か
衣
ノ
ｉ
１
に
鳴
そ
め
て
」
（
弱
ウ
）
八
声
の
烏
の
名
に
も
立
ら
ん

逢
こ
と
は

４
１
－
す
ち
に
絶
て
の
後
は
玉
の
緒
の
こ
は
何
ゆ
へ
に
な
を
か
く
る
ら
ん

な
の
り
を
も
か
へ
て
や
と
は
ん
人
心
あ
ひ
み
ぬ
時
に
立
か
へ
る
身
は

：
（
朱
注
）
お
も
ひ
入
た
る
躰

此／へ
分朱
候注

一

よ
し
あ
し
を
わ
か
ぬ
う
き
身
も
さ
す
か
又
つ
と
む
る
道
や
あ
か
つ
き
の
空

の

ふ
か
き
夜
を
し
ら
て
明
つ
る
関
の
戸
は
烏
の
そ
ら
ね
や
お
と
ろ
か
し
け
ん
誠

を
な
か
す
あ
り

（
朱
注
）
函
谷
関
を
故
事
の
ま
坐
に
て
注
し
た
る
や
う
に
て
作
者
の
工
夫
あ
ら
は
れ
す
候
諸
事
に
渡
り
て

（
朱
注
）

暁 恨
恋

別
恋

四 四
辻

左
衛
門
督

源
三
位
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（
朱
注
）
孟
子
に
舜
の
徒
桀
か
徒
と
い
へ
る
本
文
は
心
ふ
か
き
や
う
な
れ
と
吾
さ
ま
風
雅
な
ら
す
候

１
空
も
や
上
涼
し
く
な
り
ぬ
あ
か
つ
き
の
ま
と
の
と
も
し
火
か
Ｌ
け
つ
く
さ
ん
左

（
朱
注
）
韓
退
か
灯
火
や
上
し
た
し
む
へ
し
と
い
へ
る
面
影
う
か
ひ
候

～
く
り
返
し
う
き
と
承
し
よ
の
昔
た
に
（
注
詔
）
忍
ふ
枕
の
ね
さ
め
と
そ
な
る
源

１
草
枕
一
よ
ふ
た
夜
の
宿
り
さ
へ
か
は
る
と
な
れ
は
名
残
そ
ひ
ぬ
る

て
る
も
か
な
歌

～
こ
し
か
た
を
思
ひ
や
る
に
も
旅
こ
ろ
も
あ
と
に
へ
た
つ
る
海
山
そ
う
き

～
草
莚
か
た
し
き
な
れ
て
う
た
よ
れ
の
夢
路
露
け
き
む
さ
し
野
の
原

（
朱
注
）
う
た
上
ね
む
さ
し
野
に
相
應
せ
す
候
哉

も
欲

４
‐
か
り
そ
め
も
ふ
ゑ
な
ら
は
ね
は
旅
の
道
移
る
な
か
め
に
け
ふ
は
く
ら
し
つ

～
う
き
旅
の
行
ゑ
と
上
め
い
東
路
の
道
の
は
て
し
も
し
ら
川
の
せ
き

～
す
く
な
る
を
あ
ふ
か
ざ
ら
め
や
今
も
猶
神
代
の
ま
上
の
敷
嶋
の
道

（
マ
マ
）

～
お
も
ふ
そ
よ
あ
り
と
あ
ら
ふ
る
人
こ
と
の
心
の
う
ち
に
お
さ
め
し
る
世
を

～
岩
清
水
す
む
も
に
こ
る
も
天
地
と
わ
か
る
な
か
れ
は
つ
ぎ
し
と
そ
思
ふ

（
朱
注
）
わ
か
る
な
か
れ
と
は
申
か
た
く
候
言
葉
た
り
候
は
す
候
哉
」
（
師
オ
）

擬
刻
辰
翁
批
語
者
六
十
九
首

實
枝
上

旅祝

御誠
」
（
砺
ウ
）

左源 御 四
辻

四
寺『

ﾕエ
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

４
、
出
る
日
の
高
ね
は
は
れ
て
三
笠
山
ふ
も
と
を
こ
む
る
あ
さ
霞
か
な

春
や
と
き
谷
の
戸
出
て
う
ぐ
ひ
す
の
軒
は
の
竹
に
い
ま
そ
鳴
な
る

野
若
菜

～
春
日
野
の
と
ふ
ひ
の
野
へ
の
雪
消
ぬ
た
れ
う
ち
む
れ
て
若
な
つ
む
ら
ん
」
（
記
オ
）

～
や
か
す
と
も
猶
空
さ
え
て
あ
ら
ち
山
朝
立
雲
に
淡
雪
そ
ふ
る

行
路
梅

～
玉
ほ
こ
の
道
行
人
の
袖
の
香
や
か
ぎ
ね
の
梅
の
花
の
下
か
せ

立
春

１
消
あ
へ
ぬ
雪
は
高
ね
に
残
れ
と
も
春
と
や
今
朝
は
か
す
み
初
ら
ん

梅
風

１
く
れ
な
ゐ
の

詠
百
首
和
歌

（
マ
マ
）

天
正
五
年
六
月
二
十
二
三
日
之
頃
御
題
被
出
之
七
月
七
八
日
之
比
各
詠
進
清
書
親
王
行
方
同
十
一
日
被

仰
合
鮎
事
同
十
三
日
合
鮎
返
納
同
月
十
七
日
申
出
同
十
九
日
一
日
所
写
校
合
旱
」
（
師
ウ
）

春
竹
鶯

山
霞

の

こ
そ
め
梅
は
色
よ
り
も
匂
ひ
そ
ふ
か
き
春
の
夕
か
せ
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１
若
草
の
末
葉
の
露
に
し
ら
れ
け
り
」
（
記
ウ
）
ふ
る
と
も
み
え
ぬ
庭
の
春
雨

帰
雁
幽

故
郷
へ
立
帰
る
な
り
い
つ
し
か
に
春
は
か
す
象
の
衣
か
り
か
ね

～
浅
み
と
り
糸
よ
り
か
く
る
春
雨
に
を
き
そ
ふ
露
の
玉
の
を
柳

我
袖
の
な
ゑ
た
は
か
り
を
か
こ
ち
て
も
も
と
よ
り
霞
む
春
の
夜
の
月

寄
雲
花

～
雲
に
猶
さ
き
そ
ひ
し
よ
り
葛
城
や
花
も
高
間
の
山
さ
く
ら
か
な

霞
隔
花

春
霞
た
な
引
に
け
り
高
砂
の
尾
上
の
花
も
象
え
ぬ
は
か
り
に

雨
中
花
」
（
弱
オ
）

春
雨
の
け
ふ
さ
へ
ふ
る
の
山
さ
く
ら
ぬ
る
と
も
花
を
猶
や
尋
ね
ん

風
前
花

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
の
嵐
猶
さ
え
て
梢
に
う
と
き
山
さ
く
ら
か
な

花
如
雪

～
雲
と
み
る
高
ね
の
花
に
風
過
て
雪
か
き
く
ら
す
み
よ
し
の
些
里

春
雨

柳
露

春
月
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

１
咲
に
け
り
み
き
は
の
松
の
藤
の
花
な
み
も
梢
を
こ
す
と
見
る
ま
て

三
月
尽

花
烏
の
わ
か
れ
の
象
か
は
日
数
さ
へ
け
ふ
を
限
り
と
く
る
上
春
か
な

け
ふ
も
猶
春
の
名
残
や
の
こ
る
と
て
か
へ
ま
く
お
し
き
花
染
の
袖

川
卯
花

玉
川
の
河
瀬
に
咲
る
卯
花
や
ょ
な
ノ
ー
月
の
影
と
み
ゆ
ら
ん

初
郭
公
」
（
帥
オ
）

待
わ
ひ
し
心
し
り
て
や
ほ
と
典
き
す
わ
れ
に
初
ね
を
ま
つ
き
か
す
ら
ん

郭
公
遍

今
は
世
に
ふ
り
ぬ
る
後
も
ほ
と
Ｌ
き
す
あ
か
ぬ
心
に
な
を
ま
た
れ
つ
上

を
山
田
の
苗
代
水
を
せ
き
入
て
年
ゆ
た
か
な
る
程
を
み
る
か
な

岸
款
冬

い
は
き
し
に
咲
ぬ
と
見
え
て
山
吹
の
花
は
色
に
そ
井
手
の
玉
川
」
（
弱
ウ
）

更
衣

盧
橘

夏 松
藤

苗
代
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風
か
よ
ふ
ね
覚
の
床
に
忍
ふ
な
り
花
た
ち
ば
な
は
昔
な
か
ら
に

楯
菖
蒲

４
１
五
月
雨
の
ふ
る
屋
の
軒
の
あ
や
め
草
ふ
き
そ
ふ
れ
と
も
も
る
板
ま
哉

け
ふ
も
猶
山
田
の
さ
な
へ
取
そ
め
て
ゆ
た
か
な
る
代
と
い
そ
く
頃
か
な
」
（
帥
ウ
）

五
月
雨

～
か
き
く
ら
し
ふ
る
五
月
雨
の
音
羽
川
音
に
も
し
る
し
水
の
桑
か
さ
は

～
半
天
の
雲
間
に
あ
け
て
夏
の
よ
の
月
に
は
い
と
ふ
山
の
は
そ
な
き

夏
草
滋

と
ふ
人
の
跡
も
さ
な
か
ら
み
え
ぬ
ま
て
し
け
り
に
け
り
な
庭
の
夏
草

蚊
遣
火

か
や
り
火
の
け
ふ
り
や
し
は
し
残
る
ら
ん
軒
は
の
月
の
か
け
か
す
む
な
り

～
窓
ち
か
き
夜
半
の
蛍
や
萩
の
葉
に
」
（
副
オ
）
露
よ
り
外
の
玉
と
ゑ
ゆ
ら
ん

Ａ
Ｉ
足
引
の
遠
山
烏
の
お
の
へ
よ
り
へ
た
て
ｋ
｛
か
、
《
る
ゆ
ふ
立
の
雲

夏
月

国
十
井
田

窓
蛍

納
涼

夕
立
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

早
秋

～
い
と
は
や
も
秋
や
き
ぬ
ら
ん
荻
の
葉
に
今
朝
よ
り
か
は
る
風
の
音
つ
れ
」
（
田
ウ
）

七
夕
契

た
な
は
た
の
稀
な
る
（
注
調
）
中
の
天
河
た
え
せ
ぬ
こ
と
や
契
な
る
ら
ん

深
夜
荻

１
軒
ち
か
き
荻
の
上
風
音
ふ
け
て
結
ひ
も
は
て
ぬ
手
枕
の
夢

水
辺
萩

～
浪
か
く
る
本
あ
ら
の
小
萩
枝
な
か
ら
錦
を
あ
ら
ふ
野
路
の
玉
河

薄
似
袖

１
霞
分
る
袖
か
と
ゑ
れ
は
花
薄
ま
ね
く
は
か
り
に
秋
風
そ
ふ
く

１
夕
く
れ
の
風
を
ま
つ
間
の
す
上
し
さ
は
結
ふ
い
つ
み
の
象
つ
か
ら
そ
し
る

六
月
祓

御
秋
川
ゆ
く
せ
の
な
み
の
音
更
て
か
へ
る
た
も
と
に
か
よ
ふ
秋
か
せ

露
ふ
か
ぎ
野
原
の
草
の
蟇
」
（
他
オ
）
い
つ
ま
て
と
て
か
音
を
は
鳴
ら
ん

ね
さ
め
す
る
枕
に
ち
か
き
鹿
の
音
や
な
れ
も
妻
と
ふ
た
く
ひ
な
る
ら
ん

秋
暁
鹿

原
虫
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雲
端
雁

Ａ
Ｉ
い
く
つ
か
と
声
に
そ
し
る
き
鳴
雁
の
雲
ま
の
数
は
さ
た
か
な
ら
ね
と

４
１
秋
風
に
う
き
た
つ
雲
は
つ
く
は
ね
の
」
（
配
ゥ
）
嶺
さ
し
の
ほ
る
月
の
か
け
か
な

１
‐
秋
こ
と
に
あ
れ
こ
そ
ま
さ
れ
月
な
ら
て
不
破
の
関
屋
は
も
る
人
や
な
き

～
雲
は
ら
ふ
せ
と
の
塩
風
ふ
け
に
け
り
ゑ
鴫
か
磯
に
月
そ
か
た
ふ
く

Ａ
、
こ
の
ま
も
る
心
つ
く
し
と
な
り
に
け
り
月
に
う
き
田
の
も
り
の
下
草

な
か
む
れ
は
哀
そ
ま
さ
る
い
つ
も
お
な
し
夕
な
か
ら
も
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

あ
つ
ま
よ
り
け
ふ
は
都
に
相
坂
や
山
こ
え
そ
む
る
望
月
の
駒

難
波
潟
み
き
ば
の
波
の
よ
る
／
＼
は
更
行
月
に
う
ら
風
そ
ふ
く

嵐
吹
山
よ
り
は
れ
て
大
井
川
」
（
侭
オ
）
霧
の
そ
こ
ふ
く
瀬
ど
の
し
ら
波

秋
夕

嶺
月

駒
迎

関
月

杜
月

磯
月

掴
侭
Ｒ
刀

朝
霧
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

～
身
に
か
へ
て
猶
や
し
た
は
ん
行
秋
の
と
ま
る
な
ら
ひ
の
あ
る
世
な
り
せ
は
」
（
田
ゥ
）

檮
衣
新
古
今
雅
経
卿
承
よ
し
の
皇
山
の
秋
風
小
夜
ふ
け
て
故
郷
さ
む
く
衣
ぅ
鼠

み
よ
し
野
の
山
か
せ
さ
む
く
成
に
け
り
た
れ
ふ
る
郷
に
衣
う
つ
ら
ん

山
紅
葉

み
る
ま
上
に
色
こ
そ
か
は
れ
し
く
れ
行
あ
と
よ
り
そ
む
る
山
の
紅
葉
は

滝
紅
葉

１
ゑ
よ
し
野
入
滝
の
し
ら
糸
く
り
た
め
て
千
入
に
そ
む
る
嶺
の
も
み
ち
は

時
雨
過

～
程
も
な
く
里
を
は
過
て
し
か
ら
き
の
外
山
を
め
く
る
村
時
雨
か
な

落
葉
深

１
つ
も
れ
と
も
庭
は
あ
ら
し
の
さ
そ
は
れ
て
か
き
ね
そ
ふ
か
き
木
の
は
な
り
け
る

１
草
の
原
秋
み
し
色
は
霜
か
れ
て
残
る
も
淋
し
庭
の
し
ら
菊

寒
草
霜

か
れ
残
る
ま
か
き
の
草
に
を
く
霜
や
秋
み
し
露
の
か
た
み
な
る
ら
ん

湊
氷
」
（
“
オ
）

匁一
､

暮
秋

残
菊
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～
難
波
か
た
芦
の
か
れ
は
に
風
さ
え
て
一
夜
の
ほ
と
に
氷
る
浪
か
な

浦
千
鳥

～
浜
千
と
り
跡
ふ
み
つ
け
て
今
も
又
わ
か
名
を
か
く
る
わ
か
の
う
ら
な
み

池
水
鳥

～
池
水
の
こ
ほ
ら
ぬ
か
た
そ
し
ら
れ
け
る
ひ
と
つ
み
き
は
の
を
し
鴨
の
声
」
（
“
ウ
）

～
有
ま
山
ゆ
ふ
ゐ
る
雲
の
さ
ゆ
る
よ
り
霞
玉
ち
る
い
な
の
さ
ふ
は
ら

夕
鷹
狩

降
雪
の
し
ら
け
か
贋
を
手
に
す
へ
て
猶
か
り
く
ら
す
け
ふ
の
御
狩
は

～
ふ
み
分
て
と
ふ
人
ま
れ
の
山
里
は
つ
も
る
か
ひ
な
き
庭
の
し
ら
雪

～
と
は
い
さ
へ
ふ
か
き
心
の
色
み
え
て
跡
な
き
け
さ
の
庭
の
し
ら
雪

紀
の
国
や
吹
上
の
濱
の
は
ま
風
に
ゆ
ら
の
み
な
と
や
な
を
こ
ほ
る
ら
ん

霜
ふ
か
き
庭
の
真
砂
も
白
妙
の
色
を
ま
か
へ
て
こ
ほ
る
月
か
け

父
弓
月

枯
草

篠
霞

庭
雪

〕
灰
室
岨

田
圭
奉
ヨ
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

～
す
桑
か
ま
の
煙
は
か
り
を
し
る
へ
に
て
」
（
錨
オ
）
雪
に
ま
よ
は
ぬ
小
野
の
山
も
と

惜
歳
暮

～
お
も
ほ
え
す
過
つ
る
方
の
日
数
さ
へ
今
お
し
ま
る
上
年
の
暮
か
な

～
祈
り
こ
し
し
る
し
も
い
ま
た
な
か
り
け
り
い
つ
し
か
人
を
三
輪
の
神
杉

～
須
磨
の
浦
の
承
る
め
は
か
り
は
か
ひ
な
く
て
塩
た
れ
増
る
あ
ま
の
衣
手

八
、
な
か
ら
へ
て
お
な
し
う
き
世
に
あ
る
と
の
糸
聞
や
我
身
の
た
の
承
な
る
ら
ん

～
い
か
に
せ
ん
も
す
の
草
く
ぎ
そ
れ
と
た
に
行
衛
も
し
ら
ぬ
方
に
恋
つ
坐

つ
ゐ
に
は
や
色
に
や
出
ん
我
袖
に
つ
上
む
か
ひ
な
き
涙
な
り
せ
は

不
逢
ミ

か
た
糸
の
み
た
れ
て
物
を
思
ふ
か
な
あ
は
ぬ
う
ら
み
に
む
す
ほ
上
れ
つ
上
」
（
妬
ウ
）

初
恋

お
も
ひ
そ
む
る
心
の
中
に
こ
む
ら
さ
き
い
つ
し
か
ふ
か
き
色
や
象
ゆ
ら
ん

恋
祈
ミ

忍
、
＞

罰
ミ

＝

吾仏
＞
、

見
呉
、
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～
い
せ
の
あ
ま
の
網
の
う
け
縄
打
は
へ
て
く
る
夜
ま
れ
な
る
人
に
恋
つ
‐
《

１
吹
風
も
峯
こ
え
て
行
浮
雲
の
跡
な
き
ま
て
に
な
る
契
り
か
な

４
１
い
つ
は
り
の
あ
る
世
と
か
ね
て
し
り
な
か
ら
か
は
る
契
り
を
何
う
ら
む
ら
ん

～
も
ろ
と
も
に
つ
皇
み
し
物
を
か
ひ
も
な
く
た
か
涙
よ
り
も
ら
し
初
け
ん
」
（
“
ウ
）

、
箔
可
ゲ

ー
こ
え
て
こ
そ
く
る
し
き
程
も
し
ら
れ
け
れ
行
あ
ふ
坂
の
山
の
通
路

衣
１
１
、
の
わ
か
れ
の
袖
に
か
き
く
ら
す
な
ぷ
た
の
露
や
今
朝
の
玉
つ
さ

偽
り
の
こ
と
の
葉
な
か
ら
更
行
は
ま
た
て
そ
ゑ
つ
る
有
明
の
月

呉
竹
の
よ
上
ま
て
契
る
こ
と
の
は
に
」
（
“
オ
）
心
か
は
ら
ぬ
色
や
み
ゆ
ら
ん

お
な
し
世
に
猶
な
か
ら
へ
て
中
ｊ
、
，
に
つ
ら
さ
や
い
と
上
つ
も
る
年
月

変
ミ

後
朝
ミ

久
ミ

稀
ミ

偽
恋

条
一
シ
、

顕
ミ

待
恋

契
ミ
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三十五山岸文庫蔵『傅聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

～
山
ふ
か
象
軒
は
ま
ち
か
き
松
の
か
せ
お
と
つ
る
４
塁
さ
へ
淋
し
か
り
け
り

寝
覚
鶏

～
あ
け
ぬ
か
と
烏
の
な
く
ね
に
鷲
て
月
は
夜
ふ
か
き
暁
の
そ
ら
」
（
印
ウ
）

古
寺
鐘

今
も
な
を
昔
な
か
ら
に
聞
ゆ
也
初
瀬
の
寺
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね

名
所
松

～
浦
風
は
ふ
き
ょ
は
れ
と
も
住
吉
の
松
に
そ
浪
の
音
は
の
こ
れ
る

夏
引
の
手
引
の
い
と
の
い
と
は
れ
て
」
（
師
オ
）
心
の
う
ち
は
猶
み
た
れ
つ
入

被
忘
恋

１
今
は
上
や
我
身
の
と
か
に
な
し
は
て
上
と
は
い
つ
ら
さ
を
な
け
か
す
も
か
な

今
は
よ
し
恨
み
も
や
ら
し
中
ノ
く
１
に
人
の
こ
上
ろ
の
う
き
に
つ
け
て
も

村
雲
の
ひ
ま
行
月
の
（
注
鋤
）
た
え
ノ
く
、
に
な
り
ぬ
る
中
に
残
る
面
か
け

雑
山
家

絶
ミ

艮
々

田
家

被
厭
易
、
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４
１
舩
と
め
て
今
夜
は
こ
臭
に
す
ま
の
浦
や
夢
を
は
ゆ
る
せ
浪
の
関
守

思
往
事

め
く
り
く
る
月
日
は
い
ま
た
か
は
ら
れ
と
昔
に
な
れ
は
忍
ひ
か
れ
つ
上

述
懐
千
諸
万
端
一
首
誰
候
難
禁
落
涙
候
毎
首
御
心
詞
珍
重
た
け
す
か
た
相
兼
候
筋
愚
眼
候

４
１
世
を
お
も
ふ
心
は
人
に
お
と
ら
れ
と
昔
に
似
ぬ
や
身
の
お
ろ
か
な
る

旅
人
の
宿
か
り
衣
し
ほ
れ
つ
‐
こ
（
飴
オ
）
露
わ
け
わ
ふ
る
野
路
の
篠
は
ら

秋
は
つ
る
門
田
の
な
る
こ
音
絶
て
枕
に
ち
か
き
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

吹
風
も
お
さ
ま
る
御
代
の
は
し
め
と
て
鴫
の
外
ま
て
浪
し
つ
か
な
り
」
（
鮨
ウ
）

五
十
八
首
頓
阿
上

宝
筐
院
殿
百
首
御
詠

康
安
二
八
二
十
六
日
被
下
之
同
二
十
九
日
加
愚
黙
令
返
進
」
（
的
オ
）

詠
三
十
首
和
歌
公
條

香
具
山
立
春

雪
な
か
ら
け
さ
さ
か
き
は
の
か
く
山
を
と
め
て
道
あ
る
春
や
立
ら
ん

罵
中
衣

旅
泊
夢

祝
言
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

三
輪
山
霞

い
つ
れ
と
か
し
る
し
の
杉
も
三
輪
の
山
お
な
し
か
さ
し
に
霞
た
つ
空

春
日
野
鶯

谷
を
出
て
う
つ
る
心
や
春
日
野
の
道
し
る
へ
す
る
鶯
の
こ
ゑ

難
波
津
梅

難
波
津
や
ぶ
ち
く
る
塩
に
梅
咲
て
世
に
上
ほ
ふ
へ
き
春
か
せ
そ
ふ
く

吉
野
山
桜
」
（
ｍ
オ
）

春
の
き
て
桜
も
雪
の
ふ
る
里
の
よ
し
の
は
冬
の
外
や
な
か
ら
ん

志
賀
花
園
蝶

咲
し
よ
り
志
賀
の
花
園
と
ひ
か
よ
ふ
胡
蝶
も
夢
の
昔
を
や
お
も
ふ

住
江
藤

住
江
や
た
え
す
も
岸
に
よ
る
芦
の
色
に
出
た
る
松
の
藤
な
象

筑
波
山
新
樹

朝
露
の
木
ど
の
み
と
り
も
に
ゐ
は
り
の
つ
く
は
の
山
は
雲
も
か
上
ら
す

音
羽
山
郭
公

雲
埋
む
梢
は
る
か
に
ほ
と
生
き
す
音
羽
の
山
の
声
ほ
の
か
な
り
」
（
ｍ
ウ
）

遠
里
小
野
夏
草

花
さ
か
む
真
萩
か
り
ま
せ
秋
は
又
遠
里
小
野
を
分
る
あ
け
ま
き
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大
井
川
鵜
舩

う
舩
さ
す
か
上
り
の
跡
も
大
ゐ
川
河
辺
の
松
の
打
け
ふ
り
ゆ
く

篠
田
杜
納
涼

涼
し
さ
は
手
に
む
す
ふ
て
ふ
い
つ
み
な
る
篠
田
の
も
り
の
か
け
に
く
ら
さ
ん

宮
城
野
萩

萩
か
花
そ
め
色
な
く
は
宮
城
の
土
露
の
か
き
り
は
い
か
入
さ
く
へ
き

烏
羽
田
雁

幾
秋
を
か
け
て
か
き
け
ん
色
つ
く
る
」
（
、
オ
）
烏
羽
田
の
稲
を
か
り
の
ひ
と
つ
ら

小
倉
山
鹿

立
な
ら
す
秋
も
い
く
夜
の
小
倉
山
し
か
の
お
も
ひ
を
霧
の
ふ
る
里

玉
津
嶋
月

月
す
め
は
い
そ
の
ま
さ
こ
も
玉
津
嶋
み
か
く
ひ
か
り
は
空
も
へ
た
て
し

須
磨
浦
月

秋
風
も
せ
き
吹
こ
え
て
へ
た
て
な
き
月
を
そ
よ
す
る
須
磨
の
浦
な
ゑ

吹
上
濱
菊

天
津
星
あ
や
ま
つ
菊
の
色
よ
り
や
浪
の
吹
上
に
に
ほ
ふ
は
ま
か
せ

龍
田
川
紅
葉
」
（
河
ウ
）

わ
た
る
瀬
を
い
か
よ
さ
た
め
ん
立
田
川
ふ
か
ぎ
も
み
ち
の
色
に
ま
か
せ
て
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌」解題・翻刻

生
駒
山
時
雨

き
の
ふ
け
ふ
分
て
立
ゐ
る
雲
や
ま
す
時
雨
折
し
る
い
こ
ま
山
か
な

三
嶋
江
寒
芦

浪
風
に
桑
し
ま
す
か
些
さ
か
た
ふ
け
は
芦
か
り
小
舟
入
江
寒
け
き

佐
保
川
千
鳥

を
敦
さ
よ
欲
か
な
ィ

ゐ
る
た
つ
の
ひ
と
り
ね
か
た
き
さ
ほ
川
の
お
も
ひ
や
か
は
す
友
千
鳥
な
く

山
欽

相
坂
関
雪

相
坂
は
雪
の
色
よ
り
な
き
出
て
夕
附
烏
や
関
路
も
る
ら
ん
」
（
ね
オ
）

宇
治
川
網
代

ひ
を
む
し
に
あ
ら
そ
ふ
心
武
士
の
や
そ
う
ち
川
に
み
る
も
は
か
な
き

泊
瀬
山
鐘

は
つ
せ
山
鐘
き
く
枕
た
れ
あ
り
て
そ
の
暁
に
ふ
た
も
と
の
杉

明
石
浦
舟

夕
日
か
け
あ
か
し
の
浦
に
鴫
か
く
れ
お
も
ひ
し
舟
の
か
へ
る
を
そ
み
る

佐
夜
中
山
旅

旅
衣
か
た
ら
ふ
人
を
今
や
と
も
さ
や
の
中
山
い
か
上
た
の
ま
ん

天
橋
立
松

久
か
た
の
天
の
橋
立
橋
た
て
上
」
（
ね
ウ
）
を
よ
ふ
や
松
の
象
と
り
な
る
ら
ん

－－161－



春
た
つ
日

打
は
へ
て
け
ふ
あ
ら
玉
の
年
の
緒
の
長
き
を
春
の
光
り
に
そ
み
る

の
こ
り
の
雪

春
あ
さ
き
朝
日
か
く
れ
の
山
里
は
か
ぎ
ね
を
さ
む
み
残
る
し
ら
雪

わ
か
な

袖
寒
み
に
ほ
ふ
と
も
な
き
春
風
の
花
の
入
わ
か
な
雪
を
つ
む
な
り

あ
を
む
ま

春
の
色
も
染
は
し
に
し
る
き
白
馬
を
久
し
き
世
ミ
の
た
め
し
に
そ
引

や
よ
ひ

色
ど
の
幣
に
か
さ
し
の
ふ
ち
ざ
く
ら
」
（
皿
オ
）
南
祭
の
日
や
め
く
る
ら
し

香
を
た
に
も
猶
う
つ
蝉
の
か
ら
衣
か
へ
て
も
花
の
わ
す
れ
か
た
み
に

う
の
花

伏
見
里
竹

ほ
し
か
ね
つ
涙
に
そ
め
し
呉
竹
の
伏
見
の
里
を
ょ
も
の
な
こ
り
に

和
歌
浦
鶴

仙
人
の
老
を
か
へ
し
て
わ
か
の
浦
や
す
む
て
ふ
た
つ
や
君
か
代
の
た
め
」
（
沼
オ
）

衣
か
へ

賞
隆

実
香

堯
I虫I
ノ月し

邦
筈
向

ｰ

_旦一

胤
仁
悟
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

外
に
み
ぬ
月
も
そ
れ
か
と
卯
花
の
さ
け
る
を
た
と
る
木
觜
の
下
道

神
ま
つ
り

神
ま
つ
る
卯
月
の
は
し
め
一
筋
に
そ
れ
と
み
室
の
山
か
つ
ら
せ
り

あ
や
め
草

茅
か
や
ふ
く
昔
の
宿
を
忘
れ
す
は
ね
な
か
ら
軒
の
あ
や
め
を
も
み
ん

な
こ
し
の
は
ら
へ
」
（
刊
ウ
）

み
た
ら
し
や
浪
も
な
こ
し
の
は
ら
へ
し
て
か
へ
る
さ
涼
し
水
の
ゆ
ふ
か
せ

秋
風
そ
猶
お
と
ろ
か
す
一
と
せ
の
な
か
は
の
夢
も
昨
日
と
お
も
ふ
に

た
な
は
た

天
川
い
つ
か
け
そ
め
て
か
さ
具
き
の
は
し
め
と
な
り
し
あ
ふ
せ
な
る
ら
ん

照
そ
ふ
や
月
も
半
の
秋
を
へ
て
な
を
十
五
夜
の
空
そ
名
に
た
つ

こ
ま
ひ
き

ひ
く
駒
の
い
ざ
み
あ
る
世
と
仰
つ
上
昔
を
今
に
か
へ
す
袖
か
な

こ
こ
ぬ
か

千
々
の
秋
め
く
る
も
あ
か
し
九
重
に
八
重
さ
く
花
の
菊
の
ざ
か
つ
き

神
無
月

モ
チ
ツ
キ
‐

十
五
夜

は
つ
秋

為
廣

貞
敦

政
為

道
、
氷

半
旦
臣
ユ

油
『
人
席
叶
版

実
望

季
種
」
（
だ
オ
）

覚
胤

－163－



秋
の
色
の
か
は
ら
す
な
か
ら
神
無
月
お
な
し
雲
間
や
猶
し
く
る
ら
ん

し
も
月

天
乙
女
た
へ
い
た
め
し
を
更
に
ま
た
昔
に
か
へ
す
袖
の
し
ら
露

か
く
ら

き
上
た
ゆ
る
事
を
そ
な
け
く
養
う
た
ひ
し
秋
の
い
と
竹
の
声

頼
む
そ
よ
三
世
の
仏
を
唱
へ
て
は
」
（
布
ウ
）
罪
も
の
こ
ら
ぬ
年
や
く
る
ら
ん

と
し
の
は
て

募
行
を
し
た
ふ
と
な
ら
は
さ
も
あ
ら
て
又
こ
ん
と
し
も
ま
た
れ
す
は
な
し

あ
ま
の
は
ら

蝉
の
は
の
袖
さ
へ
た
へ
す
天
の
原
い
か
に
て
る
日
の
み
な
月
の
影

て
る
日

山
遠
く
半
空
晴
て
照
る
日
に
は
さ
は
ら
ぬ
雲
の
嶺
た
に
も
な
し

ゑ
か
月

夕
暮
は
槙
の
戸
口
の
や
す
ら
ひ
に
さ
す
程
も
な
き
三
日
月
の
か
け

ゆ
ふ
や
桑
」
（
拓
オ
）

光
も
て
（
注
鋤
）
道
や
た
と
ら
ぬ
夕
暮
は
闇
は
あ
や
な
し
と
行
蛍
か
な

佛
名

ほ

し

雅
俊

重
治

俊
量

季
経

和
長

基
春

今今

亥望
JL,

運
宣
秀

一
元
言
垂
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

夕
闇
の
星
の
林
の
涼
し
さ
も
月
ま
つ
程
の
あ
か
ぬ
空
か
な

あ
ら
し

身
に
し
め
て
ね
覚
の
枕
聞
佗
ぬ
松
の
嵐
の
さ
夜
ふ
か
き
声

む
ら
さ
め

空
は
ま
た
は
る
上
と
も
な
き
村
雨
の
ま
つ
一
と
を
り
は
や
過
ぬ
ら
ん

し
つ
ぐ

み
山
川
水
上
と
を
く
き
て
み
れ
ば
岩
ね
の
雫
木
々
の
し
た
露

蟇
ぬ
れ
は
そ
ま
引
す
て
上
行
人
の
」
（
両
オ
）
く
た
す
筏
や
月
に
さ
す
ら
ん

は
ら
は
て
そ
象
る
へ
か
り
け
る
床
夏
の
花
の
塵
な
き
け
さ
の
し
め
り
は

な
る
神

山
遠
く
降
も
過
る
も
な
る
神
の
音
に
き
こ
ゆ
る
夕
立
の
空

や
ま
川

せ
き
い
る
些
庭
の
な
か
れ
も
や
か
て
又
す
ゑ
は
ひ
と
つ
の
山
川
の
水

い
は
ほ

か
け
ひ
た
す
岩
ほ
の
苔
の
色
よ
り
や
夏
な
き
水
の
碧
そ
ふ
ら
ん

そ
ま

ち
り

を
か

勺司一

莞
｜丈｜
／目L‘

一
丁
こ
し

た
一
、
ユ
ノ

邦
高

公
條

永
宣
」
（
だ
ウ
）

賢
房

政
為

康
親

当
朝

イハ『ー

－上00－



う
か
ひ
出
し
淡
路
鴫
ね
や
秋
つ
す
の
四
方
に
動
か
ぬ
始
め
な
る
ら
ん

ふ
る
さ
と

住
す
て
し
宿
は
あ
れ
行
庭
の
面
に
今
も
音
す
る
軒
の
松
か
せ

か
き
ほ

水
茎
の
岡
の
葛
葉
の
秋
風
に
う
ら
め
つ
ら
し
き
露
の
し
ら
玉

む
ま
や

袖
も
さ
そ
ふ
り
く
る
雨
は
し
の
つ
か
の
む
ま
や
の
陰
の
さ
よ
ふ
か
ぎ
声

秋
の
田

う
ぎ
秋
に
ね
ぬ
夜
な
佗
そ
小
山
田
の
庵
も
る
月
も
心
あ
り
け
り

そ
ほ
っ

心
た
れ
法
に
は
ひ
か
ん
か
り
の
世
に
て
ら
田
の
そ
ほ
つ
お
と
ろ
か
し
て
も

春
の
野
」
（
万
ウ
）

水
草
の
み
と
り
か
す
あ
る
春
の
野
は
朝
を
く
露
の
色
も
わ
か
れ
し

大
た
か
か
り

山
こ
ゆ
る
鳥
の
落
草
残
る
日
の
か
け
も
す
ぐ
な
く
か
り
暮
し
つ
Ｌ

み
や
こ

な
を
さ
り
に
た
れ
詠
ら
ん
い
ひ
し
ら
ぬ
部
の
山
の
月
の
あ
け
ぼ
の

ノ
く
、
〆
」

為
豈匡

J

伊
長
」
（
沼
オ
）

為
廣

道
應

実
香

公
音

実
隆

｝
垣
、
氷
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

谷
ふ
か
み
岩
間
の
水
の
音
た
て
上
あ
た
り
の
木
陰
露
そ
涼
し
ぎ

ゐ
せ
き

山
川
の
下
行
水
は
せ
か
れ
て
も
い
せ
き
を
越
る
瀬
々
の
岩
波

し
か
ら
ゑ

年
は
は
や
半
は
に
近
き
翠
そ
き
川
日
な
承
な
か
れ
て
し
か
ら
ゑ
も
な
し

や
な
」
（
門
オ
）

鐘
の
音
に
あ
り
と
は
か
り
は
白
雲
の
た
な
引
山
の
み
ね
の
古
寺

月
出
る
夕
は
人
を
松
の
門
さ
し
て
た
の
め
し
こ
と
は
な
け
れ
と

お
き
な

年
を
ふ
る
お
き
な
か
髪
の
白
雪
は
哀
き
え
せ
ぬ
物
に
や
あ
る
ら
ん

お
ろ
か
な
る
わ
れ
そ
か
ひ
な
き
た
ら
ち
ね
の
」
（
沼
ウ
）
諫
め
し
こ
と
は
わ
す
れ
果
ね
と
季
経

茂
り
行
垣
ほ
の
荻
に
音
つ
れ
て
こ
ぬ
秋
風
そ
か
ね
て
涼
し
き

と
な
り

三
度
う
つ
す
心
に
も
し
れ
一
事
も
こ
は
あ
し
か
ら
し
と
は
か
り
の
宿

み
写つ

マー
k－

ら
お
や

、
４
ウ
曲

力
上
）

覚
胤

隆
康

俊
量

玄玄
Jに』、

運
仁
悟

雅
業

言
継

f－

－旦÷
l●l

ﾉ乱
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忘
れ
し
の
契
り
を
人
に
た
の
め
て
も
あ
は
す
は
た
へ
ぬ
恋
や
う
か
ら
ん

か
た
こ
ひ

あ
ひ
お
も
ふ
事
や
な
か
ら
ん
世
上
ま
て
の
た
へ
ぬ
う
ら
み
を
人
に
の
こ
し
て

お
も
か
け

独
ね
と
恨
は
は
て
し
我
身
と
も
そ
ふ
や
夜
床
の
人
の
面
か
け

ひ
と
り
寝

し
き
忍
ふ
人
こ
そ
な
げ
れ
す
か
こ
も
の
と
ふ
し
か
上
ふ
し
独
ね
の
床

な
象
た

う
ぎ
数
や
ま
つ
先
立
て
袖
の
上
に
お
ほ
え
す
お
つ
る
涙
な
り
け
ん

う
ら
承

は
や
せ
川
や
な
こ
す
水
の
わ
き
か
へ
り
う
き
て
な
か
る
上
浪
の
白
泡

に
は
た
つ
象

雨
は
る
具
蓬
か
も
と
の
庭
た
つ
象
そ
れ
か
と
は
か
り
す
め
る
月
か
け

う
た
か
た

流
れ
て
も
つ
き
い
は
水
の
う
た
か
た
の
あ
は
に
む
す
へ
る
滝
の
糸
筋

し
を
か
ま

あ
ま
人
の
た
く
も
の
煙
立
波
の
外
に
く
も
る
や
浦
の
し
ほ
か
ま

こ

ひ

貞
敦
」
（
”
ウ
）

実
望

守
光

為
永

定
秀

重
治

雅
俊

季
種

元
長
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

う
か
り
つ
る
道
し
お
も
へ
は
な
を
さ
り
に
思
ひ
て
出
し
旅
そ
く
や
し
ぎ

物
か
た
り

人
の
上
に
か
た
り
な
し
て
も
哀
な
る
思
ひ
の
ぬ
し
よ
た
れ
と
か
は
し
る

む
か
し
を
こ
ふ
」
（
帥
ウ
）

立
か
へ
り
身
の
い
に
し
へ
を
お
も
ふ
に
は
う
き
を
も
忍
ふ
世
と
や
成
ら
ん

む
か
し
あ
へ
る
人

逢
ゑ
し
を
今
は
む
か
し
と
い
ふ
は
か
り
な
か
ら
へ
て
ま
つ
人
の
お
と
つ
れ

お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ

う
つ
る
は
ん
言
の
は
な
ら
は
初
草
の
う
ら
な
く
と
て
も
い
か
具
た
の
ま
ん

な
ぎ
名

し
ら
せ
は
や
な
き
名
取
川
な
か
れ
て
も
身
は
埋
木
の
朽
は
て
ん
世
を

か
く
れ
つ
ま

秋
風
に
恨
か
ち
な
る
葛
の
葉
も
」
（
帥
オ
）
う
き
身
ひ
と
つ
の
う
へ
と
こ
そ
し
れ

い
は
ひ

お
き
ふ
し
の
い
は
ふ
こ
と
は
の
積
る
数
も
君
か
千
と
せ
の
今
そ
し
り
ぬ
る

わ
か
れ

し
た
ふ
と
て
立
わ
か
れ
す
は
そ
れ
そ
先
心
に
か
な
ふ
命
な
る
へ
ぎ

た
ひ

実
隆

公
條

和
長

臣又
貝

房
為
廣

基
春

一

旦一

|乱

け
り
，
古
可

十
チ
」
－
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玉
ぐ
し
け

我
心
さ
し
て
く
も
ら
ぬ
玉
ぐ
し
け
三
途
を
は
ふ
た
け
と
そ
お
も
ふ

も
と
ゆ
ひ

た
れ
も
み
な
君
に
つ
か
ふ
る
契
り
を
や
初
元
結
に
む
す
ひ
こ
め
け
ん

し
ほ
や
き
衣

哀
い
つ
を
を
の
か
ひ
ま
と
か
芦
の
屋
の
な
た
の
塩
や
き
衣
ほ
す
ら
し

あ
ふ
き

手
に
な
ら
す
扇
に
見
え
て
こ
ぬ
秋
の
め
に
は
さ
や
か
に
風
そ
涼
し
き

山
道
は
露
も
雫
も
ふ
る
雨
に
み
の
些
挟
や
し
ほ
れ
そ
ふ
ら
ん

人
し
れ
ぬ
我
は
た
き
い
の
か
く
れ
妻
い
く
夜
か
さ
ね
て
あ
く
時
の
あ
ら
ん

雨
に
き
る
笠
は
あ
れ
と
も
袖
ぬ
る
‐
こ
（
副
ウ
）
涙
に
老
は
か
く
れ
さ
り
け
り
俊
量

こ
れ
そ
こ
の
都
の
つ
と
入
お
も
ふ
に
も
月
は
程
な
き
須
磨
の
浦
波

く
れ
な
ゐ

か
さ
し
つ
る
花
の
匂
ひ
や
残
る
ら
ん
大
宮
人
の
袖
の
く
れ
な
ゐ

む
ら
さ
き

象
の

か
さ

シつ

と

為
学

実
香

政
為

季
経

康
親

道
應

堯
胤

実
望
」
（
別
オ
）
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三十五山岸文庫蔵『傳聞和歌口決三光院殿添削和歌』解題・翻刻

す
み
れ
つ
象
真
萩
咲
ま
て
お
な
し
の
入
同
し
色
に
も
め
て
き
ぬ
る
か
な

み
と
り
」
（
艶
オ
）

薄
く
こ
く
象
と
り
ば
か
は
る
松
竹
も
お
な
し
千
と
せ
や
君
に
契
ら
ん

に
し
き

文
に
た
に
あ
ひ
お
も
ふ
程
は
し
ら
れ
し
を
織
や
錦
の
道
に
み
え
ぬ
る

秋
待
て
を
る
は
た
物
や
た
な
は
た
の
手
に
も
お
と
ら
ぬ
あ
や
を
な
す
ら
ん

は
な
か
つ
み

か
つ
象
草
そ
の
名
に
お
ふ
る
沼
水
の
浅
か
ら
ぬ
花
の
色
も
匂
ひ
を

さ
れ
か
つ
ら

岩
か
ね
の
露
を
か
さ
ね
て
さ
れ
か
つ
ら
く
る
し
か
り
け
る
か
り
枕
か
な

た
れ
は
そ
の
あ
ゐ
よ
り
出
て
藍
の
は
の
一
し
ほ
深
き
色
と
し
も
な
し

ま
さ
き

奥
山
は
正
木
移
ひ
な
く
鹿
の
涙
し
く
る
坐
こ
ろ
そ
わ
ひ
し
ぎ

ひ
か
け

雨
す
ぐ
る
夕
の
雲
の
日
か
け
草
か
け
ろ
ふ
露
の
道
そ
涼
し
ぎ

ゑ
く
り

あ
や

あ
ゐ

季
種

為
永

重
治

覚
I玄I
ノロL

実
隆
」
（
配
ウ
）

永
宣

元
長
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春
や
今
北
に
む
か
へ
る
窓
の
雪
匂
ふ
と
ゑ
れ
は
梅
咲
に
け
り

し
ゐ
」
（
閉
ウ
）

霜
さ
や
く
し
ゐ
の
葉
寒
き
山
か
せ
に
か
た
し
く
袖
や
色
か
は
る
ら
ん

野
へ
象
れ
は
千
種
の
花
を
吹
風
に
な
ら
ふ
こ
て
ふ
も
乱
て
そ
と
ふ

（
マ
マ
）

よ
そ
に
の
み
身
筑
磨
江
の
み
く
り
縄
く
る
し
や
浪
の
埋
れ
こ
し
世
は

な
つ
む
し

お
ろ
か
な
る
人
の
心
は
夏
む
し
の
」
（
配
オ
）
火
に
い
る
よ
る
の
思
ひ
を
そ
し
る

ひ
く
ら
し

夕
ま
く
れ
月
ま
た
を
そ
き
梢
よ
り
時
雨
て
過
る
日
く
ら
し
の
声

霜
雪
の
色
を
さ
な
か
ら
し
ら
か
し
の
う
ら
は
に
み
せ
て
山
か
せ
そ
ふ
く

し
き
み

山
の
は
に
入
日
は
残
る
影
な
か
ら
暮
行
色
や
杉
の
む
ら
立

さ
か
へ
行
か
け
を
こ
そ
ま
て
竹
の
園
そ
の
名
も
代
入
の
跡
を
か
さ
ね
て

す
き

む
め

た

け

－
し
シ
罪

》
し

か
し

隆
康

宣
秀

雅
業

政
為

公
音

邦
高

基
春

為
廣

伊
長
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享
保
十
二
年
礪
月
七
日
害
嶌
終

時
中
庵

諸
歌
集
奥
書
日

夏
の
夜
の
ま
た
よ
ひ
な
か
ら
み
る
月
に
烏
鳴
た
ち
空
そ
明
行

か
ほ
と
り

た
れ
に
つ
け
て
ゑ
よ
と
鳴
ら
ん
春
日
の
や
花
の
け
は
い
の
か
ほ
烏
の
声

か
さ
坐
き

久
か
た
の
星
の
契
に
い
か
な
れ
は
わ
た
し
そ
め
け
ん
か
さ
上
き
の
橋

永
正
四
年
六
月
廿
五
日

出
題
政
為
卿

右
者
諸
歌
集
よ
り
抜
吾
旱

大
原
や
ふ
か
き
涙
の
さ
め
坂
は
し
き
桑
に
ぬ
れ
し
山
路
と
そ
き
く

右
之
諸
吾
集
者
以
飛
鳥
井

干
時
宰
相
雅
章
卿
本
書
寓

之
早
尤
可
為
證
本
者
也
」
（
“
ウ
）

正
保
三
年
仲
夏
害
之

か
ら
す

雅
俊

和
長

雲菫
プロ

胤

言
綱
」
（
“
オ
）
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「
な
と
め
つ
ら
し
き
」
を
朱
で
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
そ
ふ
色
香
か
な
」
と
す
。

「
申
候
勅
」
の
「
候
」
に
ミ
セ
ヶ
チ
あ
り
。

「
す
む
月
に
ね
ら
れ
ぬ
床
の
浦
人
や
浪
の
よ
る
さ
へ
も
し
ほ
く
む
ら
ん
」
を
訂
す
。

「
い
か
な
れ
は
見
し
を
ち
ぎ
り
に
か
く
は
か
り
何
お
も
か
げ
の
身
に
と
ま
る
ら
ん
」
を
訂
す
。

「
花
の
色
も
あ
た
く
ら
へ
し
て
日
影
ま
つ
垣
ね
の
露
に
消
る
朝
か
ほ
」
を
訂
す
。

「
の
日
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ヶ
チ
あ
り
。

「
な
ら
ん
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
の
戸
の
」
と
す
。

「
也
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
な
り
」
と
す
。

「
神
も
い
か
Ｌ
と
上
め
ん
」
の
「
い
か
上
」
を
朱
で
ミ
セ
ヶ
チ
し
「
も
ゑ
ち
は
を
」
の
あ
と
に

朱
で
「
い
か
て
」
を
補
う
。
「
と
入
め
ん
」
の
「
ん
」
を
朱
で
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
ぬ
」
と
す
。

注
９
と
同
じ
よ
う
に
添
削
。

「
き
こ
え
ぬ
た
き
」
の
「
ぬ
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
か
」
と
す
。

「
尋
ぬ
う
ち
に
」
の
「
に
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
は
」
と
す
。

「
行
な
り
」
の
「
な
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
け
」
と
す
。

元
啓

公
迪
（
花
押
）
」
（
妬
オ
）
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注
皿

注
巧

注
妬

注
販

注
昭

注
廻

注
別

注
虹

注
翠

注
配

注
塑

注
記

注
記

注
訂

注
記

注
調

注
鋤

注
飢

「
花
の
」
の
「
の
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
も
」
と
す
。

「
む
す
ふ
手
の
」
の
「
の
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
に
」
と
す
。

「
雨
」
を
消
し
て
「
空
」
と
傍
害
。

「
後
に
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
跡
に
」
と
す
。

「
今
朝
」
を
訂
し
て
「
春
」
と
す
。

「
行
」
を
訂
し
て
「
ぬ
る
」
と
す
。

「
底
に
象
る
海
松
な
れ
や
枝
も
葉
も
ふ
か
く
か
け
た
る
雪
の
白
な
象
」
を
訂
す
。

「
や
頼
む
ら
ん
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
の
春
ま
つ
や
」
と
す
。

「
こ
ぬ
ま
て
も
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
契
を
き
て
」
と
す
。

下
句
「
お
と
ろ
か
さ
れ
ぬ
夢
も
さ
め
け
り
」
を
訂
す
。

「
す
か
せ
や
吹
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
ぬ
ゆ
き
‐
当
な
る
」
と
す
。

「
浦
の
名
の
」
の
「
の
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
も
」
と
す
。

「
い
さ
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
ま
た
」
と
す
。

「
立
ま
し
り
」
の
「
り
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
る
」
と
す
。

「
昔
さ
へ
」
の
「
さ
へ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
た
に
」
と
す
。

「
稀
の
る
」
の
「
の
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
稀
な
る
」
と
す
。

「
こ
ま
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
し
て
「
月
」
と
す
。

「
光
も
や
」
の
「
や
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
て
」
と
す
。
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